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序

京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査を

行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行にあたりましては、皆様方のご協力を賜

り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要がありますが、 当センタ

ーでは、それに対応するために 3種の刊行物を刊行しております。すなわち、発掘調査の速報と

職員の論考等を『京都府埋蔵文化財情報Jによって、発掘調査成果の概要報告を『京都府遺跡調

査概報Jによって公表しており ます。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都

府遺跡調査報告書』を刊行しております。

本書は、『京都府遺跡調査概報』として、平成13・14年度に実施した発掘調査のうち、京都府

土木建築部、京都府農林水産部、国土交通省、京都府山城土地改良事務所の依頼を受けて行った

大成古墳群・イリ遺跡、竹野遺跡 ・宮遺跡、大垣遺跡 ・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡、福知山

城跡、観音寺遺跡、野条遺跡、太田遺跡第14. 15次、長岡京跡右京第753次 ・井ノ内遺跡・上里

遺跡、長岡京跡右京第750次 ・神足遺跡、大住地区府営ほ場整備事業関係遺跡に関する発掘調査

概要を収めたものであります。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心

と理解を深める上で、何がしかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、丹後町教育委員会、宮津市教育委員会、福

知山市教育委員会、八木町教育委員会、亀岡市教育委員会、長岡京市教育委員会、 (財)長岡京市

埋蔵文化財センタ一、京田辺市教育委員会などの各関係諸機関、ならびに調査に参加、協力いた

だきました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成15年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長樋口隆康
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凡 例

l. 本書に収めた概要は、下記のとおりである。

l.大成古墳群・イリ遺跡 2.竹野遺跡・宮遺跡

3.大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

4.福知山城跡 5.観音寺遺跡

6. 野条遺跡 7.太田遺跡第14. 15次

8.長岡京跡右京第753次・井ノ内遺跡・上里遺跡

9.長岡京跡右京第750次・神足遺跡 10.大住地区府営ほ場整備事業関係遺跡

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 大成古墳群・イリ 竹野郡丹後町大字 平14.4 .15 ~ 7 .30 尽都府土木建築部 引原茂治
遺跡 竹野小字イリ 石崎善久

2. 竹野遺跡・ 宮遺跡 竹野郡丹後町大字 平14.10.22 ~ 12.20 尽都府農林水産部 田代弘

竹野小字古馬々は
か

3 大垣遺跡 ・一の宮 宮津市大字大垣小 平14.9 .18 ~ 12.20 尽都府土木建築部 石崎善久
遺跡・難波野条里 字大正院 ・池の本
制遺跡 ほか

4. 福知山城跡 福知山市岡ノー町 平14.9 . 10~ 10. 30 Jjl，都府土木建築部 引原茂治

5. 観音寺遺跡 福知山市観音寺地 平14.5 . 21 ~ 12. 6 国土交通省 伊野近富
内 黒坪一樹

6. 野条遺跡 八木町大字野条 平14.5 . 21 ~ 10.15 京都府土木建築部 田代弘

7. 太田遺跡第14・15亀岡市稗田野町太 平13 .1 1. 8 ~平14. 2 .12 尽都府農林水産部 小池寛
次 田 平14.9 . 20~ 11. 8 

8. 長岡京跡右尽第 長岡尽市井ノ内広 平14.12.11 ~平15. 2 .21 尽都府土木建築部 増田孝彦
753次・井ノ内遺 海道
跡・上里遺跡

9. 長岡尽跡右京第 長岡泉市神足2丁 平14.10. 29 ~ 12.13 尽都府土木建築部 藤井整
750次・神足遺跡 目

10. 大住地区府営ほ場整備事業関係遺跡 尽都府山城土地改良事務所

魚田遺跡第 6次 ・ 尽田辺市大住小松 平14.12.5 ~平15. 2 .13 中村周平
西村遺跡・門田遺 原・西村 ・大嘗料
跡 ほか

3. 本書で使用している座標は、国土座標第 6座標系によっており、方位は座標の北をさす。

また、国土地理院発行地形図の方位は経度の真北をさす。

4. 本書の編集は、調査第 l課資料係が当 った。 なお、遺物の写真撮影は、同資料係主任調

査員田中彰が行った。
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第112図

第113図

第114図

第115図

第116図

第117図

第118図

第119図
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8.長岡京跡右京第753次・井ノ内遺跡・上里遺跡
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9.長岡京跡右京第750次・神足遺跡
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図版目次

1 .大成古墳群・イリ遺跡

図版第 1 (1)調査前全景(南西上空から)

図版第 2 (1)2次調査調査後全景(西から)

図版第 3 (1) 1次調査地作業風景近景(西から)

(3)愛宕神社基壇(北から)

図版第 4 (1) 1次調査地ピッ ト群検出状況(南から)

(2)テラス 2全景(北から)

(2) 1次調査調査後全景(南西上空から)

(2)大成18号墳全景(上空から、上が南)

(2)大成17号墳調査前全景(西から)

(3)テラス 1(上層)北半石造物検出状況(南から)

図版第 5 (1)テラス 1(上層)南端石造物検出状況(1)(西から)

(2)テラス 1(上層)南端石造物検出状況(2)(西から)

(3)テラス 1(上層)石垣状遺構2および石造物検出状況(西から)

図版第 6 (1)テラス 2石造物検出状況(東から)

(2)テラス 1(下層)全景(北から)

(3)テラス 1(下層)石造物検出状況(南西から)

図版第 7 (1)大成17号墳石室全景(南から (2)大成17号墳奥壁(南から)

(3)大成17号墳西側壁(東から)

図版第 8 (1)大成17号墳西側壁(東から (2)大成17号墳東側壁(西から)

(3)大成17号墳奥壁裏面の状況(北から)
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図版第 9 (1)大成17号墳玄室内遺物検出状況(北から)

(2)大成17号墳玄室内遺物検出状況(東から)

(3)大成17号墳玄室内鉄刀 ・勾玉検出状況(南東から)

図版第10 (1)大成17号墳初葬面調査状況(南西から)

(2)大成17号墳基底石全景(南から)

(3)大成16号墳周溝、 SD01 . 02検出状況(南から)

図版第11 (1)大成16号墳周溝平安遺構面(甫から)

(2)土坑 l検出状況(南から)

(3)土坑 l蓋除去後全景(南から)

図版第12 (1)大成18号墳東側崖面精査状況(東から)

(2)大成18号墳完掘後全景(東から)

(3)大成18号墳完掘後全景(北から)

図版第13 (1)大成18号墳外護列石全景(西から)

(2)大成18号墳外護列石全景(北から)

(3)大成18号墳周溝内転落石検出状況(北から)

図版第14 (1)大成18号墳石室全景(東から) (2)大成18号墳石室全景(南から)

(3)大成18号墳墳丘内列石(西から)

図版第15 (1)大成18号墳玄室内遺物出土状況(東から)

(2)大成18号墳墳丘および墓横埋土断面(南から)

(3)大成18号墳基底石裏面の状況(西から)

図版第16 (1)テラス 4、SB01検出状況(北から)

(2) S X03検出状況(南から)

(3)西谷部、 SA01・02など検出状況(北から)

図版第17

図版第18

図版第四

出土遺物(1)

出土遺物(2)

出土遺物(3):外面

図版第20 出土遺物(3):内面

2.竹野遺跡・宮遺跡

図版第21 (1)竹野遺跡(A地区)全景(南から)

(3)宮遺跡(B地区)検出遺構(上が南東)

図版第22 (1)竹野遺跡第 2トレ ンチ全景(西から)

(2)竹野遺跡第 2トレンチ全景(南西から)

(3)竹野遺跡第 2トレンチ全景(北西から)

図版第23 (1)竹野遺跡第2トレンチ全景(西から)

(2)竹野遺跡第 lトレ ンチ蝶面検出状況(南西から)

(2)宮遺跡(B地区)全景(南から)
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(3)竹野遺跡第 lトレ ンチ北壁土層堆積状況(南から)

図版第24 (1)宮遺跡溝検出状況(東から (2)宮遺跡溝検出状況(北から)

(3)遺跡、溝検出状況(南から)

図版第25 (1)宮遺跡溝SD02遺物出土状況(北東から)

(2)宮遺跡溝SD02遺物出土状況(北から)

(3)宮遺跡溝SD02遺物出土状況(上が北)

図版第26 (1)宮遺跡溝 SD02遺物出土状況(西から)

(2)宮遺跡溝SD02遺物出土状況(東から)

(3)宮遺跡宮遺跡土層堆積状況 ・北壁(南から)

3.大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

図版第27 (1)調査地遠景(北から)

(3)調査地近景(西から)

図版第28 (1) 4トレンチ南壁(北から)

(3) 6トレンチ北壁(南西から)

図版第29 (1) 7トレンチ西壁(東から)

(2)調査地遠景(南から)

(2) 5トレンチ北壁(南から)

(2) 9トレンチ近世溝群検出状況(南から)

(3) 10トレンチ上層ピット群検出状況(北から)

図版第30 (1)12トレ ンチ南壁(北から)

(3) 13トレンチ木製品検出状況(南から)

図版第31 (1)14トレンチ全景(西から (2)15トレンチ東壁(西から)

(3)15トレ ンチ足跡検出状況(南から)

(2)13トレンチ北半部全景(南東から)

図版第32 (1) 13トレンチ作業風景(北から (2)出土遺物 木製品

図版第33 出土遺物 土器(外面)

図版第34 出土遺物 土器(内面)

4.福知山城跡

図版第35 (1)調査地全景(西から)

図版第36 (1)柱穴P08・09検出状況(西から)

図版第37 (1)柱穴・礎石群(北から)

図版第38 (1)西壁断面(東から)

図版第39 (1)出土遺物(土器・陶磁器、内面)

図版第40 出土遺物(瓦・石製品)

(2)調査前全景(西から)

(2)柱穴P08・09検出状況(南東から)

(2)離敷遺構 SX14(北から)

(2)調査地完掘状況(西から)

(2)出土遺物(土器・陶磁器、外面)

5.観音寺遺跡

図版第41 (1)調査前風景(西から)(北東丘陵上に私市円山古墳)

(2)第6トレンチ掘削状況(西から)

(3)第7トレンチ作業風景(南西から)

図版第42 (1)第 2トレンチ遺構検出状況(西から)
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(2)第3トレンチ溝検出状況(南西から)

(3)第4トレンチ集石遺構検出状況(東から)

図版第43 (1)第7トレンチ全景(北から (2)第7トレ ンチ土層堆積状況(北から)

(3)第8トレンチB壁面土層(北西から)

図版第44 (1)調査地全景(空中写真、東から (2)A地区全景(空中写真、下が北)

図版第45 (1)調査地全景(空中写真、南から)(右上に私市円山古墳)

(2)土坑SK42検出状況(北西から)

図版第46 (1)突帯文土器 ・打製石斧(土坑SK42内、北東から)

(2)突帯文土器外面(南西から)

(3)突帯文土器内面(北東から)

図版第47 (1)竪穴式住居跡SH84・150検出状況(空中写真、上が北)

(2)竪穴式住居跡SH84床面出土土器(南から)

(3)竪穴式住居跡SH150床面出土土器(北東から)

図版第48 (1)土坑SK108(南西から) (2)土坑SK 119 (西から)

(3)土坑SK11l(西から)

図版第49 (1)溝SD87(北西から)

(2)溝SD87内土器 ・石器出土状況(南東から)

(3)溝SD88(南西から)

図版第50 (1)竪穴式住居跡SH85・86・101・41検出状況(空中写真、下が北)

(2)竪穴式住居跡SH85床面出土土器(南西から)

(3)溝SD97(東から)

図版第51 (1)竪穴式住居跡SH41 (北から)

(3)現地説明会風景(北から)

図版第52 土製品

6.野条遺跡

図版第53 (1)第1トレ ンチ全景(北から)

(3)第2トレンチ調査風景(北から)

図版第54 (1)第2トレンチ全景(南から)

(2)竪穴式住居跡SH01検出状況(南西から)

(2)溝SD02・149(南東から)

(2)土坑SK01検出状況(北から)

(3)竪穴式住居跡SH01遺物検出状況(東から)

図版第55 (1)竪穴式住居跡SH01完掘状況(北から)

(2)竪穴式住居跡SHOl炉跡検出状況(南から)

(3)竪穴式住居跡SH01炉跡検出状況(西から)

図版第56 (1)竪穴式住居跡SH01遺物出土状況(上が南)

(2)竪穴式住居跡SH01手倍り形土器出土状況(上が北)
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(3)竪穴式住居跡SH01炉跡検出状況(北から)

7. 太田遺跡第14・15次

図版第57 (1)調査地全景(第15次調査空中写真、東から)

(2)第14次調査地全景(上方が北)

図版第58 (1)第14次 lトレ ンチ全景(上方が北 (2)第14次 2トレンチ全景(上方が西)

図版第59

図版第60

図版第61

図版第62

(1)第14次3トレンチ全景(上方が西)

(1)第14次5トレンチ全景(上方が西)

(1)第15次調査地全景(上方が西)

(2)第14次4トレンチ全景(上方が西)

(2)第14次 6トレンチ全景(上方が西)

(2)第15次 lトレ ンチ全景(上方が北)

(1)第15次2トレンチ全景(上方が北)

(2)第15次3トレンチ竪穴式住居跡 SH4全景(上方が西)

(1)第15次2トレンチ埋葬施設SX 1・2検出状況(南から)

(2)第15次2トレンチ埋葬施設SX 1小口板痕跡検出状況(南から)

(3)第15次3トレンチ竪穴式住居跡 SH4遺物出土状況(北東から)

図版第64 出土遺物(1)

図版第63

図版第65 出土遺物(2)

図版第66 出土遺物(3)

8.長岡京跡右京第753次・井ノ内遺跡・上里遺跡

(2)トレンチ全景(南東から)

(2)調査地全景(上が東)

(1)調査前の状況(北から)

(1)調査地全景(上が南)

(1)土坑SK04遺物出土状況(南から)

(2)土坑SK04完掘後(北西から)

図版第70 (1)竪穴式住居跡 SH06、掘立柱建物跡 SBll検出状況(南から)

図版第67

図版第68

図版第69

(2)掘立柱建物跡 SB08検出状況(北西から)

図版第71 (1)トレンチ近景(南から) (2)溝SD01全景(東から)

図版第72 (1)道路状遺構溝 SD01 . 05全景(北から)

(2)土坑SK09完掘後(西から)

9. 長岡京跡右京第750次・神足遺跡

図版第73 (1)トレンチ南半完掘状況(北から)

図版第74 (1)調査前全景(東西から)

(2)堀状遺構 SD02セクション (南から)

(3)溝 SD25小口状溝検出状況(西から)

図版第75 (1)完掘状況(北から)

(2)土壌墓SX07、木棺墓 SX08検出状況(南から)

(2)堀状遺構SD02(南から)

(3)土墳墓SX07検出状況(南から)

図版第76 (1)木棺墓SX08検出状況(南から)
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(2)木棺墓SX08棺内完掘状況(北から)

(3)主体部完掘状況(南から)

図版第77 (1)方形周溝墓 SX05南溝縦断面(北から)

(2)方形周溝墓 SX05遺物出土状況(北から)

(3)現地説明会風景(北から)

図版第78 (1)方形周溝墓 SX12北セクション(南から)

(2)方形周溝墓 SX12南セクション(北から)

(3)方形周溝墓SX12遺物出土状況(東から)

図版第79 出土遺物(1)

図版第80 出土遺物(2)

10. 大住地区府営ほ場整備事業関係遺跡

魚田遺跡第 6次・西村遺跡・門田遺跡

図版第81 (1)魚田遺跡調査風景(東から (2)魚田12トレンチ全景(南から)

(3)魚田18トレンチ北壁噴砂検出状況(南から)

図版第82 (1)魚田25トレンチ全景(南から (2)魚田 9トレンチ実測風景(南西から)

(3)門田 4トレンチ埋め戻し転圧作業(西から)

図版第83 (1)西村3トレンチ全景(南西から)

(2)西村 4トレンチ北東壁土層断面(南西から)

(3)西村 9トレンチ北東壁土層断面(南西から)

図版第84 (1)門田 6トレンチ全景(南西から)

(2)門田 8トレンチ北東壁土層断面(南西から)

(3)門田10トレンチ全景(南西から)

図版第85 (1)魚田 9トレンチ埋め戻し状況(北西から)

(2)西村13トレンチ北西壁土層断面(南東から)

(3)門田 3トレンチ北東壁土層断面(南西から)

図版第86 (1)出土遺物(1) (2)出土遺物 (2)
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1 .大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

1 .は じめ に

大成古墳群 ・イリ遺跡は京都府竹野郡丹後町大字竹野小字イリに所在する。今回の発掘調査は、

国道178号道路特殊改良 l種事業に伴い、京都府土木建築部の依頼を受けて実施した。

調査は平成13年度と、平成14年度の 2次にわたって実施し、平成14年度に整理・報告業務を行

うこととなった。なお、調査に係る経費は、全額、京都府土木建築部が負担した。

なお、遺跡名称に関して、 l次調査では愛宕神社古墳として、 2次調査ではイリ遺跡として現

地作業を行ったが、丹後町教育委員会と京都府教育委員会の協議の結果、近接する大成古墳群の

一部という認識がなされたため、整理・報告段階では古墳群名を大成古墳群、遺跡名をイリ遺跡

として報告することとした。なお、遺物の注記には l次調査のものを愛宕神社古墳群(略号TAJ)、

2次調査のものを古墳群関係は大成古墳群(略号TON)、イリ遺跡関係のものをイリ遺跡(略号イ

リ)として行っているため、遺物実見の際は注意されたい。また、本報告の石造物に関しては、

京都府教育委員会・丹後町教育委員会と協議の上、現地保管としている。

現地調査は l次調査を平成13年10月23日から平成14年2月14日にかけて、調査第 2課課長補佐

兼第 l係長水谷書克・同調査員石崎善久が担当して実施し、2次調査を平成14年4月16日から 7

月30日にわたり調査第 2課第 l係長石井清司 ・同調査員石崎善久が担当して行った。 l次調査で

は大成17号墳(旧称愛宕神社古墳)の調査と周辺部の試掘調査を実施し、 2次調査では l次調査に

より確認された大成18号墳および、周辺の平安時代~中世遺物散布地(イリ遺跡、)、大成16号墳の

墳丘裾部の調査を行った。なお調査面積は l次調査約600ぱ、2次調査約800ばである。

今回の報告では、標高はTPを使用したO 現地の遺構実測は、石崎・村上 ・山内・大月 ・小笠

原が行い、遺物実測は、西脇・村上・藤村・ 戸根・山内・大月が実施した。本報告のトレースは、

石崎 ・丸谷が行ったO 石造物に関しては、調査第 2課第 l係主任調査員引原茂治の指導のもと、

遺物実測を藤村 ・戸根・小笠原 ・村上が実施し、引原が報告した。なお、現地調査 ・整理作業に

おいて多くの方々に参加していただき、また、関係諸機関からご教示 ・ご協力を得ることができ

た。記して謝意を表したい。

(石崎善久)

2.位置と環境

大成古墳群 ・イリ遺跡は丹後半島最大の河川である竹野川河口部東岸、依遅ヶ尾山系から派生

し、日本海に半島状に突出する丘陵稜線上から西緩斜面にかけて分布する。現在国道178号線が

この正陵を分断して通っているが、かつては産土山古墳がある丘陵と連続していたことが知られ、

-1-



京都府遺跡調査概報 第107冊

本来、大成古墳群と、産士山古墳、片山古墳群は同一丘陵上に分布する古墳群であったといえる。

古墳群からの眺望は非常によく、竹野川河口域から、旧潟湖域、竹野遺跡を眼下に望むことがで

きる。ここでは、大成古墳群を取り巻く歴史的環境について概観してみたい。

竹野川河口域を中心に遺跡、の動向を概観することとする。縄文時代の遺跡としては、竹野遺跡

出土の後期縄文土器や、宇川流域の平遺跡が知られるが、現在のところ、定住を示すような遺跡、

は確認されていない。弥生時代前期では、前期後半の竹野遺跡が著名である。この地域の中核的

な集落跡と考えられている。中期には遺跡、の数は増加し、竹野遺跡、弥栄町奈具遺跡群、峰山町

途中ケ丘遺跡など、各地域に拠点的な集落が営まれる。後期の集落の様相は定かではないが、竹

野遺跡には継続的に生活の痕跡が認められ、峰山町古殿遺跡、大宮町裏陰遺跡、網野町浅後谷南

遺跡など新たに出現する集落も存在する。近年の調査で丹後では弥生墳墓の調査が進展している O

中期の貼石墓である弥栄町奈具遺跡、加悦町日吉ヶ正遺跡は地域首長の墳墓とみられ、後期には、

大宮町三坂神社墳墓群・左坂墳墓群、岩滝町大風呂南墳墓群、丹後町大山墳墓群など、豊富な副

葬品をもっ台状墓の存在が知られてきた。後期末葉には地域最大の弥生墳墓として峰山町赤坂今

井墳丘墓が築造される。これらの墳墓から出土する豊富な遺物は、日本各地や半島との交易によ

ってもたらされたものと考えられている。

古墳時代前期前半に遡る大形墳墓は未確認であるが、弥栄町太田南 2・5号墳など小規模な墳

墓から舶載鏡の出土がみられる O 前期後半から中期初頭にかけて大形前方後円墳が相次いで築造

される。加悦町蛭子山 l号墳をはじめ、網野町銚子山古墳、そして丹後町神明山古墳と200mに

迫る規模を有する。中期には100mクラスの前方後円墳である弥栄町黒部銚子山古墳の築造を最

後に大形前方後円墳の築造は終鷲を迎える。かわって、中 ・大形円墳や中 ・大形方墳が地域首長

の墳墓に採用されたものと思われる。丹後町内では日本海を望む桝塚古墳、産土山古墳や舟形石

棺を採用する願興寺古墳群などが地域を代表する古墳といえよう 。後期には横穴式石室が導入さ

れ、丹後半島全体に拡散する。大きく、畿内型横穴式石室の系譜を引くものと 、北部九州型横穴

式石室の系譜を引くもの、竪穴系横口式石室の影響下に成立するものの 3タイプが知られる。丹

¥ 

o 

第 l図 竹野遺跡表採土馬実測図

-2-

‘ 
5ゴcm 

後町内では畿内型横

穴式石室の分布密度

が高く、代表的なも

のとして、高山古墳

群、上野古墳群、大

成古墳群などが調査

されている 。後期末

頃には横穴墓も築造

を開始するが、大宮

町大田鼻横穴群をは

じめ、中郡に集中す



大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

る傾向がある。古墳時代の集落としては竹野遺跡が継続的に営まれるようであり、中世まで集落

として機能する。なお、第 1図には竹野遺跡表採の土馬を図示した。これまでにも竹野遺跡では

土馬の出土が知られていたが、今回調査に参加を頂いた日下弘司氏から寄贈を受けた。土馬は土

長ぉ

第2図 調査地位置図および周辺主要遺跡分布図(1/50，000)

( r京都府遺跡地図.1 (第三版〕第 1分冊 京都府教育委員会 2001より転載 ・一部改変)

4 . 111.大成古墳群・イリ遺跡 2.桝塚古墳 5.産土山古墳 6.片山古墳群

8.竹野遺跡 10.宮遺跡 11.神明山古墳 13.願興寺古墳群 15.岩木遺跡

20.鼻下り(切割)古墳 21.大山墳墓群 25.高山古墳群 28.馬場ノ内古墳

34.福蓮寺跡 43.矢畑古墳群 104.上野古墳群 106.石ヶ原古墳群 113.井町古墳群
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師質であり、頭部のみ遣存する。非常に写実的に作られており、馬の目鼻や筋肉などを立体的に

表現した後、ヘラにより轡などの馬具を表現する。頭部の全長約 7cmを測る。

(石崎善久 ・村上計太)

3.調査概要

今回の調査対象地は、現在、里道が敷設されている場所を谷部に、大きく 二つのE陵に分かれ

ていたものと判断される。

三五LY，:吋 o 政加、 ぐ
第 3図 トレンチ配置図および周辺主要古墳分布図
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今回の調査では、大きく

分けて古墳時代後期の遺構、

平安後期の遺構、中世末期

から近世にかけての遺構を

検出した。古墳としては、

大成16~17号墳の 3基をE

陵稜線上もしくは正陵腹部

で確認し、平安後期に属す

るテラス状の遺構や掘立柱 、
建物跡、溝を西側の緩斜面

大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

、もめ / 
¥久

I Y 大成16号墳

上で確認した。中世末期か

ら近世にかけての遺構は大

成17号墳の立地する正陵の

西および、東斜面で確認し

た。以下、 l次調査で検出

した遺構 ・遺物、 2次調査

で検出した遺構・遺物の順

に概観山くことと仏 、
a .テラス 1(第 5・6

図)

1次調査地の西側斜面、

標高24m付近に作られたテ

ラス状の遺構である。本来、

地山を ILJ字状に整形し、

平坦面を確保した単純な構

造であったと考えられるが、

後世に盛土を施すなど改修

を行っている 。石仏をはじ

めとする石造物を安置する

ための造成面である 。上-

下層に分けて説明する。

上層では、調査着手前か

ら複数の石仏・石製五輪塔

などが露出しており、調査

を開始した段階で約50点余

J
Y
 
¥宅建

も・

~ 

o 

第4図検出遺構配置図0/400)
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京都府遺跡調査概報 第107冊

りが地元の方の手により移動させられていた。後述する大成17号墳の転落石材を除去した段階、

表土を掘削した段階で大部分の石造物を検出した(第 5図)。遺構は丘陵西斜面を整形し、幅約 4

mのテラスを構築する。テラスの平坦面と西の斜面の聞には簡易な石垣状の石積みを設け区画が

行われている。石垣状の遺構はこの丘陵の地山に含まれる円牒や、海岸部にみられる安山岩円礁

などを 2 ~ 3 段に積み上げている (石垣状遺構 1 ) 0 またカ ット面後背部斜面にも部分的に石垣状

の石積みを施している (石垣状遺構 2)。 また、石垣状遺構 lの後背部には盛土を施し平坦面を作

り出している。石造物はこのテラスの南端と北端部分に集中して検出されており中央部分では密

度が希薄で、あるが、先述した地元の方はだいたいこの中央部分に露出していた石造物を移動させ

られたらしく本来は中央部分にも多数の石造物が存在したものと判断される。石造物はテラス後

背部のカット面にもたれさせるように並べられているものも認められるが、原位置を動いて横転

してしま っている物が大部分であった。これらの石造物の安置された年代は定かではないが、表

土掘削中に17世紀から近・現代に至る陶磁器類が出土していることや、最も前面に位置する石造

物の下部から 「ルービンリキ」と喜かれたビール瓶が出土していることから見て、江戸時代から

集積が行われ、昭和初期に現在の国道178号線を開削した際に出土した石造物もこのテラスに集

積したものと考えられる。また、明確な遺構として認識することはできなかったが、テラス上面

の盛土掘削中に火葬骨片が出土している。

下層(第 6図)は地山面をカットした本来の掘形である。後背部東側に幅約40cm程度の溝を掘削

する。この面からは 2体の石仏(第 8図5・6)を検出したO この点から見てこのテラスは本来か

ら石造物を安置する目的で掘削されたものといえる。上層で確認した石造物群もこの地山上に置

かれていたものを盛土造成などを行うごとに移動を繰り返し、最終的に現在の姿に至ったものと

判断される。
付表 l 検出ピ ット一覧表

直径(cm) 深さ (cm) 火葬骨 直径(cm) 深さ (cm) 火葬骨

Pl 20 17 P19 23 10 

P2 21 26 P20 18 16 

P3 32 31 有 P21 66 16 

P4 15 20 |有 P22 20 11 |右

P5 18 22 有 P23 18 17 

P6 35 27 P24 20 26 有

P7 15 6 P25 20 22 

P8 20 28 P26 25 35 

P9 20 22 P27 22 15 

PlO 20 32 有 P28 30 20 

P11 21 18 有 P29 26 14 

P12 30 10 P30 27 49 有

P13 13 20 P31 25 38 

P14 15 5 P32 10 7 

P15 17 8 P33 20 36 

P16 24 8 P34 15 17 

P17 20 5 P35 17 38 

P18 18 32 P36 14 18 
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b. テラス 2(第6図) 1次調査区の東側斜面に作られたテラス状の遺構である。斜面を iLJ

字状に掘削した後、後背部に幅約50cmを測る溝を掘削する。この面でも石造物 4点を検出した。

c. ピット群(第 5図) Ji陵稜線上の平坦面およびテラス 2の平坦面上から検出した。総数で

36基を確認した。 直径約13 ~66cm、深さ 5 ~49cmを測る(付表 1 )。埋土は、概ね暗灰色粘質土の

単層であり、火葬骨片を埋土中に含むものが 8 基存在する 。 火葬骨は l~数点程度の細片であり

別地点で火葬を行った後、数点の火葬骨を拾い上げ、このピット内に埋葬したものと判断される。

y y¥、

べ週句
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同
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a吉宮古dEL @剛
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O 
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/ ¥¥  
第 5図 テラス状遺構 1・2およびピット・石造物検出状況平面図(上層)
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ピットの時期については火葬骨以外に出土遺物がないため不明ではあるが、地山面上から寛永通

賓が出土していることから近世に降る可能性がある O

(石崎善久)

石造物 今回の調査では、多数の石造物が出土した。このうち、実測、略測を行ったのは306

点である。ほかに、小破片が若干数ある。なお、この中には、調査前に地元の方が移動されたも

のも含む。内容的には、石仏と、 一石 ・別石の五輪塔がそのほとんどを占める。ほかに、宝塔の
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第 6図 テラス状遺構 lおよび石造物検出状況平面図(下層)
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大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

笠部もしくは層塔の最上部とみられるものや板碑、不明のものなどが少数あるO 石材は、砂岩系

のものが多数を占めるが、花両岩、白色系の凝灰岩、多孔質の石材のものもある O わずかではあ

るが、越前産の妨谷石(淡緑灰色の凝灰岩)製と考えられるものが含まれるのが注目される O なお、

今回出土の石造物で、党字以外の刻銘のあるものは l点のみで、年紀を記したものは無い。

①石仏 石仏は総数118点を数える O 板碑形のものと舟形光背形のものなどがあるが、多くは

板碑形である。また、ほとんどが埋込式のもので、確実に据え置き式のものは 3点のみである O

なお、板碑形のものは、板碑として分類すべきかもしれないが、今回は石仏として分類する。

石仏A類 長目の頂部山形の圭頭板碑形で、高部を彫り込んで仏像を浮き彫りする。96点を数

える。独尊のもの(A-1類)と二仏並座のもの (A-II類)がある。ほとんどがA-I類で、 A-

H類は 2点のみである。仏像は、上半身のみ刻出され、膝部は表現されていない。省略されたか、

あるいは墨などで描いていたものと考えられる。仏像は、稚拙な彫りと風化のため明確でないも

のが多いが、 A-I類は概ね阿弥陀如来坐像とみられる。A-II類では阿弥陀如来と地蔵菩薩の

並座あるいは阿弥陀知来の並座の可能性も考えられる O ともに基部は長く、地中に埋めて立てる

埋込式のものである。あるいは、戒名や没年などが墨書されていたものか。石材は砂岩系である。
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第 7図 出土石造物実視IJ図(1)
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第 9図 出土石造物実測図(3)
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なお、 A-I類で、 l点のみ寵部の左右両端を縁取るものがある。

石仏B類 圭頭板碑形で、高部を彫り込んで阿弥陀如来坐像とみられる全身像を浮き彫りする。

7点を数える。埋込式である。額部の形状がやや崩れたものや、仏像の台座を表現したものもあ

る。石材は砂岩系であるが、 l点のみ多孔質の石材のものがある。

石仏C類 圭頭板碑形で、寵部を彫り込んで地蔵菩薩立像と考えられる仏像を浮き彫りする。

寵部下部に三日月形状の台座を線刻する o 2点を数える。埋込式である O 石材は多孔質のもので

ある。

石仏D類 頂部山形の板碑形で、寵部を彫り込んで阿弥陀如来坐像とみられる全身像を浮き彫

りする。5点を数える。全体的に額部から下方に幅が狭くなる裾すぼまりの形状が特徴的である。

また、仏像の膝部および台座にあたる部分を三日月形状に刻出するのも特徴である。埋込式で、

石材は砂岩系である。
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石仏 E類 舟形光背形の石仏で、阿弥陀如来坐像とみられる仏像を浮き彫りする。4点を数え

る。埋込式で、石材は砂岩系が3点、花岡岩が I点である。

石仏 F類 舟形光背形で、ほかの石仏に較べて彫りはていねいである。3点を数えるが、 l点

はほぼ完存しており蓮華座上に地蔵菩薩立像を浮き彫りする。2点は膝下部のみの残存であるが、

同様のものとみられる。下部に柄を設けており 、台石に据えていたものとみられる。石材は越前

産の坊谷石とみられ、像様などからみて、製品として搬入されたものと考えられる。

石仏G類 扇平な柱状のもので、長方形に彫り窪めた寵部に錫杖を持つ地蔵菩薩立像を浮き彫

りする。頂部は平坦気味で、柄を持つ。笠石を置いていたものとみられる。白色系凝灰岩製で、

1点のみである。

②一石五輪塔 一石五輪塔は、総数144点を数える。ほとんどが埋込式のもので、確実に据置

式といえるものは 2点のみである。

一石五輪塔A類 地輪下に未調整の杭状の基部をもっ埋込式のもので、107点を数える。石材

は、砂岩系のものが103点、多孔質石材のもの 3点、白色系凝灰岩のもの l点である。砂岩系の

ものには、地輪の調整が4面ともになされるもの、背面を除く 3面のもの、正面の l面だけのも

のがみられる。他の石材のものは、 4面とも調整される。
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付表2 石造物一覧表(1) 石仏(※は残存高 ・単位はcm)

番号 全長 幅 地上部品 山形部品 禽部品 f象品 石材 種類 備考

43.0 17.0 37.0 9.5 13.5 12.0 砂岩系 A-1 

2 32.5 14.0 26.5 6.0 10.0 9.0 イシ 。
3 37.5 16.0 37.5 8.0 12.0 10.0 。 。

4 47.0 15.0 30.0 9.0 11. 5 10.0 イシ イシ

5 45.5 14.5 30.0 9.5 10.0 9.0 イシ イシ

6 48.0 16.5 32.5 9.5 11. 0 9.5 。 イシ

7 44.0 16.5 31. 5 9.0 13.0 11. 5 イシ イシ

8 34※ 17.0 20.5※ 6※ ク イシ

9 48.0 16.0 37.0 10.0 13.0 11. 5 。 。
10 46.0 16.5 34.0 11. 5 13.5 12.0 ク 。

11 58.0 17.0 44.0 12.5 15.0 13.0 イシ ク

12 63.0 20.0 50.5 14.0 15.5 15.5 イシ イシ

13 52.0 16.5 32.5 11. 0 12.5 11. 0 ク イシ

14 57.5 17.0 40.0 9.0 14.5 13.5 イン イシ

15 37※ 17.0 10.5 17.0 16.5 ク イシ

16 63.0 18.0 33.5 11. 5 14.0 12.5 イ〉 。
17 63.0 19.0 50.0 15.0 17.0 16.0 。 イシ

18 44.0 19.5 33.5 9.5 12.5 11. 0 。 ク

19 47.0 16.5 34.5 9.0 14.5 13.5 イシ 。
20 51. 0 13.5 36.5 8.5 11. 0 10.0 。 ク

21 51. 0 17.0 32.5 10.5 14.0 12.0 ぞシ イン

22 40.0 14.0 29.0 9.5 10.5 9.0 。 イシ

23 46.0 16.0 34.0 8.5 12.0 11. 0 イシ イシ

24 54.0 15.5 33.0 10.5 12.0 11. 5 。 イシ

25 59.0 20.0 42.0 13.5 15.5 15.5 ぞシ 。
26 57.0 16.0 41. 0 10.5 12.0 11. 0 イシ 。
27 53.0 19.0 37.5 12.5 14.0 14.0 イシ 。
28 48.0 16.0 32.5 9.5 13.0 12.5 イシ イシ

29 47.0 17.0 34.0 11. 0 14.0 12.5 ぞシ イン

30 58.0 15.5 34.0 11. 0 14.0 13.0 ぞシ イシ

31 46.0 17.0 33.5 10.0 13.5 12.0 4シ イシ

32 42.5 17.0 32.5 8.5 15.5 14.0 。 イシ

33 42.0 16.0 33.0 5.5 12.0 12.0 イシ イシ

34 47.0 18.5 39.0 8.0 13.0 11. 5 。 。
35 56.0 16.0 36.0 11. 5 11. 0 10.0 イン イシ

36 53.0 16.0 41. 5 11. 0 15.5 15.0 ク イシ

37 50.0 16.5 36.0 9.5 12.0 11. 5 4ン イシ

38 53.0 18.0 37.0 7.0 15.5 15.0 。 イシ

39 56.0 16.5 40.0 11. 0 14.0 12.5 イン ク

40 53.0 19.5 40.0 11. 0 15.0 14.5 ク ク

41 60.0 19.0 46.5 10.5 17.0 16.0 イシ イシ

42 62.0 19.0 47.0 12.0 16.0 14.0 イシ 。
43 55.0 17.5 35.0 12.0 14.0 13.0 イシ イシ

44 56.0 18.0 37.0 12.0 14.0 13.0 ク イシ

45 61. 5 17.0 40.0 15.0 13.0 11. 0 ク イシ

46 54.0 17.0 34.0 10.0 13.0 11. 5 イシ イシ

47 67.0 15.5 43.0 13.5 13.0 12.5 。 。
48 72.0 21. 0 48.0 13.0 15.0 13.0 。 。
49 46.0 17.0 32.5 9.5 14.0 12.5 。 イシ

50 41. 0 15.0 34.0 10.0 13.5 12.5 イシ ぞシ

51 44.0 16.0 34.0 7.5 13.0 12.0 。 イシ

52 56.0 16.0 31. 0 8.0 13.0 12.5 。 。
53 57.0 12.5 29.5 8.0 11. 5 10.5 ，シ ，シ

54 57.0 17.0 34.5 11. 0 14.5 14.0 。 イシ

55 45.0 15.5 34.0 8.0 12.0 11. 0 。 イン

56 54.0 15.0 29.5 9.5 12.0 10.0 ク ク

57 52.0 18.0 35.5 8.5 14.0 12.0 。 ク

58 73.5 19.0 43.5 14.5 15.0 13.0 ク 。
59 55.0 17.0 33.0 11. 0 12.5 12.5 イシ 。
60 51. 0 16.5 36.0 12.0 13.5 12.5 ク イシ

61 54.0 18.0 31. 5 10.5 14.0 13.5 ぞ〉 イシ

14 
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番号 全長 幅 地上部品 山形部品 食部品 {量晶 石材 種類 備考

62 53.5 16.5 31. 0 10.0 12.5 12.0 。 ク

63 44.0 20.0 34.0 8.0 13.0 12.5 イシ ク

64 51. 0 16.0 38.5 12.0 14.0 13.0 。 。

65 44.0 19.0 35.0 9.5 12.0 10.0 。 イシ

66 53.0 16.5 39.0 11. 5 13.5 11. 0 。 イシ

67 52.0 15.0 32.5 11. 0 10.5 9.5 。 。

68 45.0 16.0 31. 0 8.0 11. 5 11. 5 イシ イシ

69 47.5 17.0 34.5 10.0 12.5 12.5 イシ イシ

70 46.5 17.5 34.0 11. 0 13.5 12.5 イシ 。
71 48.0 17.0 35.5 7.5 11. 5 11. 0 イシ 。

72 46.5 16.0 35.0 9.0 12.0 11. 0 イシ 。
73 52.0 16.5 35.5 10.0 14.0 14.0 イシ 。

74 51. 5 16.5 34.0 9.5 12.5 11. 0 イシ 。

75 43.0 18.0 34.0 8.0 12.5 11. 0 。 イ〉

76 68.5 22.0 49.5 14.5 14.5 14.0 イシ 。

77 44.0 16.5 34.0 10.5 12.0 11. 5 イシ 。

78 64.0 16.0 39.0 13.0 14.0 13.0 イシ 。

79 54.5 17.5 39.0 12.0 13.0 12.0 。 ク

80 46.0 21. 5 35.0 9.0 15.5 13.5 イシ ク

81 47.0 18.0 34.0 9.0 14.5 14.0 イシ 。
82 59.5 19.0 41.0 12.0 13.5 13.0 イシ イシ

83 40.5 14.5 29.5 5.0 14.0 11. 5 。 4シ

84 54.0 16.5 36.0 11. 0 14.5 14.0 イシ 。

85 50.0 18.0 34.0 9.0 15.0 14.0 。 。

86 41. 0 15.5 30.5 8.0 11. 0 11. 0 イシ 。

87 38.5 20.0 29.0 7.0 12.5 10.0 。 ク

88 65.5 22.0 45.5 13.0 17.0 15.5 ク ク

89 44.0 15.0 29.0 10.5 12.0 12.0 ク ク

90 37.5 20.0 31. 5 7.5 12.5 12.0 イシ ク

91 67.0 20.5 46.5 13.0 15.5 15.0 。 イ〉

92 52.5 18.0 37.5 10.0 15.0 15.0 イシ 。

93 48.0 15.0 36.5 7.5 13.0 11. 5 イシ ク

94 49.0 17.0 37.0 11. 0 14.0 12.5 。 ク A部左右縁取

95 65.5 22.0 54.5 13.5 16.0 右12 左11 。 A-11 

96 60.5 30.0 49.0 13.0 14.0 左右とも 12 イシ 。

97 42.5 20.0 8.0 16.5 23.0 イシ B 台座付き

98 53.5 21. 0 39.0 7.0 18.5 18.5 イシ イシ

99 43.5 18.5 35.5 8.0 16.0 14.5 。 ク

100 41.0 15.0 26.5 5.0 13.0 12.0 。 。

101 41. 5 19.0 32.5 6.5 13.5 12.0 。 。

102 24※ 14.0 5.0 11. 0 4シ ク

103 36.0 17.0 27.0 5.0 21. 0 20.0 多孔質石材 。

104 52.0 20.0 40.0 6.0 20.0 23(台座込) 。 C A部下一日月形台座線刻

105 34※ 19.0 5.5 19.5 22(台座込) ク 。 。

106 41.0 21. 0 32.0 6.0 14.0 17(台座込) 砂岩系 D イシ

107 51. 5 21. 5 39.0 8.5 17.5 20.5(台座込) 。 イシ 。

108 56.5 26.0 38.5 7.0 16.0 15.5(台座込) ク 。 。

109 43※ 25.0 29.5※ 17.5(台座込) 。 イシ 。

110 38.5 19.5 25.5 5.0 11. 5 15(台座込) 。 イシ 。

111 55.0 24.0 19.0 イシ E 

112 51. 0 31. 0 42.5 28.0 。 ク

113 54.0 23.5 38.0 17.0 イシ 4シ

114 44.0 19.0 32.0 21. 0 花街岩 ク

115 23※ 務谷石 F 膝下部残存

116 56.5※ 25.5 34.0 イシ 。

117 24※ ク 。 膝下部残存

118 45.0 2612.5 31. 0 28.0 白色系凝灰岩 G 笠石付き

一石五輪塔B類 地輪下に未調整の平底気味の基部をもっ埋込式のもので、36点を数える。石

材は、白色系凝灰岩のもの25点、砂岩系のもの 8点、多孔質石材のもの 3点である。A類に較べ

てやや大形のものが目立つ。 白色系凝灰岩は、地元で産出するかなり軟質の石材である。そのた
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付表 3 石造物一覧表(2) 一石五輪塔

(※は残存高、幅×奥行は原則として地輪で計測。加工面は地輪で観察)

番号 全長 幅×奥行 地上部品 地輪晶 水輸品 火輸局 風輸品 空輸品 党字 加工面 石材 種類

(面) (面)

119 56 12x 12 38 9 6.5 7 5.5 10 1 4 砂岩系 A 

120 66 15.5x16 47.5 11.5 9 8 7.5 11. 5 1 l イシ イシ

121 67.5 16x 16 42 10 8 6.5 11. 5 イシ イシ

122 62 13x 14 43.5 11 7.5 8 6 11 イシ イシ

123 65.5 13x14 37.5 11 6 7 4.5 9 ぞシ イシ

124 65.5 13.5x12 40.5 8.5 9 8 5.5 9.5 l l 。 イシ

125 65.5 14 x 13 44.5 11 8.5 8 6 11 4 ク 。
126 71 15x13.5 39.5 14 6 7 4.5 8 l l ぞシ イシ

127 57 12xl1.5 35.5 9 7 7 5 7.5 イ〉 。
128 60 11. 5 x 10. 5 34 10 7 5.5 5 6.5 l ぞシ イシ

129 54.5 13x 13 36.5 10 7 7.5 4.5 7.5 l 3 。 ぞシ

130 55 13x12.5 37 9 8 7.5 5.5 7 1 イシ イシ

131 50 11x11 31. 5 9 6 6.5 4 6 1 ぞシ イシ

132 52 12x 10 30.5 7 6 5.5 5 7 l I 。 ぞシ

133 51 12x13.5 36.5 9 6 8 5 8.5 4 。 イシ

134 52 1O.5xl0 33.5 9.5 7 6 5 6 l 。 。
135 45.5 10. 5x 11 38 12 9 8 4 5 l 4ワ 。 イシ

136 49 10xlO.5 27 8 5 5.5 4 4.5 。 イシ

137 49.5 11xlO 32 10.5 6 5.5 5 5 l 。 イシ

138 57※ 17.5x15 29※ 10 10 9 4 。 。
139 45※ 13x 14 13※ 7 6 イシ イシ

140 37※ 13x13.5 22.5※ 9 7 6.5 l イシ 。
141 41※ 13x 12 23.5※ 9 6 8.5 1 イシ 。
142 48※ 11. 5x 11. 5 23※ 10 6.5 6.5 鉦 イシ 。
143 42.5 13x 12 18※ 10 8 イ〉 ぞシ

144 42※ 12x 12. 5 14※ 7.5 6.5 l ク 。
145 35.5※ 14 x 13. 5 19※ 11 6 2※ 3 イシ 。
146 35※ 12x12 9※ 9 l イ〉 。
147 29※ 12.5x 20※ 9 8 3※ l 。 。
148 24.5※ 12x12.5 24.5※ 1.5※ 7 5.5 10.5 l ク 。
149 21. 5※ 11xl1.5 21. 5※ 5.5 5.5 4.5 6 l ク 。
150 28※ 12xー 28※ l 。 イシ

151 23※ 14. 5x 12 23※ 8 6 9 l 。 ぞシ

152 25.5※ 13x12.5 25.5※ 6※ 6 5 8.5 l 。 。
153 27※ 11.5xl1 27※ 7 6.5 5.5 8 l 4シ ぞシ

154 20※ 14 xー 20※ 2※ 5.5 6 6.5 l ク イシ

155 26※ 12x 10 26※ 3.5※ 8 6.5 4 4※ 無 イシ 。
156 19.5※ 12x 19.5※ 3.5※ 6 10 l ク イシ

157 17.5※ lOxlO.5 17.5※ 6.5 4.5 6.5 ク ク

158 13※ IOx 13※ l※ 5 7 l イシ 。
159 15※ lOx 15※ l※ 4.5 9.5※ 。 4シ

160 19※ 11.5xll 19※ 7 6.5 5.5 イシ 。
161 14※ 12x 11 14※ 7.5 6.5 4ン 。
162 33※ 13x 13. 5 13.5※ 13.5 。 ク

163 32.5※ 11.5X12 11※ 11 イシ ク

164 36※ 12x 13 8.5※ 8.5 4 。 ろシ

165 29※ lOx9.5 9※ 6 3※ 。 イシ

166 41※ 14.5xI4.5 38.5 9 8.5 9.5 5 6.5 3 イシ ク

167 57 11. 5x 11. 5 29 6.5 7 6 4 5.5 イシ 。
168 51. 5 llxlO.5 31. 5 7 6.5 6.5 5.5 6※ 。 ク

169 57.5 11 X 11 32 8 6 7 4.5 6.5 イシ イシ

170 45 11x11 28.5 7 5 5 4 7.5 3 イシ イシ

171 42※ 11 x 12 30.5 6.5 6.5 5.5 5.5 6.5 ぞシ 。
172 58.5 12.5xI2.5 34 8.5 6.5 7.5 4.5 7 1 。 。
173 54.5 11.5xl0.5 28.5 6.5 6 6 5 5 ク ぞシ

174 45 13x13 36.5 10.5 8.5 7.5 3.5 6.5 4 。 ぞシ

175 50※ 13x12.5 23.5※ 8.5 7.5 7.5 l 4シ イシ

176 50.5※ 13.5x12 23※ 8 7.5 7.5 l イシ イシ

177 57.5 14 x 13 38.5 12.5 6 7 5.5 7.5 l イシ イシ
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178 55 13x 11 35 9 7.5 6.5 4.5 7.5 l 3 ク イシ

179 35※ 12X 12. 5 35※ 9.5 9 6.5 10 。 。

180 41※ 14Xl1.5 41 10 6.5 9 6.5 9 4? 。 。
181 37※ lOXlO 31. 5※ 14 8 6.5 3 鉦 4 ぞ〉 。
182 40.5※ 14X 14 15.5※ 10 5.5※ ゆ ぞシ

183 33※ 11.5X9 17※ 8.5 8.5 ク イシ

184 43.5※ 14 x 13. 5 17.5※ 9.5 8 鉦 3 イシ 4シ

185 25※ 11XlO 25※ 8 5.5 4 7.5 イシ イ〉

186 25※ l1Xl0 25※ 7 6 5 7 l イシ イシ

187 27※ 9. 5x 10 27※ 6.5 6 6 8.5 l ぞシ イシ

188 32.5※ 11 xl0. 5 8.5※ 8.5 I イシ イシ

189 35※ lOxlO 11. 5※ 11. 5 l ク イ〉

190 34※ 11 x 12 7※ 7 l 。 。

191 23※ 11.5X11 7.5※ 7.5 l イシ ク

192 26.5※ lOX 10 13.5※ 8.5 5※ イシ 。
193 12※ 12X 12※ 2.5※ 9.5 l イシ イン

194 47.5※ 11 x 11 22.5※ 8.5 7.5 6.5※ l ク ~ 

195 44※ 14X 14 27※ 9 8 9 生E 4 イシ 4シ

196 62 12X12 43 9.5 8 10 7 7.5 鉦 4 イシ ク

197 53※ 14. 5x 14. 5 30※ 12.5 8 9.5※ 。 。

198 69 14x 14 47 13 8 8 6 12 鉦 4 イシ ク

199 59 13x13 40 12 7 6 5.5 9.5 l ク イシ

200 30※ 13. 5x 13. 5 30※ 1.5※ 5.5 6.5 5 11. 5 。 イシ

201 57 12x 12 33.5 11. 5 6 5.5 4 6.5 イシ イシ

202 41※ 12.5xI2.5 37 8.5 7.5 7.5 5.5 8 。 イシ

203 40※ 11 x 11 31. 5※ 10 6.5 5 5 5※ l 。 イシ

204 45※ lOx11 31. 5 10.5 5 6 4.5 5.5 ク 。

205 30.5※ 10.5xI4.5 5※ 5※ l 。 。
206 57 l1xl1 29.5 8 6.5 4 5 6 無 1 。 。

207 63 x13 30.5 6.5 7 6 5 6 ク ぞシ

208 36※ 11. 5x 12. 5 8.5※ 8.5 l ク 。

209 57 12x12 37 10 8 6 5.5 7.5 l ク 。

210 42※ 12x 12 24.5※ 8.5 7.5 8.5※ 4 イシ 。
211 19.5※ 19.5※ 8 5 6.5 イシ イシ

212 16※ l1x12 イシ イシ

(基部のみ)

213 29.5※ 12x 12. 5 イン 。
(基部のみ)

214 35.5※ 11 x 11 20.5※ 13.5 7 1 。 。
215 41※ 11.5x13 35 9 7.5 6.5 4.5 7.5 鑑 l ク イシ

216 59.5 11.5xl1.5 34.5 9.5 6 5.5 5.5 8 l 4ン ぞシ

217 57.5 13x 13 38.5 10 7 7.5 6 8 l 。 イシ

218 62 11. 5x 10. 5 39 11 6.5 7 5.5 9.5 4 。 ク

219 53.5 12x13 30.5 6 6 5.5 5 8 i ク 。
220 60.5 12.5xI2.5 47.5 17.5 7 8.5 4.5 10 4 。 。

221 61 13X 13 41 13 6.5 8 5.5 8 4 イシ ク

222 45※ 14 x 14 30※ 10.5 9.5 10 主正 4 多孔貿石材 。

223 32※ 16X15 11. 5※ 11. 5 鑑 4 イシ ク

224 40.5※ 15X 15. 5 18.5※ 8.5 10 4 イシ イシ

225 49※ 16X 16 30※ 9 12.5 8.5 鉦 4 白色系凝灰岩 。

226 19※ 19※ 9 10 4 。 B 

227 21※ 17X 17 21※ 15 6 ク 。

228 21※ 17X 17 21※ 7 7 7 ク イシ

229 46※ 20.5X20.5 46※ 23 11 12 。 ク

230 38.5※ 18X 19 38.5※ 18.5 9 11 。 。
231 30※ 16.5 x 16. 5 30※ 5 10 7.5 2.5 鉦 ク 。

232 42※ 21 x21 42※ 14 12.5 15.5 無 。 。
233 40※ 20x20 35※ 14 10 11 イシ 。

234 41※ 21x 14. 5 31※ 16 15 3 4 イシ ク

235 43.5※ 16x 17 43.5※ 20.5 10 13 4? イシ 。
236 36※ 28x 16 22.5※ 22.5 無 4 イシ 。

237 41※ 18x 41※ 19.5 9.5 12 主正 4? イシ 。
238 28※ 19x 12 28※ 13 15 3 イシ 。l
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239 43※ 16. 5x 16. 5 43※ 20.5 11 11. 5 鉦 4 イシ 。

240 48 17X18 38.5 10 9.5 12 2.5 5.5 無 3 イシ 。

(石材三角)

241 38.5※ 16X16 31. 5 14 9 8.5 鑑 4 イシ 4シ

242 35.5※ 14X14 35.5※ 11 9 5 9.5 。 。

243 22.5※ 17X 12 22.5※ 11. 5 11 。 ク

244 36※ 26X 19 36※ 25 11 イシ ク

245 39.5※ 12. 5x 13 25※ 10 6 9 4 ク 。

246 44※ 23X 15 44※ 27 17 3 イシ ろシ

247 38.5※ 19X 12. 5 38.5※ 20 9 9.5 鉦 4 イシ ク

248 33※ 21 X 10 33※ 4※ 15.5 8 5.5 イシ 。

249 54※ 28X 54※ 22 17 15 4 4? 。 イシ

250 35※ 24X 35※ 18 17 " イシ

251 30※ 13X 13 21※ 21 生E 4 砂岩系 ク

252 51※ 19X19 43※ 17 14.5 10 。 イシ

253 51. 5※ 19X 19. 5 44※ 19 14.5 10.5 l 4 ク 。

254 69.5 15. 5x 16 57 18 12 10 5.5 11. 5 l 4 イシ 。

255 49.5※ 15X15 40.5※ 20.5 10.5 9.5 l 4 。 ろ〉

256 35.5※ 11.5X12 25※ 10 7.5 7.5 l 4 。 。
257 50※ 15X 16. 5 38.5 17 12.5 9 4 イシ 。

258 23.5※ 15X15 23.5※ 12 11. 5 主正 多孔質石材 。

259 40.5※ 15.5X16 33.5※ 13 10 10.5 鉦 4 イシ 。
260 16.5※ 13. 5x 12 16.5※ 8.5 8.5 鑑 。 。

261 46 12X 13 46 20.5 7.5 8 4.5 5.5 無 4 務谷石 C 

262 35※ 13X12 35※ 19.5 7 8.5 4 イシ 。

め風化による剥落や磨滅が著しく、埋込式、据置式の見分けが困難なものが多い。全体的に、白

色系凝灰岩のものは造形が粗く、砂岩系のものは比較的ていねいである。

一石五輪塔C類 地輪底部は平坦で、、底部が穿孔される。台石などに据える据置式のものであ

る。2点を数える。石材は妨谷石で、越前から搬入されたものとみられる。

③五輪塔 完存するものは無く、各部材で出土している。ただ、地輪部は、転用し易い形態の

ためか、含まれていない。総数36点を数える。白色系凝灰岩製が多く、花岡岩、砂岩系が少数含

まれる。

④板碑 五輪塔を浮き彫りした板碑は、圭頭碑形と舟形のものがあり、前者が3点、後者が l

点を数える。砂岩系のものである。白色系凝灰岩の板碑は、 小振りではあるが圭頭板碑の形態を

とる。石材の質によるものか、銘文などは確認できない。板碑の一部とみられる白色系凝灰岩製

の石造物には「口書位Jとその右側に「口日Jの銘文が残る。年紀なども記されていたとみられ

るが、その部分は失われている。

⑤その他 白色系凝灰岩製砲弾型石造物は、本来的な形態は不明であるが、あるいは無縫塔の

塔身部か。花岡岩製笠石は、頂部に露盤が作り出されており、宝塔笠部もしくは層塔最上層部と

みられる。

⑥小結 今回出土した石造物には、その造立時期を示す年紀などがみられない。従って、絶対

的な時期を知ることは困難であるが、今回、別石一石を間わず五輪塔が多く出土しているので、

それに拠ることにしたい。五輪塔については大まかに、別石から一石へ、大きいものから小さい

ものへという時期的推移が考えられている。

今回出土した別石五輪塔は、全容を復原しても総高 1mにも満たない小振りのものとみられる。

また、火輪の軒先も下端が直線的で上端が反り返る形態であり、中世でもあまり古くない様相で

口

δ



一石五輪塔では、比較的大

振りで調整もていねいなもの

がみられる B類が古く位置付

けられよう 。C類も、福井市

一乗谷の例などから 16世紀後

半期頃のものと考えられる。

京北町比賀江の墓地の調査

では、17世紀に一石五輪塔の

造立が盛んになることが指摘

されている。また、奈良市元

興寺、木津町木津惣墓などで

も17世紀に舟形五輪塔板碑の

造立が増加することが判って

いる。このように17世紀に簡

素な石造物の造立が盛んにな

る状況からみて、量的に最も

多いA類もほぼその頃の造立

とみられる。

石仏についても 、簡略化さ

れて量的にも多いA類は17世

紀頃のものと考えられる。F

類は、福井市一乗谷の例など

から 16世紀後半から末頃のも

のとみられる。 G類は l点しか残存していないが、形態的にほかのものより若干古くなる可能性

ある。これは、花両岩製笠石

の形態でも同様である。いわ

ゆる室町時代でも時期的に大

きく遡るものではないとみら

れる。

大成古墳群 ・イリ遺跡発掘調査概要

付表4 石造物一覧表(3) 五輪塔(※は残存値 ・単位はcm)

番号 部位
"" 盲3

幅 (径) 焚字 (函) 石材 備考

263 空-風輪 21(11/10) 15 白色系凝灰岩 納付
264 。 19.5(11/8.5) 14 4 イシ 。

265 イシ 18.5(10.5/8) 17 4? 。 。
266 。 24(13/8) 16 無 。 。

267 。 26.5(12.5/10) 11 l 。 ク

268 4シ 23(14/9) 16.5 4? ぞシ 4シ

269 イシ 23 (13/10) イシ イシ

270 イシ 16.5(7.5/9) 14.5 l 花筒岩 。

271 イシ 24 (13. 5/10. 5) 16.5 4 白色系凝灰岩 納孔付
272 イシ 18.5(10.5/8) 12.5 イシ 。
273 。 25 (15.5/9.5) 19 4? 。

274 ク 23 (13.5/9.5) 16 4 イシ

275 。 20(12/8) 15 鍛 。

276 風輪 8.5 16 ぞシ 納付
277 空輸 13 14 無 花嗣岩

278 火輪 9 19 4 白色系凝灰岩 上音1¥納孔付
279 4シ 18※ 32 ろシ ク

280 イシ 27.5 担 花筒岩 イシ

281 イシ 10 18.5 砂岩系 。

282 。 17.5 27 4 白色系凝灰岩 上下柄孔付
283 。 16 28 4 ウ イシ

284 。 15 28 4 ウ ク

285 イシ 16 25 鑑 。 ク

286 。 17.5 29 4 イシ 。

287 イシ 15※ 31 4 。 イシ

288 イシ 17.5※ 29.5 。 下部納孔付
289 。 12※ 28 1? イシ ク

290 。 15 27 4? イシ 。

291 ク 18※ 30 4 イシ 4シ

292 。 8※ 25 。

293 水輪 17※ 29 4? イシ

294 。 16.5※ 31 4 イシ

295 。 14 21 。 上下柄孔付
296 。 20 28 鉦 イシ 柄付
297 。 30 ク

298 イシ 14.5 20 無 砂岩系 柄付

付表5 石造物一覧表(4) その他

番号 名称
'" 盲1

幅 (径) 石材 備考

299 板碑 44 22.5 砂岩系 圭頭 C形、五輪塔浮き彫り
300 イシ 67.5 21 イシ 。

301 4シ 65 21 。 。

302 。 51 20.5 クワ 舟形板碑形、五輪塔浮き彫り
303 。 39 16.5 白色系凝灰岩 銘文不明、圭頭板碑形
304 板碑? 30.5※ 42 。 口響位、口日銘
305 不明石造物 30.5 15 。 砲弾1形、無縫塔塔身か
306 笠石 19 31 花開岩 露盤付、宝塔もしくは層塔か

もある。全体的に、石仏は中世末頃から近世前期にかけての造立と言え よう。

(ヲ|原茂治)

d.大成17号墳

立地 古墳は大成古墳群の分布するE陵稜線上、標高25m付近に立地している。このE陵は現

在国道178号線により分断されているが、本来は産土山古墳の立地する丘陵と連続していたと考
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えられ、現況から見れば、大成17号墳の南西側に谷地形が形成されていたものと判断される。

墳丘 墳正は国道178号の開削や、中世末期から近世にかけての造墓活動、近年まで杷られて

いた愛宕神社の建造などにより削平され、盛土などは全て失われた状態であった。しかしながら

わずかに残された墳丘の地山整形部分の形態から推測すると、概ね標高25.8m付近のコンタライ

ンが旧状を反映しているものと判断される。このラインから復原される墳Eの形態は円墳、規模

は直径約16m、高さは横穴式石室の基底から現状残されている墳正頂部までの高さから 2m以上

y y¥¥ 

ぞ句 、ヘ

丸

テ¥己主

/ 

o 5m 

/ ¥¥  
第12図 大成17号墳調査後地形測量図
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の規模を有していたと考える。

石室と墓塘 大成17号墳の内部主体はほぼ南に開口する横穴式石室である。石室の主軸はN

180Wを測る。破壊が著しく奥壁側の一部が遺存していたにすぎない。石室の石材は、古墳の所

在する正陵に産出する安山岩の露頭からの転石や、海岸部で認められるやや磨滅して角のとれた

転石を用いている。石室における石材の使用法は奥壁基底部に幅約1.3mの大形石材を平積みし、

その東側には小形の石材を縦積みする。また、両石材の隙間には小形の板石を詰めることにより

面を整えている。 2段目は基底部とは逆に東側に幅約1.2mの石材を平積みし、西側にやや小振

りな石材2石を用いることに より壁面を構成する。基底石と 2段目の石材の裏側には小形の板石

を挟み込むことにより、石材の面の角度を調整している。また基底から2段固までの壁面はほぼ

直立している。3段目は 1石のみ遺存している。わずかに玄室側にせり出しており、 3段目以降

から持ち送られていた可能性が高い。

r隊
h
M

ヨ

o 4m 

第13図 大成17号墳横穴式石室実測図(上:平面プランおよび立面図、下:墓壊および平面)
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側壁基底部は奥壁を挟み込む形で構築される。やや小振りの石材を平積みして用いている。ま

た、石材の安定を図るため、墓墳底面との隙間には小形の板石を挟み込んで、いる。

西側壁最上段に残る石材は基底から 3段目と考えられ、原位置からやや移動してはいるものの、

υι~一一 ~ L..一一-.--J 奥壁と側壁両側をまり。
'" 
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2 灰白色砂質土(固くしまる) 4.灰褐色砂質土
o 

第14図 大成17号墳玄室内遺物出土状況図(上:初葬面、下 :追葬面)

-22-

たぐように架構して

いる。東側壁奥壁側

は2段分が遺存して

いる。

以上、残存してい

る石室の規模は、奥

壁幅1.8m、同残存

高1.3m、残存玄室

長1.4mを測る。

墓壌は地山面で確

認した。盛土が遺存

していないため実際

の掘り込み面は不明

である。墓塘の形態

は隅丸方形であり残

存部分は幅8.5m、

長さ3.3m、深さ1.5

mを測る O また、 墓

壊底面には基底石を

据え付けるための掘

形が設けられるが、

いずれも不整形であ

り、各石材に併せそ

の都度掘削されたも

のと判断される。ま

た、石室掘形から実
=25.2m 

際の埋葬面までには

整地土が施され(第

14図第 2 ・ 3層)、

1m 凹凸のある床面を平

坦に仕上げている。
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埋葬面および遺物出土状況(第14図) 17号墳では 2面の埋葬面を確認した。追葬面は石室内流

入土や石室内への転落石を除去した段階、第 l層上面で確認した。追葬面床面は硬化面を形成し

ており面の把握は容易であった。床面上には扇平な石材が並べられており棺台としての機能を有

していたものと考えられる。石材の配置状況や、玉類などの出土状況からみて、棺は玄室内北西

隅に玄室主軸方向に併行して安置されたものと考える。出土遺物には玉類、鉄万、須恵器椀があ

る 。 玉類 (42~53 ・ 55 ・ 56 ) は主に玄室北西部分から出土しており、 一部は玄室中央付近から検出

された。また、石室内掘削時の排土をふるいにかけたところ、碧玉製管玉 1点(54)が確認された。

鉄万 (40)は小片も含め、 3片に割れた状態で検出された、茎側の部品は床面に突き刺さった状態

で検出されており、抜き身の折れた鉄刀を玄室奥に立てかけて安置した可能性が高い。須恵器椀

(39)は玄室中央部分から逆位で出土した。

l層を除去した段階で、花岡岩風化土主体の灰白色砂質土(第 2層)を確認した。 l層同様硬化

面を形成しており、この面上で須恵器杯蓋 l点、鉄鉱 I点を検出した。追葬面と同様、扇平な石

材を検出した。配置状況から棺台として復原するこ

とは困難であるが、追葬時に置土を入れ、改修を行

っていることを考えると本来は棺台が存在した可能

性が高い。須恵器杯蓋(38)は細片化した状況で玄室

中央やや北西寄りから検出された。鉄鉱(41)は掘削

作業中の不注意により原位置から動かしてしま った

ものの、玄室東側から出土している。

このほか、図示し得ないものの土師器小片(査)が

墓墳埋土中から出土した。

出土遺物(第15・16図) 17号墳に関連する遺物は

玄室内から出土した須恵器 2点、鉄製品 2点、玉類

15点がある。また、金環(57)は石室外墳正上面の地

山面から検出され、古墳破壊時に玄室内から持ち出

されたものと判断した。

38は口径8.7cm、器高3.6cmを測る須恵器杯蓋であ

る。扇平な天井部はヘラ切り未調整でありやや粗雑

な印象を受ける。法量 ・調整からみて TK217型式

(古段階)に併行するものと判断される 。39は口径

9.5cm、器高4.3cmを測る須恵器椀である。底部は平

坦に整形されるが、ヘラ切り未調整である。口縁部

の立ち上がりと、丸みを帯びて立ち上がる体部の境

戸内

金量

目に鈍い稜を作り出している。38に比して、器壁は ~ 

o 

可 j
10cm 

宅 Z丘泊

o 

。

5cm 

o 

薄くていねいなっくりといえる。 第15図 大成17号墳出土遺物実測図(1)
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40は鉄万である O 茎部がないため全長は不明で、ある。刃部は幅2.5cm、峰幅 1cmを測る。41は

両丸三角形短頚鍛である。茎部には繊維状のものが巻き付けられた痕跡が確認され、 矢柄に装着
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第16図大成17口万墳出土遺物実測図(2)
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されたものであったと考

える。残存長7.9cm、鍛

身部長 4cm、同幅2.8cm、

頚部長2.7cmを測る。

42~56は玉類である 。

ガラス製勾玉(47)は風化

が著しく土とともに固め

て取り上げたため、略図

を掲載している 。また、

玉類については付表 9に

諸特徴を一覧としてまと

めた。勾玉の計測値につ

大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

付表6 大成17号墳出土玉類一覧表

番号 器種 長さ 幅(直径) 材質 色調 備考

(cm) (cm) 

42 勾玉 3.30 1. 80 務E出 i炎燈乳色 片面穿孔

43 勾玉 2.99 1. 70 務E白 淡糧白色 片面穿孔

44 勾玉 3.00 1. 75 務E街 樫白色 片面穿孔

45 勾玉 3.30 1. 30 E馬E街 樫白色 片面穿孔

46 勾王 3.40 1. 18 1号T出 暗燈白色 片面穿孔

47 勾玉 2.85 1. 31 碧玉 濃緑色 片前穿孔

48 勾玉 1. 65 1. 20 ガラス 白色(風化) 略図

49 小玉 1. 12 0.82 ガラス 白色(風化 緑色)

50 小玉 9.00 8.50 ガラス 白色(風化 ・緑色)

51 丸玉 1. 65 1. 00 ガラス 白色(風化・緑色)

52 平玉 1. 51 1. 59 碧玉 濃緑色 片面穿孔

53 切子玉 2.35 1. 44 碧玉 濃緑色 片面穿孔

54 管玉 2目 63 0.89 碧玉 j農緑色 片面穿孔

55 管玉 2.81 0.59 碧玉 濃緑色 両面若手孔

56 管玉 2.45 0.82 緑色凝灰岩 j炎緑灰色 片面穿孔
いては勾玉頭部から背部

までを幅として計測して

いる 。 勾玉には璃瑠製のもの (42~46) 、碧玉製 (47) 、ガラス製 (48) の各種が認められる 。 璃瑠製

勾玉は「コ j の字状に近い形態のものであり、頭部下端を研磨して丸 く仕上げる (42~44 ) ものと 、

研磨せずに鋭利に仕上げるもの (45・46)の2者が存在する。また、原石にはやや質の悪い部分も

使用している O 碧玉製勾玉 (47) は 、 扇平な「コ」の字状を呈する 。 49~5 1 はガラス製小玉 ・ 丸玉

である。いずれも風化が著しく気泡の向きなど観察できないが、 51は筋状のくぼみが劣化 した表

面に認められ、巻き付け技法による可能性が高い。52は碧玉製平玉である。碁石の周囲 ・両面 ・

両端を平坦に仕上げたような形態をとる o 53は碧玉製切子玉である O 一般に切子玉は水晶製のも

のが多く認められるが、 この製品は形態 ・ 法量とも水品製のものを正確に写している 。 54~56は

管玉である。碧玉製の 2点は、太身のもの(54)と細身のもの (55)がある。太身のものは片面穿孔、

細身のものは両面穿孔である。緑色凝灰岩製のもの(56)は、片面穿孔である。これら玉類はその

種類が多様な点が特徴であり、碧玉製切子玉 ・平玉は全国的にみても類例の少ない遺物である。

金環(57)は石室外の出土である。直径O.6cmの中実の銅芯をもち、わずかではあるが表面に金

が認められる。横軸2.75cm、縦軸2.6cmを測る。

e.土坑SK 01 (第17図)

位置 2次調査区北側大成16号墳の東周溝内で検出した。

遺構 土坑平面形は直径約30cmの円形を呈し、検出面からの深さ約18cmを測る。土坑の検出面

は大成18号墳の周溝が一定程度埋没した段階の流入土上から掘り込まれており、大成18号墳に後

出するものである ことは層位的な点からも明らかである。土坑埋め戻し過程で土師器椀 2点

(58・59)を合わせ口にして埋納する。身に転用された土師器椀(59)はほぼ水平に据えられ、蓋は

口縁と口縁を間隙なく合わせている。密封するための特別の措置はなされていない。蓋をはずし

た状態では内部にはわずかに粘質土が確認され、周囲から染みこんだ水と微細な土壌により形成

「
「
υつ

臼
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されたものと判断された。土坑埋土、土師器内流入土とも水洗選別作業を行ったが、微細遺物な

どの確認はできなかった。以上のよう に、合わせ口であることから何らかの腐食性遺物を埋納し

ていた可能性はあるものの性格については明確にすることはできなかった。

出土遺物 土師器椀2点がある。両者とも法量 ・調整技法・胎土・焼成が類似している。整形

にあたってはロクロを使用したと考えられ、ヨコナデが顕著に認められる。両者とも底部は糸切

り技法による。法量は58が口径1407crn、器高405crn、59が口径1407crn、器高408crnを各々測る。

f.テラス 3(第4図) 2次調査区中央に位置する平坦面である。大成16号墳墳丘裾および周

溝を ILJ字状に削平して作り出され、後背部には溝SD01が掘削されている。土層観察結果や、

溝SD01から黒色土器片が出土している点からみて平安後期から中世段階に造成されたテラスで

あると判断される。なお、溝 SD02は明確な出土遺物がなく掘削時期など不明である O このほか、

テラス上からは時期不明の土坑、ピットなどがわずかながら検出されたが建物に復原できるもの

ではない。同様のテラス状の地形は、調査区外でもこの丘陵の西緩斜面に認められ中世テラスが

複数存在するものと判断される。

g. テラス 4および掘立柱建物跡S801 (第18図)

位置 テラス 3の下方、東に向かいゆるやかに傾斜する緩斜面上に位置する O

遺構 この遺構はテラスとテラス上の掘立柱建物跡によって構成される。テラス 4はコンタラ

インに沿って平行に掘削され、残存するコーナ一部分に幅約50crnの溝をめぐらせる。テラス床面

は、大成18号墳北周溝埋土の一部を削平して作られる。また、テラスの南辺は大成18号墳の墳丘

および後述する外護列石により区画される。大成18号墳の調査結果から、このテラス掘削時にも

外護列石はある程度露出していたものと判断される。テラスの規模は東西約 5m、南北約 6mを

測る。

テラス上から検出した掘立柱建物跡 SB01は、南北2問×東西 l問の規模を有する。北側桁行

302m、南側桁行308mと南側が広い。梁行は約408mである。柱穴はいずれも大きく深く、直径
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第17図 土坑SK01および出土遺物実測図
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40 ~ 60crn、深さ 70crn前後を

測る。建物の主軸方位はほ

ぼテラス 4と併行し、 N

130 Eを測る O 遺物は各柱

穴埋土お よび、テラス埋

土 ・テラス周溝埋土から出

土している。

出土遺物(第19図) テラ

スから出土したものおよび

柱穴埋土中から出土したも

40cm のを図示した。

60 ~ 63はテラス 4 周溝底
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面から出土した。全て内面を黒色処理する黒色土器椀である。60は内外面ともミガキが認められ

る。また、底部は糸切り技法により、わずかに突出する平高台を有する。復原口径15.4cm、器高

5. 7cmを測る。61は外面が磨滅して観察できない、復原口径16cmを測る。62は磨滅が著しく調整

不明。63は内面にミガキが認められる。また、磨滅しているものの底部には糸切りが観察され

る。

64・68は北西隅の柱穴出土である。64は土師器皿である。復原口径7.9cm、器高l.4cmを測り、

底部は糸切りである。68は内面黒色処理をする黒色土器椀である。内面にミガキを施し、底部は

糸切り技法による O 復原口径16cm、器高 5cmを測る。

67は南東隅の柱穴から出土した黒色土器椀である。内面はミガキ、底部は糸切りによる。
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65は東梁中央柱穴から出土した土師器椀である。小片ではあるが深手のプロポーションを呈し、

口縁はわずかに外反させる。復原口径15.2cmを測る。

66・69は南西隅の柱穴内から出土した。66は内面を黒色処理する黒色土器椀である。内面にヘ

ラミガキ、底部は糸切り技法により調整を行う 。69は土師器歪である。復原口径11.6cmを測る小

形品であり外反する口縁を有する。

h.柵 SA01・02 Ji陵西側に展開する谷部に面してコンタラインに併行して検出した柱穴群

である。建物として復原できない点、柱穴が小規模で、ある点から柵として復原した。柵SA01は

2問分、柵 SA02は3間分を確認した。

溝 SD03 2次調査区南端で確認した溝状の遺構である。埋土には風化した周辺の地山土

が存在しており、水利に関連するものではないと判断した。後世の畑地に伴う石垣 SX04により

削平されている。埋土中から、須恵器片が出土した。

J .性格不明遺構 SX 01 大成18号墳の北側で検出した土坑である。土坑には長軸1.7m、短

軸O.7mを測る安山岩の巨石が据え付けられていた。耕作に邪魔になる大成18号墳の天井石を埋

め込んだ可能性がある。

k. 石垣状遺構 SX02・04 西側緩斜面を掘削し、石垣として積み上げた遺構である。戦時中

にこの付近には段々畑が営まれていたとされ、畑に伴う石垣と判断される。

I .石積み遺構 SX03 2次調査区北西部で確認された集石遺構である。性格は不明であるが、
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周辺から天目茶椀(94)が出土している。

m.段状遺構SX 05 S X05の北側で確認されたテラス状の遺構である。青磁片 l点が埋土か

ら出土しているため、中世に遡りうる可能性がある。

包含層ほかの出土遺物(第20図) 第20図には包含層から出土した遺物を掲載した。

70 ~ 73は大成1 6号墳周溝埋土から出土した。 70は須恵器高杯脚部片である 。 復原底径13. 1cmを

測る。長脚二段透かしと推定され、外面にはカキ目が施される。TK43型式併行期のものと考え

る。71は土師器査である。短く立ち上がる口縁をもっ。72は須恵器椀である。ロクロによるヨコ

ナデの痕跡が顕著に残る。口縁端部は内側に肥厚し、わずかに突出する平高台には糸切りが観察

される。口径14.3cm、器高5.4cmを測る。73は青磁椀底部である。底部内面には花文と「云jの

字が認められる。

74 ~ 90はテラス 4 埋土から出土した。 74 ・ 75は須恵器杯蓋 ・ 杯身である 。 大成18号墳に伴うも

のであろう 。76は青磁皿である。口縁端部をへラ状の工具で刻み、花弁状の形態を作り出す。復

原口径11.9cm、器高5.6cmを測る 。 77 ・ 78は白磁椀である 。 薄い玉縁状の口縁をもっ。 79~90は

土師器である。79・80は椀、 81~90は皿である 。
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91・95は柵SA01・02付近の包含層から出土した。91は須恵器査の口縁、 95は土師器皿である。

92~94 ・ 96は石垣状遺構 S X04周辺の包含層出土遺物である。92は須恵器鉢の口縁部である。

口縁上端はほぼ平坦に仕上げられる。93は白磁椀、 96は青磁椀、 94は天目茶碗である。

97はSX05床面より出土した青磁椀である。わずかに外反する口縁を有する。

n.大成16号墳(第21図)

立地 2次調査区北西部、標高20m付近に位置する横穴式石室墳である。

墳正 調査前の状況では、天井石が露出しており、また、墳丘西側でも側壁石材が露出してお

り、すでに墳丘の大部分は失われているものと判断された。石室北側には現況でも墳正後背部の

カット面が観察され、地山整形と盛土を併用していることが推測された。 トレンチは石室の東側

に設定することとなった。地山面に至るまでには平安後期の包含層が存在し、第20図に示した遺

物が出土した。また、この層内には安山岩円離を主体とする人頭大の石材が多数検出され、本来、

16号墳に外護列石として使用されていた石材が転落した可能性が考えられる。東側の地山面は石

室に対し弧を描く ように整形され、また、わずかに石室側に立ち上がる面も確認した。以上の点

をニ塑型企

から16号墳は少なくとも、東側は地山整形を行っていることが明らかとなった。推定される墳丘

~ ~ の規模・形態は、直

径約12m程度、高さ
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第21図 大成16号墳墳丘測量図(調査後)(1/200) 
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2m以上の円墳であ

ると考える。

石室 石室自体は

今回の工事範囲から

はずれるため調査自

体行っていない。現

段階で露出している

石材などから推定し

て南南西に閉口する

全長約 7m前後、幅

2m前後の規模をも

っ横穴式石室と思わ

れる 。直接石室から

出土した遺物が存在

しないため明確な築

造時期は不明である

が、周溝埋土から出

土している第20図70

の須恵器高杯がこの
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古墳に伴うものである可能性が高いため、 TK43型式併行期の築造と考える。

o.大成18号墳

立地 2次調査区のほぼ中央、標高15m付近に位置する。現在、旧しらばえ荘に続く町里道が

存在し、墳正南東部は削平されているが、本来、この里道部分には小さな谷地形が存在したこと

が現在の地形測量図(第 3・22図)や地元の方々の話から窺うことができる。

墳丘 墳丘は後世の削平に より大部分が失われており、 全体の1/4程度が遺存するにすぎない。

里道側の断面を精査した結果、ほほ墳正を縦断する形で土層を観察することができた。土層は第

23図右に示すとおりであるが、崖面の見通しを作成したためやや平面図との整合性を欠くことと

なった。墳正の構築は石室を構築する過程で併行して行われたことが土層の観察結果から明らか

になった。墳E内部の施設として墳正内列石を有する。石室と墳丘の構築過程についてはまとめ

において詳述することとする。

また、墳丘上段には外護列石が施されている。外護列石は拳大から人頭大の安山岩角離を用い

ており、 2段ないし 3段分が遺存する。この外護列石は掘立柱建物跡 SB01が機能していた際に
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第22図 大成18号墳墳丘淑IJ量図(調査後)(1/200) 
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も露出していた可能性があり、調査当初は中世段階での改修の可能性も考えられたが、周溝地山

面直上に安山岩角離が多数検出されたこと、墳E土層の検討から明らかに外護列石の構築は墳丘

構築過程のなかに組み込まれていることから古墳築造当初のものであると判断する。

1.赤褐色土層

2.6音灰褐色中粒砂層

3明黄褐色極細砂層

4.淡黄灰色土層(地山プロ yク多量に含む)

5.淡灰色土層(里色土をプロ yク状に含む)

6暗黄褐色極細砂層(地山ブロック含む)

7. i長黄灰色極細砂層 (地山ブロ yク含む)

8黒褐色土層

9.黒褐色土層 (淡黄灰色士を含む)

10.明黄褐色極細砂層

II黒褐色土層(淡黄褐色土をベルト状に含む)

12.黒褐色土層(淡黄褐色土を含む)

13明黄褐色極細砂層
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14明黄褐色極細砂層(地山プロック含む)

15淡黄褐色極細砂層

16黄灰色土層 (黒色土をブロック状に含む)

17黄褐色土層 (黒色土を含まなし、)

18黒褐色土層

19. i炎黄褐色粘質土(地山ブロ yク多量に含む)

20. s音黄灰色土層

21 淡黄灰色土層

22.17と同じ

23.黒灰色土層

24.暗黄褐色土層(黒色土を含む)

25.暗灰色粘質土(撹乱)
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第23図 大成18号墳外護列石実測図およ び墳正断面図
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大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

墳Eの形態は地山を掘削して作られた周溝、および玄室床面のレベルから復原して直径約15m

前後、高さ 2m以上の円墳と判断する。

周溝内および墳丘斜面上からは須恵器が出土している。おそらく、石室外での祭杷行為に伴う

ものと推定される。北側周溝底部からは須恵器高杯(105)および須恵器横瓶(106)が重なり合って

出土した。また、この須恵器を除去した直下からピット (第22図pl)を検出した。このピットは

地山面から掘り込まれており、直径約50crn、深さ約40crnを測る。柱痕などは検出されておらず性

格は不明であるが、可能性のひとつとして木製樹立物が存在したことが考えられる。また、墳E

北東部周溝埋土内からは須恵器杯身(102)・壷(103)・麗(104)が出土している。第23図に図示し

た土層 3層内から出土しており、出土状況から墳E上からの転落が想定される。

石室および墓墳(第24図) 石室は南西に開口する横穴式石室である。石室の主軸はN550 Eを

測る。石室の遺存状況は悪く、西側壁の奥壁から 2石分が遺存していたにすぎない。また、羨道

寄りの石材は石室内部に倒れかかった状態であった。基底に据えられた 2石はいずれも板状の大

形石材を使用しており、腰石状に用いており石材の長軸方向を立位に使用している。2段目以降

は奥壁から 2石目の基底石上段に遺存する石材から小口積みもしくは平積みしていたものと判断

される。また、石材聞には安山岩円離を用い石材の安定を図っている。奥壁については石材自体

が残されていないものの、石材の抜き取り痕跡から判断して残存する基底石同様、板状の大形石

材を腰石状に用いていたものと判断される。羨道側の側壁に関しても石材抜き取り痕跡から基底
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第24図 大成18号墳横穴式石室実測図(左 :平・立面図、右 :墓域および基底石平面図)
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京都府遺跡調査概報 第107冊

石同様板状石材を腰石状に用いていたものと考える。また、基底部に生じた石材の隙間には小形

の石材を詰めるように用い石室の壁面を整える。残存部から判断される規模は全長3.6m以上、

幅0.7m以上、高さ 1m以上である。また、墳正内列石や後述する築造過程の復原から玄室高は

2m程度あったものと推測できる。

墓墳は石室石材に比して大きく掘削される。墓墳は南西部に開口する「コjの字状の平面プラ

ンをもつものと推定され、残存する規模は長軸 6m、短軸 3mを測る。墓墳底面における基底石

と墓壊壁面の空間は幅約1.6mを測り、基底石据え付けの際の作業空間として機能したことが推

測される O 墓墳底面には石室基底石を据え付けるための幅約40cm、深さ20cm前後の溝が掘削され

ているが、不整形なものであり、石材を据え付ける段階に石材の規模・形態に合わせて掘削した

ものと推定される。また基底石の下部には安定を高めるため板状の安山岩が詰められていた。

玄室内遺物出土状況(第25図) 玄室内からは須恵器、土師器、鉄製品が出土した。石室内土層

の観察結果や、遺物の出土状況から判断して埋葬面としては l面のみであると判断された。

玄室奥壁側からは、残存部のほぼ中央に鉄鉱(98)が切先を南東に向け出土した。北東部からは

須恵器杯身(101)が逆位で、その南側には掘削作業中に取り上げてしまったものの須恵器杯蓋

(100)が正位置で検出されたO また、万子片(99)は玄室中央に位置する板石の上から 3片に分離
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第25図 大成18号墳玄室内遺物出土状況図

して出土している。このほか小片ではあるが土師

器椀片が杯身(101)の北に存在する板石の上から

検出されている O

やや、石室の破壊が激しく不明瞭な点も多いも

のの、石室床面から検出された板石は棺台として

使用されたものと判断される。万子(99)や土師器

小片がこれら板石の上から検出されたことも裏付

けとなろう 。また、現状から見て棺は玄室北隅に

石室主軸と併行して安置されたものと推定される O

出土遺物(第26図) 大成18号墳出土遺物には玄

室内出土の須恵器・鉄製品、墳丘あるいは周溝出

土の須恵器がある O

98 ~ 101は玄室内出土遺物である 。98は全長

15.5cmを測る三角形長頚鍛である。茎と頚部の境

には穂状突起をもっO 刃部は甘い鏑をもっ三角形

を呈する。99は万子の茎および柄金具である。刀

子本体は幅 1cm、残存長 3cmを測る O 柄金具は厚

さ1mm程度の鉄製であり全長3.3cmが遺存する。

断面は長軸1.6cm、短軸1.2cmの楕円形に復原され

万身との問に木質が観察される。

-34-



大成古墳群 ・イリ遺跡発掘調査概要

100は須恵器杯蓋である。復原口径13.4cm、器高3.95cmを測る。天井部外面はへラ切り未調整

である。崖面精査時に出土したため欠けている部位がある。101は須恵器杯身である。焼け歪み

が著しいが短く内傾する口縁をもっ。底部外面には回転ヘラケズリが認められる。口縁端部は打

ち欠かれたように欠損しており、人為的に打ち欠かれたと判断する。時期・器種とも異なるが、

加悦町鴫阿南古墳出土躍などに口縁を意図的に打ち欠いたと判断される事例が存在し、この須恵

器杯身もそうした儀礼に使用されたものと考えられる。口径11.5cm、器高3.8cmを測る。

102 ~ 103は墳丘北東部第 3層中から出土した。102は須恵器杯蓋である。口径12.95cm、器高

4.25cmを測り、玄室内出土の杯蓋(100)に比して天井部の高いプロポーションを呈する。天井部

外面はヘラ切り未調整である。103は長頚査の体部片である鋭利な肩部を有し、復原体部最大径

は14.6cmを測る。体部にヘラによる斜め方向の圧痕が見られ、ヘラ記号である可能性が考えられ

る。104は躍である。口縁部を欠損する。体部下半に最大径をもっプロポーションを呈し、頚部

中位および肩部に各々 l条の凹線を施す。また、円孔部にはカキメが認められる。

105・106は北側周溝底部、 P1上面から出土した。105は須恵器長脚高杯で杯部を欠損する。

中空の脚部には透かしを施さず、脚柱部中位に 2条の凹棋を施す。凹線は螺旋状に施文され、 一

部では 3条あるように見える。脚端部はわずかに上方につまみ上げる。また、脚柱部内面には絞
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第26図 大成18号墳出土遺物実測図
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京都府遺跡調査概報 第107冊

り痕が観察される。106は須恵器横瓶である。体部の一部を欠く 以外は完形品である。樽形の体

部は長軸28.2cm、短軸19cmを測る。口縁まで含めた全高は22.5cmで、ある。口径10.65cmを測り 、

口縁端部は外面が玉縁状に肥厚し、内面にゆるい凹面をもっ。体部の整形は外面は格子状タタキ

ののち粗いカキメを短軸方向に施す。内面は青海波紋の当て具痕が顕著に認められ、円盤状の閉

塞部はユピ押さえにて固定を行っている O

4. まとめ

以上、大成古墳群 ・イリ遺跡の調査の概略について記してきた。今回の調査から明らかになっ

た点、今後問題となるいくつかの点について述べ、まとめとしたい。

a.大成18号墳の構築過程

大成18号墳では墳丘・石室とも完全に除去する調査を実施することができた。その結果、古墳

の構築過程を明らかにすることができたと思われる。

古墳構築に当たって、まず、周辺部の整地が行われたものと考えられる。周溝基底部の掘削作

業との前後関係は明らかではないものの、墓壊周辺を平坦に整形していることから、まず、地山

を整形して平坦面を作り出したものと判断される。墓壌の掘削後、石室基底石の搬入がなされた

ものと考えられる。石室基底部の据え付けは墓横底部に溝状の据え付け坑を掘削し、 小形の板石

で水平 ・垂直を調整しながら行っている O

石室基底部の据え付け後、墓墳の埋め戻し作業が行われている。墓壌は第23図8層までが大き

な行程として把握できる。注目されるのはこの 8層が、墳Eの盛土を兼用している点である O 単

に、墓墳埋め戻し過程としてではなく 、墳丘端に24層をまず盛り上げていることからも 、この段

階から意識的に墳正の構築を併行して実施していることが窺われる。

8層まで墓墳を埋め戻した段階で側壁 2段目が搬入されたものと推測される。2段目以降は基

底とは異なり、平積みもしくは小口積みによって行われたと考えられる。

2段目以降をある程度積み上げた段階で、墳E盛土および側壁の裏込め土を兼用する 7層が積

み上げられる o 7層上端で石室基底から約 2mを測り 、またほぼ水平に整えられているため、お

そらくこの段階で天井石の架構がなされたものと推測される。

天井石架構後、墳正上には一定の盛土(16 ・ 17 ・ 22層)が行われ、 墳E内列石が施される 。 ~IJ石

は石室主軸と併行して人頭大の円磯・角礁を使用し、 1~ 2段程度が積み上げられている。列石

の機能については最終的に墳丘内に埋め込まれてしまうため外部表飾的なものではない。土留め

の機能を持つ可能性もあるが、現状では不明とする以外ない。

墳丘内列石の構築後、外護列石の基底部分が据え付けられる。この外護列石は、墳丘の外部表

飾としての機能をもつが、同時に、墳丘盛土の土留めの機能を有すると考えられ、これ以降、墳

正盛土は角度を急にし、視覚的に高く積み上げることが可能となる。墳丘盛土の積み上げと併行

して外護列石は施工され、最終的な墳丘が完成したと判断する。

b.石室の構造
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大成古墳群・イリ遺跡発掘調査概要

今回調査を実施した 2基の石室は残存状況が悪く、その形態を明らかにすることはできなかっ

たが、部分的に遺存する部分から両者の特徴について考えたい。

大成17号墳における石室石材の使用状況は、奥壁を 1石の鏡石として用いるのではなく、玄室

幅の4/5程度の大型石材と小型石材を用いる点、基底から 2~3 段は垂直に積み、その上段から

ゆるやかに持ち送りを行う点など大成 8号墳の構築方法と共通する要素が多い。こうした点から

みて、大成17号墳は大成 8号墳の系譜上にある畿内型横穴式石室と判断する。

大成18号墳は基底部に板石を腰石状に据え付ける点が特徴的である。残念ながら大成18号墳は

石室の大部分が破壊されており、その全容を把握することはできなかったが、石材抜き取り痕お

よび、石材据え付け溝の形状から見て、右側壁および奥壁に関しては大部分が腰石を使用してい

たことは間違いない。こうした石材の使用方法は北部九州系の横穴式石室に認められるものと解

されており、同様の石室構築法をとるのは丹後半島では、加悦町入谷A-1号墳や、野田川町霧

ケ鼻10号墳など導入期の横穴式石室に見られる技法である。こうした点から大成18号墳は北部九

州系横穴式石室の影響をもっ可能性が指摘できる。

C.周辺部の横穴式石室墳との関係

以上のように、今回新たに調査を実施した 2基の石室墳を加え、大成古墳群は総数18基の古墳

から構成されることが明らかとなった。また、同一正陵内に位置する片山古墳群(3基以上)を含

めると、 20基を超す横穴式石室墳から構成される古墳群であるといえる。

この地域での最大規模の石室は片山 l号墳である O 石室は南に開口する左片袖式横穴式石室で

ある。石室内の土砂の流入が著しく詳細は不明で、あるが、河口域最大の規模を有する。仮に、袖

部高が大成 8号墳と同ーと考えた場合玄室高は大成 8号墳同様約 3mを測ることとなる。築造時

期を決定づける遺物がないものの、左片袖式である点、大成 7号墳とほぼ相似形(約1.37倍)の玄

室平面プランを有すること、玄室の大型化が進行していること、現状で認められる側壁の持ち送

りが弱く垂直に近いことなどから大成 7号墳よりは新しく、大成 8号墳よりは先行する時期、 T

K10型式新段階もしくはTK43型式併行期の築造と考えておきたい。また、片山 2号墳は両袖の

石室と見られており、 l号墳に後出するものとみられる。3号墳もまた l号墳に後出する可能性

が高く、これら 3基の石室墳は一連の系譜のものとみられる。

大成古墳群中では、大成 7号墳(TK10型式新段階)→ 8号墳(TK43型式)→ 9号墳(TK217型

式)と続く 一群が半島状に突き出た丘陵頂部に築造される。いずれも畿内系石室の系譜をヲ|く 。

一方、今回の調査地では大成16号墳(TK43型式)→18号墳(TK209型式)→大成17号墳(TK 

217型式)の順で築造されたと判断されるが、大成18号墳はその特殊な石室から同一系譜にあるも

のとは考えにくい。未調査ではあるが、大成15号墳などが直接の系譜にある可能性がある。

以上のように、大成古墳群周辺の後期古墳は、 TKIO型式新段階併行期に造墓を開始し、 T K

43型式併行期には少なくとも 3地区において併行して古墳が造営されていったものといえる。

一方、竹野川河口域でも、高山古墳群や上野古墳群などが大成古墳群とほぼ同時期に造墓を開

始し、高山古墳群では総数15基、上野古墳群では総数12基におよぶ古墳群を形成するに至る。
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竹野川河口域を中心とした丹後町域は丹後半島で も横穴式石室墳の分布密度の高い地域であ

る。そして大成18号墳を除いて畿内型石室が主体となっている点も注目されよう 。これまでに確

認されている北部九州系・ 竪穴式横口系の横穴式石室はいずれも群内に先行する木棺直葬墳が存

在し、墓域の共有 ・継続的な造墓活動を行っている点が指摘される。一方、丹後町域の畿内型横

穴式石室墳は、群内に先行する木棺直葬墳がなく新たに墓域を獲得し、造墓活動を行っている点

が注意される。この 2者の差は、前者が在地から発展的に横穴式石室を受容したと見られるのに

対し、後者は外部的要因から横穴式石室を受容していったと考えることが可能かと思われる O 大

成古墳群も後者に属し新たに墓域を獲得した集団と考える。

このように、今回の調査は丹後半島の古墳時代後期社会を復原する上で貴重な資料を提示した

ものといえよう 。

d.イリ遺跡

古墳群造営後、平安後期までこのE陵は土地利用がなされていなかったと思われる O 平安後期

以降のこの丘陵は、階段状の地形が造成され、掘立柱建物跡SB01のような小規模な建物が造営

されたものと思われる。また、出土遺物中に一定量の輸入陶磁器類などが含まれることは竹野遺

跡と同様の傾向であり、イリ遺跡もまた竹野遺跡の一部と考えることができょう O

中世末期にはテラス lが造成され、石造物群が安置されていく 。おそらくは火葬墓としての性

格を帯びていたものと考えられる。テラスの方向から見て、竹野遺跡を意識している可能性は高

い。近接する地点に福蓮寺という小字があることや、過去の竹野遺跡の調査においても多数の一

石五輪塔や石仏が確認されていることからみて、中世段階にこの近辺に寺院が造営されていた可

能性は高い。掘立柱建物跡SBOlなどはこれら中世寺院の前身に関連した建物である可能性がある。

江戸時代以降には 2次調査区西側谷部分を中心に階段状の地形が造成され、耕作地として利用

されたものとみられる。これは、現在の竹野集落内の墓碑の年号が中世に遡るものが見られず、

竹野遺跡、の集落としての機能停止と連動して居住地域を移した結果によるものと判断する。

(石崎善久)

注I 調査参加者は以下のとおりである(順不同・敬称略)。

調査補助員 小笠原順子・村上計太・大月直子・山内彩子 整理員 藤村文美 ・戸根説子・陸田初代・

丸谷はま子・井上聡 ・西脇夏海・久米政代 作業員 小西隆・難波武夫・吉岡明男 ・日下弘司・大下則

之・吉岡辰男 ・吉岡均 ・安田義孝・吉岡孜 ・尾瀬昭夫 ・久下保利・尾瀬二三男・角江博

また、以下の関係諸機関・個人からご協力・ご教示を得た。記して謝意を表したい。

京都府教育委員会文化財保護課・京都府立丹後郷土資料館 ・丹後町教育委員会・丹後町立ふるさと

古代の丘資料館 ・細川康晴・久保和明
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2.竹野遺跡・宮遺跡発掘調査概要

1. はじめ に

今回の調査は、竹野川河口域で計画された府営ほ場整備事業に伴うものである。京都府農林水

産部の依頼を受けて実施した。調査は、当調査研究センター調査第 2課調査第 l係長石井清司、

同主任調査員田代弘が担当した。概要報告は田代が執筆した。平成14年10月23日、調査に着手し、

同年12月20日に終了した。調査にあたっては、京都府教育委員会 ・丹後町教育委員会 ・京都府丹

後土地改良事務所など関係諸機関、地元自治会などにご協力を得た。また、作業員として参加し

て頂いた方々、補助員の皆さんには、雨中、降雪の悪天候の中、作業に従事して頂くなど、ご苦

労を願った。記して感謝する。調査面積は約600ばである O なお、調査経費は、全額、京都府農

林水産部が負担した。

2.遺跡の位置と歴史的環境

丹後町は、日本海に面する京都府最北端の町である。西は網野町、 南は弥栄町、東は伊根町と

境を接する。典型的な山陰型の気候であり 、山林が町全体の64%を占める山がちな土地柄である。

平野は河川流域と海岸部にわずかに展開する。海岸線は入り組んだリアス式海岸が続き 、立岩、

扉風岩、丹後松島など景勝地が多い。砂浜は、河川河口に形成されるのみで、あまり発達しない。

町内を流れる主な河川は、竹野川、 宇川、吉野川である。いずれも北流して、日本海に注ぐ。三

河川の中で最も発達した沖積地がみられるのが竹野川流域である。竹野川は、丹後半島の中央を

北流する全長約3lkm、流域面積約206ぱの丹後半島最大の河川であり 、流域の各所に沖積地を形

成している。ここに報告する竹野遺跡・宮遺跡、は、竹野川河口部の右岸地域にある。竹野遺跡は、

竹野川右岸に位置する標高約 3mから 5mの砂丘上に営まれた遺跡である。行政区画では、竹野

郡丹後町大字竹野小字古馬々 ・田中上・上馬々・野尻 ・野間上 ・福蓮寺にまたがる。東西約600

m、南北約250mの広がりをもち、遺跡は砂E全域に及ぶと推定されている。

竹野遺跡は、縄文時代にはじ まり、弥生時代前期から古墳時代にかけて盛期を迎える集落遺跡

である。平安時代~中世にかけての遺物の散布が確認されているほか、寺院跡と推定される福蓮

寺跡も遺跡の範囲内にあり、長期にわたり形成された複合遺跡といえる。

今回の調査地区は、遺跡の南端にあたる場所である。遺跡の南側を通る丹後半島一周道路と南

方の水田地帯のちょうど境界に当たる。この水田地帯は、かつて潟湖があったところと推定され

ており 、集落と潟の関係を明らかにする上で重要な地点である。

宮遺跡は、神明山古墳の南西に当たる地点である。奈良時代の土馬の出土地として知られる。

竹野遺跡との位置関係は、潟湖推定地を挟んだ対岸にあたる。
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竹野遺跡・宮遺跡発掘調査概要

3.調査 経過

平成13年度、丹後町教育委員会は、土地改良事業対象地内で試掘調査を実施した。その結果、

竹野地区と宮地区において遺物包含層、遺構などを確認した。この地点は、ほ場整備に伴う水路

建設などの工事で、深部掘削による現状変更が予定されることから、発掘調査の必要が生じた。

そこで、京都府丹後土地改良事務所の依頼を受けて、当調査研究センターが調査を実施すること

となった。

調査にあたり、竹野遺跡調査予定地区をA地区、宮遺跡調査予定地区を B地区とし、調査計画

を立案した。掘削予定区画の縄張りをしたのち、重機を用いて荒掘りをした。一部を深く掘削し、

各地区の掘削断面を観察し、土層堆積状況を検討した。そして、遺構面を覆う遺物包含層までを

重機で除去することにし、それ以下を人力で掘削した (第32・33図)。

人力による掘削は、以下の工程で進めた。ひとつは、遺構を検出しやすくするために、機械掘

削後の残土や掘り残しなどを取り除き、調査地を平滑に保つ作業、もう 一つは、雨や周囲の水田

から浸入する水に対処するための排水施設作りである。各トレンチにおいて以上の作業を行った

後、遺構の精査に取りかかった。

4.調 査 概要

(1)竹野遺跡(A地区)

土層堆積状況 A地区の土層堆積状況(基本層序)は、以下の通りである(第29図)。上層から、

7 寸

10m 

第28図 竹野遺跡(A地区)トレンチ配置図(トーンは黒色砂磯)

1 . 2 

1.耕作土 2.床土 3.暗茶褐色粘砂土 4.暗茶褐色粕質土

L-2.0m 
5.黒褐色粘砂土 6.黒色粕砂質土 7.黒色砂磯

w一ー宇-コーー=- ! E 
G~で~. .. :;..:-:.;.)

5 .，・
彦夜髭長g::H~.. n~figsf~法理空室~ L 

¥トー 4 一一一一一一一....d.3 \t9:x?lõ.:S'~~ '!，~[~箆E註道主~!::"::;;;;ζ工Z語表習
。 2m 

第29図 トレンチ土層断面図
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3 
1.耕作土

3.暗茶褐色粘砂土

5.灰色砂土

7.黒褐色粘若手、土

9.黒色砂磯

2.床土

4.暗灰色砂質土

6.暗灰色砂土

8.黒色粕砂質土
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第30図 宮遺跡(B地区)トレンチ配置図
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第31図 溝SD02遺物出土状況図

(番号は第38図)

1 耕作土、 2 床土、 3 暗茶褐

色粘砂土、 4 暗茶褐色粘質士、

5 :黒褐色粘砂土、 6:黒色粘砂質

士、 7:黒色砂礁である。遺物の包

含が顕著であるのは、 4層と 6層で

ある。4層は、弥生時代中期後半頃

を最古として、古墳時代後期に至る

土器が包含されていた。磨滅して細

片となった資料が多い。6層は、弥

生時代前期の土器包含層である 。

1・2点の縄文土器を含むほかは、

土器は弥生時代前期後半ごろのもの

にほぼ限られている。 7層は、拳大

から人頭大の亜円際・円礁からなる砂喋層である。

礁は安山岩・玄武岩系の黒色を呈するものが主体を

なす。河川堆積ないしは海岸堆積物と考えられる。

検出遺構 調査は、主に、第 6層中の遺物を回収

することと、第 7層の性格を明らかにするための面

的な検出作業に重点を置いた。その結果、この礁面

は、調査地全面に及んでおり、弥生時代前期には地

上に露出していたことがわかった(第28図、図版第

26-3)。竹野遺跡、の中心部がある砂正縁辺に、i1ト|浜

状の喋面が広がっていた可能性が高ま ったのである O

これは、弥生時代前期における、竹野川右岸ないし

推定潟湖沿岸の一角の実情を示すものである。稲作

文化導入期における竹野遺跡と周辺(竹野川河口域)

第32図 宮遺跡重機掘削風景

つL4
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第33図宮遺跡溝SD02掘削風景
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の景観復原に役立つ、意

義深い成果といえる。

(2)宮遺跡(B地区)

土層堆積状況 基本層

序は次の通りである。

1 耕作土・床土、 2: 

黄色粘土、 3:暗黄灰色

粘 土 、 4 黄色粘土 、

5 :灰色粘土、 6:灰褐

色粘質土、 7:灰色粘質

土、 8:黒色粘質土。 8

層の黒色粘土以下は、暗

よ ー主一ot
..l i i 

第34図宮遺跡(B地区)遺構平面図
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第35図土層断面図

B地区 SD01断面(上)

灰色粘土と黒色粘質土が 耕作土・床土 2 黄色粘土 3 :暗黄灰色粘土 4 黄色粘土

水平に交互に堆積してい 5 :黒色粘質土と灰色粘土の互層 6 :灰褐色粘質士 7 :灰色粘質土

8 :黒色粘質土 9 :暗灰色粘土 10 :暗黄色灰色士 11:暗灰褐色粘土

12 :暗灰色粘土 13 :黄灰色粘土
る。

検出遺構 第4層の黄 B地区 SD02断面(下)

生 耕作土・床土 2 黄色粘土 3 暗黄灰色粘土 4 黄色粘土
色粘土上面において、溝

5 :灰色粘土 6 :灰褐色粘質土 7 暗灰褐色粘質土 8 :灰色粘質土

2条を検出した。東側の 9 :黒色粘質土 10・11:暗灰色粘土 12 :暗黄灰色粘質土

溝を SD01 、西側の溝を 13 :暗茶褐色粘質土 14 :暗黄色粘土 15 :暗黄色粘砂質土

16 :暗灰色砂質土 17 :黒灰色砂質土
S D02とした (第30・31

43 
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図)。 土層断面図および溝埋土は第35図に示した。

S D01は、幅約 2m、深さ約O.6m、長さ約20mにわた って検出した。断面は、ゆるやかな

iUJ字形である (第35図上)0 9層において土器を検出した (第38図)。

S D02は、幅約 2m、深さ約O.6m、長さ約16mにわた って検出した。断面は、ゆるやかな

iVJ字形である (第35図下)011層 と13層において土器を検出した (第38図)。

(3)出土遺物

①竹野遺跡(A地区)

I 5 

I I 11 

三雲「 引 13 F i ニマ
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第36図 竹野遺跡(A地区)出土遺物(1)
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A地区では、 2つの トレ ンチを設定して調査に当たった。それぞれ弥生時代前期から古墳時代

後期にかけての遺物の出土をみた。層位が安定し、遺物の包含状況が明瞭であった第 lトレ ンチ

の出土遺物を取り上げ、出土遺物の概要を記す。第 lトレンチは、層位が水平で、安定した堆積

状況を示していた (第29図 1)。第4層(暗茶褐色土層)と第 6層(黒色粘質土)に遺物の包含がまと

まってみられた。第6層は弥生時代前期土器単純包含層に近い状況が見られた。土器は磨耗があ

まりみられず、器面の残りが良い。第4層は弥生時代中期頃から古墳時代後期にかけての土器が

包含されていた。細片が多く磨耗した土器が大半を占める。

第 6層出土遺物(第36図 1~ 1 2 ・ 23 ~ 28 、 第37図 1 ~ 4 ) 1 ~ 1 2 ・ 23 ~ 28は弥生時代前期に属

する土器である。 1. 2 、 5 ~ 11 は斐である 。 5 ~ 7 ・ 9 ・ 11 は体部にヘラ描き直線紋が施され

たものである。9はI条、 11は2条、7は3条、5は6条以上と多条である。 2・8は体部に 3

条のヘラ描き直線紋があり、直線紋の聞に刺突紋を配している。斐は、体部外面をハケ調整、内

面をナデ調整するものが多い。3・4・12は壷である。3は、貼り付け突帯が2条ある。突帯に

は刻み目紋が施されている。4は、体部に 3条のヘラ描き直線紋、12は、査の口縁部である。頚

噂襲F口私人
ハ
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第37図 竹野遺跡(A地区)出土遺物(2)

第38図 被熱により変形した土器(第37図 4) 
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部に 2 条以上のヘラ描き直線紋を施す。 口縁部内外面をヘラ磨き調整する 。 23~28は査の底部で

ある。

第6層出土遺物の中で、特筆すべき遺物を第37図に示した。 1と2は縄文土器とみられる土器

破片、 2・4は弥生土器である。 lは、縄文の施された深鉢の体部破片である o 3は、波条の突

起があり、深鉢の口縁部とみられる O 内外面ともハケ調整が施されている o 2は、査の体部破片

で、ヘラ描きに よる波状紋と直線紋が施されている O 弥生時代前期に属するものである o 4は、

査の口縁部である O 頚部に 4条のヘラ描き直線紋が施されており、弥生時代前期後半の土器であ

るO この土器は、高熱を受けたとみられ、胎土が厚く膨れ上がり、スポンジ状を呈している。器

体が溶解してガラス状を呈する部分があるほか、別の土器破片が器面に融着するなど、著しい変

化が見受けられる。土器焼成や炊飯など日常の火力に伴う被熱では、土器に対してこれだけの変

、 1
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第39図宮遺跡(B地区)出土遺物
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化を及ぼすことはあるまい。土器が溶解して気泡状を呈するに至るには、 1，000度を超す高温度

が必要である。この土器の周辺でこのような温度を伴う作業(例えば金属加工など)が行われたの

であろうか。興味深い資料である。

第 4 層出土遺物 (第36図 13 ~ 22) 13は、弥生時代前期査の頚部である。貼り付け突帯が3条施

されている。14は、端部に内傾する狭い面をもっ。弥生時代中期後半頃の聾である。15は口縁部

が大きく開く鉢、 18は大型の斐である。いずれも、弥生時代前期に属するものであろう 。16は、

弥生時代末期から古墳時代初頭頃の斐の口縁部である。6条以上の擬回線紋が施されている。19

~ 22は須恵器杯である 。 19は蓋、 20 ~ 22は身である 。 口径は 9 ~ 10crn前後を測る。古墳時代後期

末期のものである。

②宮遺跡(B地区)

S D01出土遺物(第38図 1. 2・4) 1・4は査である。いずれも直縁的に立ち上がる単純な

形態の口縁部を有する。器体内外面をハケ調整する。古墳時代中期頃の土器であろうか。2は、

二重口縁の高杯である。口縁部は外方へ大きく拡張されており、この形式のものとしては末期に

位置づけられるものである。

S D02出土遺物(第38図3・5~ 12) 3 ・ 5~8 は上層で出土したものである 。 5 は、 S D01 

出土土器(1)に類似するものである。 6 ・8は高杯脚部である。 6には円形の透かし孔がある。

7は台付き鉢の脚部であろう 。3は歪である。3は、口縁部に 4条の擬凹線紋が施されている O

体部外面をハケ目、内面をヘラケズリ調整する。弥生時代後期末頃の土器である。9~ 1 2は、溝

底において一括出土した土器群である (第31図)0 9は、鼓形器台である。口径19crn、器高11.1crn、

底径14.7crnを測る。口縁部内面をていねいにヘラ磨きする。下半はヘラケズリ成形痕跡を残す。

10 ~ 11 は、斐である。10は口縁部が欠損するほかは、器体の残りがよい。尖底ぎみの丸底である。

外面はハケ調整、肩部に横方向のハケを 2・3条整然、と施している。体部内面はヘラケズリ、底

部付近に指頭圧痕紋が顕著に残る。11・12は、複合口縁を有する歪である。10の口縁もこのよう

な形態をもつものと推測される。11は、器体の形が10と類似する。口径約13.3crn、器高約21.Ocrn 

である。12は、 10と組み合うような状態で出土した。やや内傾しながら直立する口縁部と丸底が

特徴的である 。 口径約10.3crn、器高約17 . 6crnで、ある 。 1O ~12は、体部外面のハケ調整、内面のヘ

ラケズ 1人指頭圧痕など、製作手法上に共通点がみられる。10・11は、古墳時代前期初頭頃の山

陰地域に広く分布する形式で、地元丹後で作られた土器には見られないものである。9の鼓形器

台とともにこの方面から運ばれてきたもの(搬入土器)とみることができょう 。

4. まとめ

今回の調査では、竹野遺跡と宮遺跡の 2地区について調査を実施した。今回の調査地点は、竹

野遺跡、がある竹野川河口右岸の微高地と、内陸側にひろがる水田地域の境界部にあたる地点であ

る。この水団地域は低位の沖積面であり、古代にはこの場所は潟湖であったとする意見がある。

今回検出した弥生時代前期の洲浜状の喋面は、潟湖の北岸にあたる可能性が考えられ、稲作導
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入期における竹野遺跡周辺環境についての議論を深める上で重要な成果といえる O

宮遺跡、で検出した溝は弥生時代後期末に遡る可能性があるが、掘削時期については明確でない。

出土遺物からみて、古墳時代前期には機能していたと考えることができる。両者の関係について

は、第 3層の観察結果から明らかである。SDOlが第 3層を切って掘削されていること、 SD02 

が第 3層以前に掘削されていることから、 SD02が最初に掘られ、後に SDOlが掘られたことが

わかる。

(田代弘)

注l 調査補助員 岩木庸成 ・小笠原順子 整理員 陸田初代・田中美恵子・木村悟

作業員 尾瀬昭夫・ 山崎義昭 ・難波武夫・今井重保・田中三郎 ・中江義延 ・井上初美・小西隆・吉

岡辰男 ・中江勝彦・片山加代子・田中政利 ・中江知史

注2 京都府峰山高等学校史学部『竹野遺跡発掘調査報告書Jl 1968 

京都府教育委員会 『丹後大山墳墓群 京都府丹後町文化財調査報告第 I集Jl 1983 

丹後町教育委員会 『丹後竹野遺跡 京都府丹後町文化財調査報告第 2集 1983

丹後町教育委員会 『竹野遺跡 京都府丹後町文化財調査報告第 3集Jl 1987 

丹後町教育委員会 『岩木遺跡 京都府丹後町文化財調査報告第4集Jl 1989 

丹後古代文化研究会 『竹野弥生遺跡.1 1992 

丹後町教育委員会 『丹後町遺跡地図.1 1995 

柴暁彦「竹野遺跡発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報』第64冊 (財)京都府埋蔵文化財調査研究

センター) 1995 

村田和弘「竹野遺跡第 9次発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報J第69冊 (財)京都府埋蔵文化財

調査研究センター) 1996 

丹後町教育委員会 『竹野遺跡発掘調査概要 京都府丹後町文化財調査報告第4集Jl 1996 

丹後町教育委員会 『史跡 産土山古墳発掘調査概報E 京都府丹後町文化財調査報告第12集J

1997 
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3 . 大垣遺跡・ 一の宮遺跡・難波野条里制遺跡
発掘調査概要

1. ，;1: じ めに

大垣 ・一の宮遺跡は京都府宮津市大字犬垣 ・難波野ほかに所在する。遺跡、は景勝天橋立の北側

一帯に広がる。

今回の発掘調査は、京都府土木建築部の依頼に より、同部が計画 ・推進する国道178号府中道

路新設改良事業(通称「府中バイパスJ)に先行して、遺跡の実態を大まかに把握するために実施

した試掘調査である。道路拡張部分および、道路新設部分に当たる総延長約 2凶に対して、計15

か所のトレンチを設定することとなった。現地調査は、調査第 2課第 l係長石井清司、同調査員

石崎善久・村田和弘が担当し、本概要報告は石崎が執筆した。

調査は、 平成14年 9月18日に現地作業に着手し、 フェンス工事・アスフアルト切断工事などを

行うとともに、重機掘削を開始した。重機掘削の終了とともに人力により掘削作業を行い、遺

構・遺物の有無および、基本的な層位の把握を主目的として記録作業を実施した。また、調査の

終了した地点については、適宜埋め戻し作業を行った。調査面積は約600ぱで、ある o 12月9日に

は地元の方々を対象としたスライド会を府中公民館にて行い約120名の参加者を得ることができ

た。平成14年12月20日には、全ての現地作業を終了し、備品なとぐの撤収を行った。

また、現地調査に関しては、関係諸機関・各個人のご協力 ・ご助言を得ることができた。記し

て謝意を表しだい。 なお、調査に係る経費は、全額、京都府土木建築部が負担した。

2.位置と環境

本遺跡は日本三景のひとつ天橋立の北側、成相山系と阿蘇海 ・宮津湾に挟まれた狭小な緩斜面

上に位置している。本項ではこの遺跡を中心に、歴史的な環境を中心に概観したい。

大垣 ・一の宮遺跡は、丹後一宮である龍神社を中心に展開する中世集落遺跡とみられる。現状

では、国道178号を中心として、土産物屋などが建ち並び、休日には各地からの観光パスで賑わ

うところである。難波野条里制遺跡は、国道178号をさらに伊根方面に進み、現在の江尻集落の

西側で、水田地帯に位置する。この一体の水田畦畔は現在で、も方 l町(約109m)四方の区画が認め

られる部分があり、条里制施行に伴う条里制地割りの可能性が指摘されてきていた。

阿蘇海沿岸域には縄文時代から室町 ・江戸時代にわたる遺跡 ・墳墓なとεが濃密に分布している

が、 この地域が府中と呼ばれるのは丹後国府が設置されてからのことである。丹後国府の正確な

位置は未だ明らかではないものの、候補地として中野遺跡があげられる。この遺跡からは奈良~

室町時代にかけての多数の遺構 ・遺物が検出されている。中でも 、輸入陶磁器類の多さは阿蘇海
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第40図 調査地位置図および周辺主要遺跡等分布図(国土地理院1125，000日置 ・宮津)

1.大垣遺跡 2.一の宮遺跡 3.難波野条里制遺跡 4.龍神社(龍神社経塚)

5.丹後国分寺 6.国分遺跡 7.小松遺跡 8.安国寺遺跡

9. 中野遺跡 10.慈光寺跡 11.成相寺旧境内 12. 阿弥陀ヶ峰城跡

13.今熊野城跡 14.真名井神社経塚 15.難波野千体地蔵遺跡

周辺の遺跡でも群を抜いている点が注目される。 しかしながら、現在でも、この遺跡を国府ある

いは丹後国分尼寺とするには決め手に欠けており、今後のさらなる調査が期待されるところであ

る。最近で、は小字の検討から、中野遺跡に隣接する小松地区を国府の候補地とする見解も出され

ている。

丹後国分寺跡は、現在岩滝町との町境付近に礎石・基壇などが残されているが、この遺構群は

創建時のものではなく、『丹後国分寺再興縁起j に記される再建金堂(1326~1334年)であり、創

建時の遺構については未だ確認されていない。

こうした古代律令国家により 主導され、造営された遺跡を中心に、この地域は物流の拠点とし

て繁栄してきたものとみられるが、もう 一つ注目される存在として、延喜式名神大社・丹後国一

宮である龍神社があげられる。龍神社には海部氏系図が伝わっているほか、境内から経塚が検出

されている。経塚には銘文を有する銅製経筒が納められ、文治四(1188)年、采女秋重などが法華

経を納めたことが記されている。また、同時に銅鏡 2面が検出されている。経塚は龍神社経塚の

ほか、真名井経塚が近隣に位置する。
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また、山岳寺院である成相寺は平安後期に創建されたものと伝えられ、現在も古本堂と呼ばれ

る地区を中心にテラス状の地形が多数見られる。このほかにも 、成相山系には中世山城として、

今熊野城跡、阿弥陀ヶ峰城祉などが確認されている。

こうした遺跡以外にも、中世府中を知る手がかりとして注目されているのが雪舟等楊(1420 ~

1506 ?年)筆『天橋立図j(1501年筆?)である。天橋立を中心に当時の府中の町並みの様子が詳

細に描かれている。この絵画資料に記されている地名は、現在も小字にみることができ、今後の

調査に大きな手がかりを与えるものと考える。

3.調査概要

今回は、 1 ~ 15 トレンチまで15か所のトレンチを設定した(第41 図) 。 市街地を中心とした大垣

地区(1 ~ 12 トレンチ・第42図)と、水田耕作地を中心とした難波野地区(13 ~15トレンチ ・第44

図)の2か所に大きく分けて捉えられる。この 2つの地区は現在の真名井川付近に成相山系から

天橋立にむかう舌状の微高地が認められ、この微高地により地形的にも分断される。また、大垣

地区は阿蘇海に、難波野地区は宮津湾にそれぞれ面しており、近接してはいるものの、地形的な

差は大きい。以下、各トレンチの状況について概観する。

1トレンチ 調査対象地西端に設定したトレンチである。重機掘削を開始した段階で、埋設管

が検出されたため、部分的に掘削するに留めた。現地表から約1.3mまでは近 ・現代の盛土層で

あり、その下層に水田耕作土かと思われる暗灰色粘質土が確認された。現地表から約1.7m掘削

した段階で安全上の問題もあり、掘削を断念した。

2卜レンチ 1トレンチの東に設定したトレンチである。基本的な層位は、近・現代盛土層、

水田耕作土層、暗褐色砂質士の順である。暗褐色砂質土は水性堆積土壌と推定され、磨滅した土

師器が含まれており、中世段階の堆積層とみられる。なお、この包含層は東から西へ向けてわず

かに傾会ヰする。

3卜レンチ 2トレンチの東に設定したトレンチである。基本的な層位は 2トレンチと同様で

ある。なお、暗灰褐色粘質土上で近世耕作に伴うと考えられる石垣状の遺構を確認した。

4卜レンチ 3トレンチの東に設定したトレンチである。基本的な層位は 3トレンチと同じで

あるが、最下層から暗灰褐色細砂層を確認した。

5卜レンチ 4トレンチの東に設定したトレンチで、基本的層位は 3トレンチと同様である。

6トレンチ 5トレンチから東へ約40mの地点に設定したトレンチである。基本的な層位は 5

トレンチと同様であるが、暗褐色砂質土層の下層には、植物遺体の堆積土壌と考えられる暗褐色

粘質土が認められ、さらにその下には、暗灰白色砂質土層が堆積していた。現地表から約2.6m

掘削した段階で安全面を考え、作業を中断した。遺物は、 3・4 ・6各層から、磨滅した土師器

を主体に、貨幣、木製品、漆器などが出土した。

7卜レンチ 6トレンチの東に設定したトレンチである。基本的な層位は 6トレンチ同様であ

るが、 6トレンチで見られた 4層は薄く、植物遺体の含有量が少ない(4 '層)。また、その下層
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o 

第41図 調査対象地およびトレンチ配置状況全体図

(宮津市発行 1/10，000宮津市全体図から作成)

は暗灰褐色細砂層が形成されていた。遺物は 3~ 5層の各層から出土している。特に 4'. 5層

1km 

中からは多くの漆器が出土している。また、少量で、はあるが弥生時代後期の聾も出土している O

8卜レンチ 7トレンチの東に設定したトレンチである。幅が狭く、また諸般の事情により重

機掘削および断面観察のみに留めた。 基本的な層位は 2~7 トレンチと同様であるが、下層につ

いては調査することができなかった。

9トレンチ 8トレンチの東、国道178号線の北側に設定したト レンチである。このトレンチで

は、 2層下部に暗褐色粘質土(8層)が堆積しており、この層上に南北に斜行する幅50cmの溝を 3

条確認した(図版29-(2))。溝の北東端が途切れていること、 3条の溝が平行して掘削されている

ことから畑の畝に伴うものと判断される。この溝から出土した土器(第46図15・16)からみて、 16

世紀後半代の耕作痕と判断する。この下層は、灰白色砂質土層が堆積しており、中世段階の磨滅

した土器群が含まれていた。この層に関してはその特徴から河川堆積土壌であるものと判断した。
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土層柱状図(大垣地区)
1t11 

τ'r12 

6 暗灰白色砂質 7 :灰白色砂質 8:暗褐色粘質土 9:灰白色中~細砂

η~ II 

11 

1.=4.00ロ1

l 近・現代盛土居 2:陪灰色粘質土(旧耕土居 3:暗褐色砂質土(中世包含層)

4: I倍褐色粘質土(腐蝕土層 4'・暗褐色粘質土(砂混じる 5 暗灰褐色細砂

!O:暗褐色粘質土(灰色砂層をラミナ状に含む・池状の堆積層 11:暗燈褐色砂質土

12 :陪灰褐色粘質土(中世包含層 13:暗赤褐色砂質土 14・暗灰色粘質土(中世包含層)

k;i.ム

L=2.00m 

1t1 1t2(西) 1t2(東1t3

一一
11 

一一1 2 1 L=O.oom 

第43図 土層柱状模式図(1)(大垣地区)

10卜レンチ 龍神社参道から東へ約30mの地点に設定したトレンチである。近・現代盛土層、

旧耕作土層を除去した段階で、灰白色中~細粒砂(9層)を確認した。この層上からはピットおよ

び杭を検出した。出土遺物がないため、明確な時期については不明であるが、層序から見て 9ト

レンチの 8層に対応する可能性が高い。この下層は植物遺体を多く含む暗褐色粘質土と灰色砂層

の互層(10層)が厚く堆積していた。その状況からみて、沼あるいは池状の地形に水が滞水する状

況があったものと判断される。この層内からは多数の土器、木製品が出土している。また、ほか

のトレンチに比べて、土器、木器とも完形に近い個体が多く、ほとんど磨滅していない点、木製

品でも数百点におよび箸が出土した点が注目される O

11卜レンチ 10トレンチの北東、現在の真名井川の西岸に設定した トレ ンチである。このトレ

ンチは近 ・現代の盛土層が非常に厚く、昭和前半の真名井川付け替え工事に伴うものと思われる。

旧耕作土の下層には暗燈褐色砂質土が堆積しており、その下部に暗灰褐色粘質土(12層)が確認さ

れた。 この層内から土師器、染付などが確認された。 この遺物から見て 15世紀後半~ 16世紀代の

包含層と判断される。これ以上は安全性を考慮し、掘削を断念した。

12トレンチ 11トレ ンチの束、 真名井川を挟んで設定したトレンチである。基本的な層位は11

トレンチと同様であるが、 12層の下層、暗赤褐色砂質土を介して、暗灰色粘質土(14層)が確認さ

れた。この層も遺物包含層であり、土師器皿のほか、開元通賓が出土した。

13卜レンチ 基本的な層位は、第45図に示すとおりである。このうち 2層内からわずかに中世

の遺物が出土している O その下層である第 3層上面には細い溝が平行して掘削されている部分が

認められ、中世段階の耕作痕と判断した。また 5層は植物性遺体の腐植土層と判断される。同層

内には木製品の集積した部分があり、建築部材・杭材などがまとま って出土した(図版第30-(3))0
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第44図 トレンチ配置図(2)(難波野地区 ・112，000)

L=己OOm
i耕作土 12黒色砂質土(貝殻等含む)

2 樫褐色粗砂(整地土層?) 13淡黄白色極細砂

3黒褐色粘質土 14. i炎黒褐色粗砂

4.暗灰褐色粘質土 15.暗褐色粘質土

5.暗灰色粘質土 (5 -!oc田大の磯層)

16暗褐色粘質土6.日音褐色粘質土(腐蝕土層)
17暗灰色細砂7.淡灰色砂質土 y 

18淡灰色細砂
8.暗褐色粘質土 (3 -5cm大の磯含む 洪水砂つ )
(腐植土・砂混じる)

19.暗灰褐色細砂(ややす占性高い)
9黒褐色粘質土

20.暗褐色細砂

10 

L"，O.OOm 

10近代盛土

11.旧耕作土(昭和30年代)
21暗茶褐色粘質土

第45図 土層柱状模式図(2)(難波野地区)

共伴した土器片から見て、弥生時代に遡る可能性がある。

14卜レンチ このトレンチでは、現耕作土中に中世遺物が包含されていた。耕作土下部には厚

さ約 5cm程度の黒褐色粘質土が堆積しており、さらに下層は12トレ ンチで見られた淡灰色砂層

( 7層)が堆積していた。この 7層上面で、いわゆる稲株痕跡と呼ばれる動植物の生活痕を検出し

た(図版第31一(1))。 こうした状況から、中世段階の耕作土層自体は削平されているものと判断で

きる。

15卜レンチ 14トレ ンチから約120m離れた地点に設定した トレンチであり、 13・14トレンチと

の層位的連続性は把握しがたい。中世の遺物は、16層および21層から出土している。また、 17層は

洪水砂と思われる砂質土層であり、この層を除去した段階で足跡を多数検出した(図版第31-(3) ) 0 • 
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最下層の第21層は植物などの腐植土層とみられ中世の土師器を包含している。可能性としては13・

14トレンチ同様、耕作地として土地利用がなされたものと考えられる。

3. 出土遺物(第46・47図)

今回の調査ではほぼ全てのトレンチから遺物を検出することができた。今回図示したのはその

内の一部分である。

1は6トレンチ第 4層から出土した土師器皿である。 2~ 14は第 7トレンチ 4'層から 出土し

たものである。 8は黒色土器皿、 11は丹波焼きの輩、 12は土師器の脚、 13は縄目タタキをもっ平

瓦、 14は細身の土錘、そのほかは土師器である。15・16は9トレンチ第 8層上面の耕作溝から出

土した。 15は土師器皿、 16は白磁椀である 。 17 ~ 45は 10 トレンチ第10層から出土した。 17は青白

磁合子、 18 ~ 22は青磁椀である 。 なかでも 21 は細身の鏑蓮弁文を施している 。 23は口はげの白磁

椀である 。 24 ~ 37は土師器皿である 。 28 ~ 30は底部に回転糸切りが認められる o 38は底部回転糸

切りの椀である o 39・40は中空の台付土器であり、器台としての機能を想定できょう 。41は台付

土器の脚台部であり回転糸切りが認められる。42は須恵質の鉢、 43は丹波焼きの鉢である o 44は

土師質羽釜、 45は土錘である。46・47・51は12トレンチ第12層から出土した。46は中国製染付、

47は土師器皿である。51は開元通賓である。48は14トレンチ第 2層から、 49は16トレンチ第21層、

50は16トレンチ第16層から出土した土師器皿である。

第8図には木製品を図示した。52は7トレンチ 4' 層から 出土した草鮭の芯、 53 ~ 55は 7 トレ

ンチ第 5層から出土したもので、 53は組合式の把手、 54は鳥形、 55は把手状の木製品である。56

~ 65は 10 トレンチ第10層から出土した。 56は横櫛、 57は曲物などの底材であろう 。 58は刀の形代

と考えられるもので、全長約30cmを測る o 59は先端を削る棒状の部材、 60~65は箸状のものを図示

した。 箸状木製品は数百点出土しているため全てを観察し切れていないが、両端を削る 60 ~ 64の

ような個体のほか、 65のように一端のみ削る個体も存在する。

4.まとめ

以上、 今回調査を実施した各 トレンチについて概略を記してきたが、明らかにな った点を列記

し、まとめとしたい。

大垣地区では、ほぼ全面にわたり、 13 ~16世紀を中心とした包含層を確認する ことができた。

まず、大垣・ 一の宮における中世の包含層の面を比較すると、 6トレンチ付近のみ標高0.6m

とやや高くな っている点が注目される O この地区の周辺には小字「嶋堂」という地名が残されて

おり、 雪舟の 『天橋立図.1 (1501年筆 ?)には半島状に突き出た地形の上に嶋堂が描かれている。

また『成相寺参詣蔓茶羅.1 (16世紀後半)にも、嶋堂は石垣に固まれた半島上に描かれ、その東側

に河川が描かれている。こうした絵画をもとに今回の調査結果を評価するならば、 6トレンチは

嶋堂の築かれた半島状地形に近接するものと判断され、 8トレンチで確認した河道の痕跡と考え

られる砂の堆積層は雪舟の絵に見られる「忘橋」と記された橋がかかる河川であると考える。
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第47図 出土遺物実測図(2)

10トレンチで確認した沼状の堆積は、 雪舟の絵や一遍上人絵伝に描かれた龍神社参道の東側に

描かれた池に相当するものと考える。また、出土遺物には、輸入陶磁器類が比較的多く認められ

る点が注意される。神社もしくは大谷寺別当である大聖院に関連する遺物である可能性がある。

龍神社参道の西側にも「菖蒲池jという小字が残されており参道を挟んで両側に池が存在した可

能性がある。11・12トレンチでは包含層までが深く、遺構の有無については確認できなかった。

13 ~ 15トレンチでは中世段階には耕作地として土地利用がなされていたことが明らかになり、

それ以前には湿地に小川が流れているような自然環境であったと判断する O 中世の耕作地経営の

開始後、この地区は現在に至るまで、水田として利用されていたものと判断され、『丹後与謝海天

橋立之図.1(18世紀前半?)にも この地区には水田が描かれている。

以上のように、限定された面積での調査ではあったが、広範囲にトレンチを設定した結果、予

想以上に良好な形で、中世から近世にかけての遺構が遺存しているものと思われ、今後の面的調

査に期待されるところである。

(石崎善久)

注 l 調査参加者は以下のとおり (順不同・敬称略) 調査補助員 尾上忍 ・村上奈弥 ・山内彩子 ・大月直子

整理員 藤村文美・山本多美子・陸田初代・丸谷はま子・藤井矢毒子・久米政代・安田純子

作業員 桜井玲子 ・吉岡重則 ・平田祐子 ・中田由紀子 ・坂根宏紀 ・羽淵公人 ・岳崎巌・岡田代乃 ・

井上喜代子

また、以下の関係諸機関・個人からご協力・ご教示を得た。記して謝意を表したし、。

京都府教育委員会文化財保護課 ・京都府立丹後郷土資料館・宮津市教育委員会 ・杉原和雄・細川康

晴 ・森正 ・安藤信策 ・伊藤太・福島孝行・中鳥陽太郎・東高志 ・椋平正盛 ・後藤幸男
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1. は じめに

今回の調査は、福知山駅付近連続立体交差事業に伴うもので、京都府土木建築部の依頼を受け

て実施した。調査地は京都府福知山市岡ノ 二町に所在し、福知山市街地南東側の、 JR山陰線旧

切通踏切南東側に位置する。

福知山城は、塩見氏が築いた中世城郭の「横山城」の地に、明智光秀が丹波平定後に本格的な

近世城郭を築城したことに始まるといわれている。その後、豊臣氏の時期には、杉原氏や小野木

氏が入り、関ヶ原合戦以後の江戸時代には、有馬氏・阿部氏・稲葉氏 ・松平氏・朽木氏が入部し

て藩主となる。松平氏の時期の絵図によると、今回の調査地は「鷹部屋」と記された部分にあた

るものとみられる。平成11年度には、今回の調査地の東側隣接地を調査し、「鷹部屋Jの東側に

記された「御泉水Jの一部とみられる玉石敷遺構や板石敷遺構などを検出している。

今回の調査は、平成14年 9月10日から開始した。調査面積は約130m'で、ある。 まず、アスフ ア

ルトおよび現地表下約 2mまでの盛土を場外搬出処分し、さらに遺構面までの重機掘削を行った。

その後、人力により掘削精査を行い、遺構 ・遺物の検出に努めた。調査を終了したのは10月30日

である。その問、 10月23日に関係者説明会を実施した。なお、調査に係わる経費は、全額、京都

府土木建築部が負担した。

調査にあたっては、京都府教育委員会 ・福知山市教育委員会・地元岡ノ 二町自治会、株式会社

西国建設などにご協力いただいた。特に、福知山市教育委員会の八瀬正雄氏 ・大槻伸氏 ・塩見行

雄氏、福知山市郷土資料館の崎山正人氏には、現地でご指導・ご教示いただいた。感謝したい。

また、現地作業においては、福知山市シルバ一人材センターにお世話になり、地元有志の方にご

協力いただいた。あわせて感謝したい。

2.調査概 要

(1)基本層序

今回の調査地の地表面の標高は20.3m前後で、ある。この地表面から深さ約2.1~ 2. 2mまでが近

代以降の盛土である。この盛土中には福知山城に関連するとみられる近世瓦を含んでおり、旧陸

軍関係や鉄道敷設などで自Ij平されたこノ丸や内記丸などの排土が盛られたものとも考えられる。

この近代以降の盛土は、その中間に明治期の遺物を含む黒灰色シルトを挟んで、おり、 一時期そ

の面が生活面であったことを示す。なお、今回の調査地の東側は約1.5m低くな っており、ほぼ

この黒灰色シルト 層の高 さと一致する。ある時期、今回の調査地付近はその東側と同一の高さで

あったものとみられる。
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第48因 調査地および周辺城跡分布図(国土地理院 1/25，000福知山東部 ・福知山西部)

1.調査地 2.福知山城跡 3. 中村城跡 4.猪崎城跡 5.将監遺跡

6.前田坪内城跡、 7.愛宕山城跡 8.土師城跡 9.土師新町城跡 10.高畑城跡

11. 水内城跡 12.切岸山城跡 13.荒神山城跡 14.西山城跡 15.荒木山城跡
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第49図調査地位置図

/ 
3 

/ 

¥ 

¥一
8 

→ーー啓地層 1
/' 

J 

- ~ J 戸/

洪水堆積層

l=18m 

ヰ地層 2
12 

/ 

ミミ干土問14 

整地層 4

1m ャ一一十
15 16 

。

17 寸 一一湿地状堆積層l黄茶色土 曜震(近現代盛土) 2.黒灰色ンル卜

3.黄褐色土(近代盛土) 4.黄茶褐色土 5.淡茶灰色砂質土 6 暗灰緑色土 7.暗灰茶褐色土(滞緑)

8.黒灰色・淡灰緑色砂質土互層 9.暗灰青色粘質土 10淡茶灰色土 11黒茶色粘質土 12.暗茶灰色-糧褐色土互層

13.淡黄灰色土 14.灰色粘質土 15.黄緑褐色機質シルト 16. i炎緑灰色磯質シルト 17.暗紫褐色粘質土

第50図調査地西壁断面図
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近代以降の盛土層の下から幕末以前の 4 層の整地層を確認した。 上層から整地層 1~4 とする 。

整地層 l は層の厚さ約30~40cmで、上面の標高は 18.2m前後で、ある 。 灰緑色系・茶灰色系の砂質土

である 。 整地層 2 は層の厚さ約40~ 50cmで、上面の標高は 17.7m前後で、ある 。 茶灰色士が主であ

る。層中から17世紀頃の遺物が出土している。この 2層の整地層の間には、洪水などによるもの

とみられる厚さ 1 5 ~ 20cmの暗青灰色粘質土が堆積しており、その中から 18世紀後半~末頃の遺物

てごコど
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第51因調査地平面図
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が出土した。このことから、整地層 Iは18世紀末頃以後、整地層 2は18世紀末頃以前のものと考

えられる O この 2層の整地層については上面で多少の地形の凹凸を確認したのみで、顕著な遺構

は検出していない。 整地層 3 は層の厚さ約 10 ~ 20cmで、上面の標高は17.2m前後で、ある 。 土質は、

灰色系 ・茶灰色系の粘質土やシルトである。上面からは、礎石とみられる石や礁敷遺構を確認し

た。整地層 4は厚さ約20cmで、上面の標高は17m前後で、ある。土質は、淡緑灰色系 ・黄緑褐色系

の喋質シルトである。この層の上面からは掘立柱の柱跡や講を確認したO 掘立柱の柱穴からは17

世紀初頭頃の遺物が出土している。整地層 4の下層は、湿地状の堆積とみられる暗紫褐色粘質土

層で、層の厚さは 1m以上になる。上面の標高は16.8m前後である。

(2)検出遺構

今回の調査では、整地層 3上面と整地層 4上面で遺構を検出した。しかし、調査地が狭く断片

的な検出であり、具体的な様相を知るまでには至っていない。

整地層 3上面検出遺構 この層からは、上記のとおり、礎石とみられる石群や磯敷遺構を検出

した。これらは、調査地東半部に集中している。

礎石とみられる石は、ピット状の穴に離を詰めて根固めした上に据えられている状況である。

これらの石群が具体的にどのような構造物であったかは不明であるが、何らかの施設があったも

のとみられる O

蝶敷遺構SX14は、調査地東端部で検出した。人頭大から拳大の離を、南北方向に幅約70cm、

高さ約20cmに積み並べている。通路状のものの地業もしくは土塀などの基礎とも考えられる。や

や屈曲しているようにもみられるので、あるいは園路のようなものか。

整地層 4上面検出遺構 この層からは、掘立柱建物跡とみられる柱跡を、調査地壁面で確認し

たものも含めて 8 か所検出した。 柱跡は、 一辺約50 ~ 70cmの方形掘形で、あり、その中に直径20cm

前後の柱を立てていたものとみられる。これらの柱跡の中には P08とP09のように切り合ってい

るものがあり、建て替えがあったものと考えられる。また、 P02・05・11・13には、柱を抜き取
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った痕跡がみられる。P02では、抜き取りの際に折れ残った柱材の一部が礎盤状の石の上に乗っ

ている様子がみられる。P09では、柱の抜き取りができなかったためか、 上部を切断した柱痕が

残る O これらの柱跡がどのような構造物を構成していたかは不明である。

溝SD01 調査地西端部で検出した。 南北に延びており、幅約30~40cm、深さ約18cmを測る素

掘りの溝である。時期などを示す出土遺物はないが、層位的に柱跡と同時期とみられる。

3.出土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は、限られた調査地ということもあって、量的には少ない。内容は、

瓦・陶磁器片が主なものである。

柱跡出土遺物 lは美濃陶器の黄瀬戸向付とみられる。体部外面に沈線文をめぐらす。底部外

面は回転ヘラ削りする。口径12.2cmを測る。柱跡P02から出土した。2は手担ねの土師器皿で、

口径8.5cm、器高1.5cmを測る O 柱跡P02から出土した。3は聴瞳整形の土師器皿で、底部糸切り

である。口径9.6cm、器高1.1cmを測る。柱跡P13から出土した。4は美濃陶器の志野丸皿とみら

れる。推定口径約10.6cmで、ある。柱跡P05から出土した。5は粗製の中国製青花磁器椀で、高台

径4.1cmを測る O 柱跡P05から出土した。これらの柱跡出土遺物は、ほほ17世紀初頭頃のものとみ

られる。

暗紫褐色粘質土層出土遺物 整地層 4下層の湿地状堆積土と考えられる層の上部から出土した

遺物である。6は美濃問器の灰粕皿である。内面見込みは無柚で重ね焼きの痕跡が残る。高台内

にも重ね焼きの痕跡がみられる O 高台径6.6cmを測る。7は美濃陶器の天目椀である。高台は蛇

の目状である。高台径4.4cmを測る。8は美濃陶器の灰柚丸皿である。口径11.Ocm、器高2.4cmを

測る。9は備前陶器の揺鉢である O 底径約12.0cmを測る。以上の遺物は、ほほ16世紀末頃までの

ものとみられる。

整地層 2出土遺物 10は丹波陶器の播鉢である。底径約10.8cmで、ある。17世紀頃のものか。11

は、肥前陶器の椀で高台径約5.0cmを測る。内面および外面体部に灰白色の藁灰紬を施す。17世

紀初頭前後のものか。三巴文軒丸瓦(16)は、尾の長い三巴文をもっ。三巴文軒丸瓦(17)は、瓦当

の復原径約15.6cmで、ある。唐草文軒平瓦(18)は、瓦当の幅約4.5cmを測る O 石製品(19)は、越前

産の凝灰岩である妨谷石製と考えられる長方形の石材である。長辺に面取りがみられる。搬送時

の重量を軽減するためか、底部から揺鉢状に石材を削り取る。建物などの縁石として使用された

ものか。瓦質培(20)は、何らかの造作に伴う銘板とみられる。両面にヘラ書きの年紀が残る。両

面とも同じ年紀とみられ、通読すると「口和八年十月吉口」とみられる。

暗灰青色粘質土出土遺物 整地層 lと整地層 2の聞の洪水堆積とみられる層中から出土した遺

物である。12は肥前磁器の椀蓋で、外面に飛雲文を描き 、内面見込みにコンニャク印判の五弁花

文を施す。口径9.6cm、器高2.9cmを測る。13は肥前磁器椀で、外面青磁 ・内面染付である。高台

径4.8cmを測る o 14は肥前磁器筒形椀である。内面見込みに五弁花文を描く 。高台径3.2cmを測る。

これらの遺物は、 18世紀後半から末頃にかけてのものとみられる O
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近代盛土出土遺物 三巴文軒丸瓦(15)は、瓦当径約15cmを測る。丸瓦部内面に布目痕が残る。

4.絵図からみた変遷

福知山城に関しては、明智光秀の築城以後、豊臣氏の時期の状況については、絵図なと令が残っ

ていないため具体的な状況は不明で、ある。慶長五(1600)年から元和六(1620)年まで在城した有馬

豊氏の時期については絵図が残っている。それによると、以後に受け継がれる縄張りは、ほほで

きているが、調査地周辺については喜き込みがなく、空白である。調査地東側にあったとされる

庭園も描かれていない。元和七(1621)年から寛永元(1624)年まで在城した阿部長盛の時期につい

ては、期間が短いためか、資料がない。

寛永元年から慶安元(1648)年まで在城した稲葉紀通の時期については絵図が残っており、調査

地東側にあたる部分に「泉水j、調査地にあたる部分に「鷹ヘヤj と記されている。慶安二

(1649)年から寛文九(1669)年まで在城した松平忠房の時期については、絵図などがよく残ってい

るO それによると、調査地に当たる部分に「鷹部屋」、東側庭園部分に「御泉水jと記される O

庭園は、御泉水と敬称で記されており、藩主家関連の大名庭園である O それに隣接して記される

鷹部屋も藩主家関連の鷹の飼育場のような施設であろう O

寛文九年に入部する朽木植昌以後、幕末まで朽木氏が藩主となる。朽木氏の時期の絵図では、

調査地付近は「侍屋舗Jと記され、庭園も描かれていない。ただ、明治 2(1869)年の年紀入りの

絵図には庭園が描かれている O これが幕末頃の福知山城を描いたものとすれば、いつの時期かに

庭園が再度作られたのか、それとも朽木氏の時期の絵図に描かれなかっただけのことなのか不明

である。朽木氏の時期には南側城郭外にあった武家屋敷を縮小して城郭内に収めている。

5.小 結

今回の調査では、調査地付近に福知山城跡に関連する各時期の整地層が比較的良好に残存して

いることを確認した。これらの整地層のうち、まず整地層 Iは、上記のとおり 18世紀末頃の洪水

堆積とみられる層の上に盛土されており、それ以後の盛土とみられる。また、この層上には、廃

藩以後の二ノ丸などの削平に伴う排士とみられる盛土がなされている。このような状況から整地

層 lは幕末頃の福知山城関連の層とみられる。

整地層 2では、盛土内から「口和八年」の年紀が記された瓦質培が出土している。江戸時代の

「和jの付く元号で八年まで続くのは元和と明和である。このうち、明和八(1771)年は18世紀末

近くであり、整地層 2が洪水層に覆われた時期に近く、その頃には整地層 2はすでに形成されて

いたとみるのが自然であろう 。したがって、簿に記された元号は元和八(1622)年が妥当と考えら

れる。ほかにもこの層からは17世紀の丹波陶器播鉢片などが出土しており、 17世紀に形成された

整地層とみられる。以上のことや以下の整地層の状況からみて、整地層 3は、朽木氏による武家

屋敷の城郭内収納に伴う整地層と考えられる。なお、元和八(1622)年は、短期間在城した岡部長

盛の時期にあたる。上記の噂は何らかの造作に伴う銘板とみられ、在城期聞が短いがゆえに不明
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な点が多い阿部氏の事績の一端を物語る資料と言えよう 。

整地層4は、柱跡出土遺物から17世紀初頭頃のものと考えられる。時期的には、有馬豊氏によ

る造作と考えられ、調査地付近はいわゆる江戸時代になってから開発されたものとみられる。整

地層 3は、有馬氏以後朽木氏入部以前の時期に形成されたものとみられ、検出した礎石状の石や

際敷遺構は、稲葉氏や松平氏の頃の絵図に記された鷹部屋に関連するものとみられる。また、 整

地層4下層の湿地状堆積層からも 16世紀末頃までとみられる遺物が出土しており 、あるいは付近

に江戸時代以前の福知山城関連の遺構などが存在する可能性も考えられる O

(ヲ|原茂治)

注 l 調査補助員 岡崎志保 整理員 陸回初代・井上聡・木什悟 作業員 赤井淳 ・足立美和・ 芦田譲祐 ・

大槻健二 ・西山利夫
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5.観音寺遺跡発掘調査概要

1 .は じ め に

観音寺遺跡は、福知山市観音寺地区に広がる弥生~鎌倉時代の集落跡である。大正11年に当時

の中筋村観音寺から出土した磨製石剣から弥生時代の遺跡であることが知られ、これまで合計12

回の発掘・試掘調査がなされた。今回の調査地は、京都府福知山市観音寺小字仲宮 ・大木巻地先

に所在し、観音寺遺跡の範囲全体では、遺跡の北西部に当たっている(第55図)。近畿自動車道敦

賀線の高架から西に約150mで、北側約250mには由良川の流れが迫っている。現代でも、大雨の

際には水に浸かりやすい地勢のところで、標高は約25mを測る。

今回の調査は、国土交通省が由良川中流部改修工事の一環で実施する築堤工事に伴う事前調査

で、同省の依頼を受けた試掘 ・発掘調査である。

調査は、まず遺構 ・遺物の存在する範囲を確認するための試掘調査を平成14年度 5月21日から

始めた。試掘トレンチは合計 8か所設定した。総面積は約900m'で、ある。その結果、調査範囲の

西端の第 7・8トレンチについては、顕著な遺構 ・遺物は存在しなかったが、東側の第 1~ 6ト

レンチ、特に、第 1~ 3トレンチにおいては、縄文~鎌倉時代の遺構・遺物の存在が明らかにな

った。

この試掘調査の成果を受けて、今年度分の発掘調査を 7月8日より開始した。発掘調査区は第

1 ~ 3トレンチを包括するもので、これをA地区とした(第56図)。今年度はA地区の東側にあた

る約1， 100m'について調査を進めた。10月24日には、福知山市立遷喬小学校の生徒30名による見

学会、12月3日にラジコンヘリコプターによる空中撮影、 12月5日に現地説明会(約70名参加)を

実施し、12月6日にすべての現地作業を終了した。

調査は、当調査研究センター調査第 2課調査第 2係長伊野近富、同主任調査員竹原一彦、調査

第 l係専門調査員石尾政信、調査第 2係専門調査員黒坪一樹が担当した。

調査期間は、平成14年 5月21日から同年12月6日までである。調査面積は、試掘トレンチと本

格調査のA調査区をあわせ、約2，000m'で、ある。

なお、調査に係る費用は、全額、国土交通省が負担した。

調査期間中は、国土交通省 ・福知山市教育委員会をはじめ、京都府教育委員会・綾部市教育委

員会などの関係諸機関から御教示 ・御協力を頂いた。

また、現地に参加された方々には、猛暑や酷寒のなか、作業に参加していただきお世話になっ

た。さらに、整理にあたっては整理員の協力があった。以上の方々に心よりお礼申し上げたい。

なお、本文の執筆は、伊野 ・黒坪が行った。
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2.位置と環境

観音寺遺跡は、福知山市と綾部市にまたがる福知山盆地の沖積平野に位置し、由良川本流や多

くの支流が運んで、きた土砂によ って形成さ れた自然堤防上にひろがっている。そのため沖積層

(約10，000年前)より古い洪積層の露出がなく 、旧石器(岩宿)時代の遺跡は見つかっていない。次

の縄文時代には土器や石器は出土しているが、明確な遺構の発見はなかった。舞鶴市に入った由

o 

、、
観音寺遺跡

由良川

第55図 調査地位置図(国土地理院 1/25，000福知山東部)および弥生遺跡ほか分布図(下)

l.観音寺遺跡 2.興遺跡 3.小貝遺跡 4.私市円山古墳
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観音寺遺跡発掘調査概要

良川下流の自然、堤防上には桑飼下遺跡 ・志高遺跡などの著名な集落遺跡があるが、観音寺遺跡周

辺ではこれまでのところ遺構の発見例はない。

由良川の流れが綾部市域から福知山市域に入ったこのあたりは、段丘面が特に広くなり、まと

まった平野が形成されている。由良川を擁するこの平野部は農耕の発達する弥生時代に多大の恵

みをもたらし、中期には人口の増加とあいまって興遺跡・観音寺遺跡(興・観音寺遺跡群)という

大きな集落が出現する。それは、約2.000年前のできごとである。この時期、 第55図下のように

由良川の本流はもとより犀川・土師川などの支流にも複数の遺跡が存在してぷ足。 これらの遺跡

群はあたかもネットワークのように川の道で結ばれ、ひとつの大きな地域社会を形成していたと

考えられている。

3世紀末から 7世紀初めの古墳時代、古墳は、北東方向に遺跡公園として保存されている綾部

市私市円山古墳(5世紀)や、より西側のE陵上(福知山市)にも稲葉山10号墳(6世紀)、八ヶ谷古

墳(5世紀)をはじめ多くの古墳が存在している。一方、集落跡については、これまで土師器 ・須

恵器の出土はみられたが、竪穴式住居跡などの遺構は見つかっていない。しかし、 当地域の古墳

文化は、弥生時代中期から後期以来の、丹後地方や畿内からの大きな勢力の影響下で成立してい

ると考えられているので、古墳時代集落は今後とも発見されてくるものとみられる。

奈良 ・平安時代さらに鎌倉時代の遺跡は、平成 6年度における京都府教育委員会の調査で中世

の建物跡や大きな溝などが見つかっている。また地域を広げると、何鹿郡街に推定されている青

野南遺跡(綾部市)や、和久寺廃寺 ・多保市廃寺(以上福知山市)などの古代寺院、さらに荘園(六

人部新荘)などが栄えた。これら古代の伝統は、中世の鎌倉時代になっても受け継がれ、観音寺

集落の繁栄をみたことは、おびただしい柱穴や溝から出土する遺物(13世紀)が証明している。

3.調査概 要

(1)試掘調査の成果

およそ5.000m'の調査対象地に、幅 3mのトレンチを合計8か所(900ぱ)設定し(第56図)、遺跡

の広がりを調査した。各トレンチでの掘削作業は、重機を用いて掘り下げ、遺構の有無を確認す

るにとどめ、各遺構の掘削はしていない。以下、各トレンチの調査結果を記述するが、第 1・2

L
t
t4
ω
ω
8
 

ル
4
パい
1
1
tt

第56図 A地区 ・試掘トレンチ配置図

司

i
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第 4-6トレンチ平面図第57図

トレンチについてはA地区に含まれるので割愛する O

表土下約30cmで、古墳時代の須恵器 ・土師器の入った東西方向の溝、弥生時代第 3卜レンチ

の土坑(断面にて確認)、鎌倉時代の柱穴などを確認した(第60図)。この溝は後述する A地区の溝

S D149の続きである。各時期の遺構 ・遺物が見られ、集落の広がりが捉えられた。遺物は弥生

土器 ・土師器・瓦器などが出土した。

表土下約30cmで、鎌倉時代の集石遺構と平安時代の土坑を確認した(第57図)。第 4トレンチ

集石遺構は一辺が3mを超える隅丸方形の掘り込みの中に、約20cm大から人頭大の自然石を多量

に詰め込んでいる(図版第42一(3))0 集石遺構の多くの部分は北側のトレンチ外に広がるものと

思われ、全体形や用途については不明である。鎌倉時代の瓦質の羽釜、中国製問磁器などの断片

が出土している O また、平安時代の土坑は楕円形のもので、上面から土師器皿の断片が出土した。

ここでは古墳時代後期の須恵器杯 ・ 土師器などの土器が、表土下約30~40cmで、第 5卜レンチ

これより下層に洪水な出土したのみで、明瞭な遺構の存在は確認できなかった(第57図)。 また、

この粗砂離層の下層を重機で深く (表土下約1.4m)掘どの河川堆積による組砂喋層がみられた。

り下げたが、遺構 ・遺物の存在は確認できなかった。

表土下約80~100cmで、暗茶褐色粘質土を埋土とする溝など、複数の遺構を確第 6卜レンチ

lか所でほぼ直角に屈曲するコーナ一部分を確認した(第57図)。認した。 溝の幅は約40 ~ 50cmで、

同一面で弥生土器片も出土していることから、方形周溝墓である可能性がある。観音寺遺跡、の墓

域が広がっているとすれば、非常に重要な区域といえる O なおトレンチ西1/3ほどは、暗灰褐色

粗砂牒 ・細砂面(洪水堆積層)で、遺構は皆無であった。

トレンチの帽を下層遺構の有無を調査するため、深く重機で掘り下げたため、第 7卜レンチ

3mより広くした。表土下約80cmの濁樫褐色粘質土(4層)中に、炭化物 ・焼土の小範囲な集積を

これらの集確認したが、土器などの出土遺物はなく、かつ安定した土層の堆積もないことから、

72 
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積は河川によって運ばれてきたものと

判断した。念のためさらに下層を表土

下層は粘

土と粗砂 ・細砂の互層となり、遺構面

下約2.8mまで掘削したが、

4 

はもとより I点の遺物も確認できなか

表土下約1.6mまで

掘り下げた。東側は、粘質土・粘土 ・

砂の互層で、第 7トレンチと同様の層

った(第58図)。

第 8卜レンチ

が現れている(第58図)。西側では河川
円せ
~~ 

E喧
可
制

H
J

の氾濫によりもたらされた粗砂喋層が

、，
、ーー凹凸をもって断続的に確認された。

国

O
F

ロ怖
い日メ

の粗砂礁層の下に暗青灰色粘土面 (33

層)を確認した。弥生時代の水田遺構

面と想定し、精査したが明瞭な証拠

国

(畦畔状の盛り上がりや稲株痕跡など)

を確ZZすることはできなかった。i勇水

による壁面の崩落が始まり危険となっ

たので、第 7トレンチとともに埋め戻

した。結論として、第 7・8トレンチ

υ 

は明瞭な遺構がなく、出土遺物も僅少

であることから、集落内からは外れた

区域である ことが判明した。

(2) A地区調査の成果

A地区で検出した遺構は第60図のと

おりである。縄文~鎌倉時代の遺構を

5| 
すべて記載している。以下、 基本的な
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層位から時代ごとの遺構 ・遺物を順に

①層位

基本的に 4つの層に分けて、遺構の

説明していきたい。

。
存在状況を説明することが可能である

(第59図)。すなわち第 1層 :灰褐色粘

円
台

υ
円

i

質土(表土 ・水田耕作土)、第 2層:暗

茶褐色粘質土(土器や炭化物を含む有
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するが、所々に河川の洪水

を示す粗砂礁がブロァク状

縄文~鎌倉時代のすべて

の遺構は、第 2層と 3層の

A地区

東壁断面(第59図下)で竪穴

式住居跡の底面が重層して

上面で確認された。

にはさま っている。

ー 』
r 

観察されたため、当初より

遺構面は少なくとも 2面あ

ると 判 断することができ

しかしながら 、堆積層た。

円
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の残りは薄く、層ごとに細

かく時代を確定することは

できない状態である。

重機による掘削 を遺物が

多量に出土する第 2層の中

たが中世の柱穴以外の遺構

は明瞭に確認できなか っ

た。その理由は、弥生時代

間で止め、精査を繰り返し
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の遺構の埋土が第 2層と酷

似しているため、第 2層中

での遺構検出が容易でな
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第61図土坑SK42平 ・断面図

o 

1暗赤茶褐色粘賀土

2暗責褐色細砂寅土

E
0.的
制

ム

く、色調の違う第 3層面で揃え

ることによってはじめて遺構ラ

インの認識が可能となったこと

による 。あわせて各時代の堆積

層 ・遺構の残りがよくないのは、

度重なる洪水や人為的な開墾に

よる土砂の流出、削平によるもの

と思われる。なお、第5層は調査

区北東部の狭い範囲で認められる。

第3層に色調・土質とも似る。遺

物 ・炭化物の含有はない。第6層

は第 2層に似るが、粘土分が非常

に多い。

②各時代の遺構と遺物

A.縄文時代晩期

遺構としては調査区南東で土坑 l基を検出したのみである (第61図)。 一辺約 2mの正方形で、

深さ約50cmを測る。暗赤茶褐色粘質土と暗黄褐色細砂質士の埋士である。底面は平坦に掘られて

いる O 炭化物や焼土の含有はみられない。

出土遺物は、東壁の中央部に近接して突帯文土器(深鉢)1個体と、打製石斧 l点が入っていた

(第62図 1・2)。 突帯文土器は、ほほ完全な残存状態であった。傾いてはいるが、ほほ口縁部を

上にして立っ た状態で、見つかった。全体形は砲弾型で底部は丸い。刻目を施した l条の突帯が、

口縁端部から少し下に付けられている。また突帯のすぐ下位に平行して、微妙で不規則な刺突痕

がめぐっている。ケズリ調整された内面は、こげなどの付着物はなく、 比較的きれいな状態を保

ー ...... _G;'盟主ε坐拠出活必司 一
ノ/占e7r?']::':>やートヘプ サー一

〆一一
f 

ー

宅-i、司べσ:¥
， ， 

三ヲ 。 5cm 

第62図 縄文土器・打製石斧実演IJ図(1・2.土坑SK42 3 ~ 5.包含層)
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っている (図版第46-(3))。時期は滋賀里町期のなかで捉えられるものとい之る。打製石斧は両

面加工の短冊形で、安山岩製である。裏面の先端(刃部)に、使用による磨滅痕が認められる。重

さは120gを測る。ヤマノイモ・ユリネなどの根菜類を掘るための石器である。

なお、遺構に伴わないが、調査区西側および中央部からも突帯文土器の断片が出土している。

口縁端部を折り返すことにより突帯が形成されるものであ一部を図化したのが第62図 3 ~ 5 で、

るO 細片のため全体形・法量は明確にし得ない。第62図1よりも古い様相のものであろう 。

B.弥生時代中期

竪穴式住居跡 1基(S H84)と、多数の土坑(SK)、溝状遺構(SD87・88)がある。

竪穴式住居跡 SH84は円形で、 直径約7.6m、残存の深さ約20cmを測る。内側に深さ 4~ 12cm 

の排水溝がめぐり、中央に炉などに使用されたとみられる深い土坑がある。排水溝は内側にやや

←十7乙ミ』

図版第47-(3) 
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第64図 竪穴式住居跡SH84 

出土土器実測図

隅丸方形にめぐり、部分的に放射状に延びる箇所が確認で

きた。中央の土坑内には比較的多量の炭化物や焼土が入っ

ていた。掘削した底は濁暗黄褐色細砂質土の面で、当時の

生活面に近いところと思われる。主柱穴は 7--8基がほぼ

円形にめぐるものである。

出土遺物の土器について、第64図は斐である。口縁部は

「く」の字形に屈曲し、端部は小さく面をも っている。内

外面とも無文である。また、 口縁端部外面にヘラ状工具で

刻目を施した査がほぼ床面から出土している (図版第47-

(2))。ともに畿内第百様式併行期のものである。さらに土

器と共伴して、見虫の蝉を表現したとみられる土製品が l

点出土した(第72図1)。 第65図は本住居跡内の埋土中から出土した暗灰緑色頁岩製の石棒断片で

ある。先端部を欠く O 重量は230g 。これも中期の所産であろう 。

土坑は、円形・楕円形のものが多く、底部からの立ち上がりも急傾斜で比較的深く残存してい

るものが多い(第66図)。 それぞれの埋土の堆積状況をみると、下半部から底にかけて炭化物の多

い暗黒褐色粘質土が流れ込むように入っている点に共通性がある O 大量の破損土器が混入してい

ることから廃棄土坑とみられるが、その前段階において貯蔵穴として機能していた可能性は高い。

特に土坑 SK111 は1.4mを超える深さで、断面形は袋状を呈する。底部からも多量の弥生土器

の出土が認め られる。これだけ深いものとなると、単に廃棄土坑とするには無理があり、貯蔵穴

のような性格をもつものと考える。土坑SK91・108・119などについても深い資料例で、貯蔵穴

であろう 。そのほか、残存の深さが比較的浅いものもある。土坑SK44・62・131などであるが

当1
)-

f高幸写 日
'-.r~ ーす 1

。 5cm 

第65図石棒実測図(SH84埋土中)

れJ

いずれも底からの立ち上がりは急である。土坑 SK

44・131からは、土器のほかに敵石や片刃磨製石斧が

出土している。

出土土器のうち第67図1~ 5は士坑 SK108からの

出土である。 1は広口壷である。口縁端部と体部外

面に櫛描波状文および直線文が施されている O 2は

鉢である O 体部上半に 2条の凹線文がある。 3は体

部の中間部に最大径がくる偏球形の鉢である。内外

面をヘラミガキ調整する O 4は球形に近い体部の聾

である。 5は高杯である。 6 ~ 8 は土坑 S K91から

出土した。 6は把手付高杯あるいは台付鉢である。

口縁端部から体部上半に 4条の凹線文がある。 7は

台付長頚査である。口縁端部に凹線文、外面のヘラ

ミガキ調整は精織である。暗赤色の焼成である。8 
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第66図 土坑平 ・断面図

土坑SK 108: 1.暗褐色粘質土 2.暗赤褐色粘質土 3.暗赤褐色粘質土 4. 8音桂褐色粘質土 土坑

S K 91 : 1.暗褐色粘質土 2.暗黒褐色粘質土 3.濃褐色粘質土 4.暗灰褐色細砂質土 5.濁黄

褐色粘質土 土坑SKl19:l. 濁暗黄褐色粘質土 2.暗茶褐色粘質土 3.暗桂褐色粘質土(灰黄色粘

土塊含む) 4.暗樟茶褐色粘質土(大型土器片・灰色粗砂 ・炭 ・焼土含む) 5.青灰色粘土塊 土坑SK

115: l. 暗灰褐色粘質土 2.暗黒褐色粘質土 3.暗褐色粘質土 4.暗黒褐色細砂(2・4層土器、

炭化物多量) 土坑SK 111 1.暗褐色粘質土 2.農赤褐色粘質土 3.極貧褐色粘質土 4.暗茶褐

色粘質土 5.暗赤褐色粘質土 6.暗黄褐色粘質土 7.暗灰色細砂 8.暗黄灰色細砂質土 9.濁

灰黄褐色粘質土 10.暗黄褐色粘質土 11.灰褐色粗砂(炭化物多い) 12.暗赤褐色粘土 13.暗櫨褐色

粘質土 14.黒褐色粗砂磯混じり粘質土 土坑SK112:l. 暗茶褐色粘質土 2.淡褐色粘質土 3.暗

褐色粘質土 4.黒褐色粘質土(炭化物多い) 5.褐色粘質土(炭若干、土器出土) 6.暗樫褐色粘質土

土坑SK 62: 1. 暗茶褐色粘質土

ハwu
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第67図 士坑出土土器実測図 (()内は土坑番号)
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3 

。 5cr明

第68図 土坑出土石器実測図(1.土坑SK111 2.土坑SK 131 3.土坑SK44) 

はおそらく査の体部下半である。 9~ 12は土坑SK119より出土した。9は台付鉢である。ヨコ

ナデの平IJいた短い口縁部をもち、体部は横方向にヘラミガキ調整する。10・11は聾である。10は

「く j字形に外反する口縁をもち、端部は丸くおさめる。11は、回転をつけたうえで指によるヨ

コナデを施した口縁部、板状工具によるタタキシメの後に縦方向にヘラミガキ調整された体部外

面を特徴とする。12は椀状杯部をもっ高杯で、口縁端部と体部中間部に凹線文を施す。13は土坑

S K 1l 5から出土した。 蓋である 。 14~16は土坑SK111からの出土である。14は広口査である。

筒状の頚部をもち、口縁端部に櫛描波状文がみられる。15は聾である。口縁端部を上方に短くつ

まみあげる 。 1 6は高杯である 。 杯部と脚の境に 4 条の回線文がある 。 17~ 19は土坑 S K1l2から

出土した。17は端部を欠損しているが小形の鉢である。18・19は広口査である。

土坑内出土の石器についてみる(第68図)0 1はSKlllから出土した打製石鍛である。重さ 6

gで安山岩製である。2は士坑 SK131から出土した片刃磨製石斧である。重さ60gで緑灰色凝

灰岩製である。3は土坑SK44出土の蔽石(凹石)である。厚みのある楕円形礁の表裏面と、右側

縁の一部にアパタ状のタタキ痕や、裏面の下半部に細く深い線状痕をとどめる。凹みの縁辺部に

赤色顔料の付着が認められる。重さ545gの砂岩製である。

溝については、今回の調査区内からは、中期の大規模な溝は見つからなかった。溝SD87およ

び溝 SD88はともに幅50~ 60cm、深さ 20cm前後を測り、小規模ながらしっかりと掘られた溝であ

る。溝SD88は距離をおいて点々と土器を遺棄した ようで、溝SD87は集中的に多量の土器を遺

棄している。ともに底から急傾斜に立ち上がる断面形が特徴的である。

溝から出土した土器の器種としては、溝SD88では査 ・鉢、溝SD87では査 ・高杯などがある。

溝SD87・88とも回線文の使用が顕著に認められ、畿内第町様式のものである。第69図 lは長頚

査である。 2・3はともに椀状の杯部をもっ高杯である。 2は口縁端部を短く外反させるもの、
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第69図 溝 SD87・88平・断面図および出土遺物実測図

1 -5. 蕎SD87 6. i1f.S D88 

3は内湾させている。4は上面を平坦にした蓋である o 5は磨製石鍛である。頁岩ないし粘板岩

製で、滑らかに全面研磨している。基部を欠く O 重さは6.5g 0 6は鉢である。 6のみ溝 SD88 

からの出土である。そのほかは溝 SD87からのものである。

C.弥生時代後期末

竪穴式住居跡(SH85・150)、土坑(SK125)、溝(SD97)などがある。土坑についてはほかに

も2 ・3基ある。いずれも浅いものが多い。

竪穴式住居跡 SH85は、円形で、 直径約10mで、ある (第70図)。 特徴的なことは、内側が直径約

7mの円形に一段くぼむ構造で、周囲は若干掘り残されてベッド状遺構が設けられていることで

ある。残存の深さは内側で、約30cm、ベッド状遺構のところで、約25cmを測る O 主柱穴は円形にめぐ

るものなど、合計8基確認された。排水溝は掘られていない。中央に一辺約45X60cm、深さ40cm

円
/
臼

口

δ
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の方形土坑と、南側に近接して血状に浅くく ほめた一辺約90cmの隅丸方形土坑が1基見つかった。

ともに炭化物 ・焼土が多く含まれ、 炉跡に関する遺構である ことを示している。またベ ッド状遺

d 
♂-戸
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"一喝 、 、e
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b
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層名 1暗濁買褐色粘賀土 2暗茶褐色粘置土 3暗灰褐色粘置土 (焼土艇事量淡灰

責褐色細砂置土 (!IO-底面暗糧費色粘置土 6濁暗褐色粘置土 7暗灰褐色粘置土

8淡茶褐色粘置土 日昔灰貫褐色細砂置土 問暗灰茶褐色粘置土 11濁纏灰色粘置土

Jミ二了l;24.5mー'c::::f長←~Lとごここ土戸=ー
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構も含めた全体に焼土や炭

化材の散乱が著しく 、火事

による焼失家屋と考えられ

る。

出土土器のうち第71図 1

~ 4 は査である o 1 . 2は

複合口縁化 したもので、 l

は端部に擬凹線文が施され

る。4はf本部をていねいな

ヘラミガキ調整で仕上げら

れる O 底部に長い脚部がつ

くものである。 5は斐の体

部である 。 6 ~ 8 は鉢であ

る。平底の底部はごく 小さ

い。 9. 10は大小の砥石で

ある。使用面は非常に滑ら

かである。10は鋭利な金属

器の刃を砥いだような深い

線状痕が部分的に観察され

る。 9は重さ35gで粘板岩

製、 10は重さ300gで凝灰

岩製である。

第71図 竪穴式住居跡SH85出土遺物実測図 竪穴式住居跡 SH 150は

方形で、 一辺4X5m、残

存の深さは約50cmを測る (第63図)。 柱穴は 3基確認されたのみである。炭化物 ・焼土のまとまり

はなかった。床面からはタタキ痕を有する蓋(図版第47一(3))や鉢などが出土している。

土坑 SK125は不定形ともいえる方形で、 北側は溝 SD97で壊されている (第73図上)。 残りは

非常に浅く、底からのラインは皿状である。土器は査などの断片がある。

溝SD97は調査区を東西方向に走る (第60・70図)。 集落内を画するものであろう 。残りは非常

に浅く、平均30cmほどの深さである。埋土は上半に暗灰茶褐色粘質土、底から約15cmの厚さに暗

青灰色極細砂が斑紋状に入り、水の流れや溜まりがあったことがわかる。竪穴式住居跡 SH85と

の時間的前後関係は、床面の焼土や壁を壊しているためより新しいものといえる。土器の出土は

僅少で、図化し得るものはない。後期末の複合口縁の査などが出土している。

ここで弥生時代の土製品についてみておく O 出土点数は合計 5点ある (第72図)0 1はおそらく

見虫の蝉を表現した土製品である。管状の細い棒の刺突で目が、直線文や綾杉文などの線刻で左

-84-
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第72図土製品実測図

1.竪穴式住居跡SH84 2.溝 SD 149 3.竪穴式住居跡SH85 4，包含層 5.講 SD87 

右の羽や腹部などが繊細に表現されている。裏面は中央を弧状に大きく凹ませている。中期の竪

穴式住居跡 SH84からの出土である。3・4は小さな刺突痕を全体に施し、胡桃または桃核を表

現した球形のものである。3は竪穴式住居跡 SH85から、 4は調査区北壁中間の断ち割 り作業中

に出土した。 5は直径約6.7cm、厚さ約4.5cmの算盤玉のような形で、中軸に穴があけられている

が、貫通はしていない。溝 SD149内からの出土ではあるが、胎土 ・焼成、更に若干のこるミガ

キ痕などは弥生土器そのものの仕上がりである。把頭飾として報告されている大阪府茨木市東奈

良遺跡(弥生時代中期)や大阪府寝屋川市楠遺跡などに出土例がある。 5は穿孔をもっ土器に似せ

た玉状のものである。中期の溝 SD87からの出土である。

D.古墳時代

前期から後期末までのものがある。方形竪穴式住居跡(SH41・43・86・101・120・123. 153 

~ 155)、土坑(SK 125・126)、溝(SD149)などがある。

土坑SK125はほぼ円形で、長軸 3m、短軸2.7m、深さは約20cmを測る (第73図下)。濁淡黄褐

色細砂質土の埋土である。古墳時代前期の複合(2段)口縁部をもっ土師器の費(第74図)などが出

土した。

竪穴式住居跡 SH41は一辺 4X3. 5m、残存の深さは約30cmを測る(第75図)。主柱穴は 4基確

認できた。南東部コーナーの一部を掘り残して竃が設けられるいわゆる青野型住居跡である。竃

は燃焼部・煙道部が残存していた。
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第73図土坑SK125・126平・断面図
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竪穴式住居跡SH43は調査区南

西隅で、 一部しか確認できなかっ

た(第60図)。 約 5mを測る一辺の

中間部に竃が造り付けられてい

る。南壁断面でみると、底面に濁

黄灰色細砂質土が約 3cmの厚さで

堆積しており、検出時の指標とな

った(第59図)。

竪穴式住居跡 SH 86は一辺

4.2X4.6mの長方形である。残存

の深さは約20cmで、ある。埋土は暗

褐色粘質土で、柱穴は確認できな

かった。竃を西壁中央部で確認し

たO ほとんど全壊状態であったが、

炭化物や多量の焼土などが残存し

ていた。

竪穴式住居跡 SHIOlは約3.5m

の隅丸正方形である(第70図)。残

存の深さは約25cm、埋土は暗茶褐

色粘質土である O 柱穴は部分的に

見つかっているが、不明瞭なもの

である。竃は南東隅で確認した。

竪穴式住居跡SH120は約4.5mの正方形で、ある (第60図)。残

存深さは約30cm、埋士は暗褐色粘質土である。主柱穴は明瞭で

はない。竃は南東隅で確認した。焼土が厚く堆積していたが、

壊れているため構造は不明である。このほかの 4基の竪穴式住

居跡 SH123 ・ 153 ~ 155は、切り合いや削平が著しく残存状態

o 5c円、
』画面画面亘=

第74図土坑SK126 
出土土器実測図

は悪かった。

以上、住居跡内からの出土土器は僅少で、特に床面・底面か

らの遺物は皆無の状況である。それでも竃内やその周辺から出

土した土師器 ・須恵器の年代から概ね 6世紀後半から 7世紀初頭のものといえる。第76図 Iは竪

穴式住居跡 SH41の埋土内から出た須恵器杯である。陶邑編年のTK209型式段階で、 7世紀前

半であろう 。2はSH86の竃脇から出土した土師器聾である。 7世紀のものである。

(黒坪一樹)

溝 SD149は調査区のほぼ中央を東西に掘 られている(第60図)。断面形は rUJ字形や逆台形

-86-
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第75図 竪穴式住居跡SH41実isJJ図(柱穴・竃の断面レベルは24.5m)

で、深さは平均約50cmの残存状況である。埋土に砂

問干含むが……っ… ある。でごサ r
時期は 7世紀代で、古墳時代最終末のものといえる O

当該期の住居跡などはすべて本溝より南に存在して

いるので、集落の外縁部にめぐらされた溝であろう 。

出土遺物は須恵器を中心に非常に多い。 第78図 9 ~

12は須恵器杯身である。いずれも胎土は粗く、焼成

観音寺遺跡発掘調査概要

。 10cm 

三〈
第76図竪穴式住居跡SH41・86

出土土器実測図
は良好で、ある。色調は灰色である。11がもっとも遺

存度が高く、約 5割である O 口径llcm、器高3.5cmで、ある O

(伊野近富・黒坪一樹)

E.奈良~鎌倉時代

土師器皿や瓦器椀・皿などが入った士坑(SK46・47)・柱穴・溝(SDOl . 02)などがある (第

77図)。

土坑SK47はほぼ楕円形である。溝SD01によ って壊されている。暗灰色粘質土の埋土で、瓦

器椀が完形で 2個体(第78図 1・2)出土した。 lは口径14.7cm、器高5.3cmで、ある。胎土は精良

ウ

ioo
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ω | 

X=-76.793 

o 50cm で焼成は軟である。色調は濃灰色である。

内外面とも磨滅しているが、内面の一部

に密なミガキが認められる 。 2は口径

15.7crn、器高5.5crnで、ある O 胎土ほかは

lと同様で、ある O 瓦器椀の年代から平安

時代後期に掘られたものである。

F斗|?i |件h向…-寸引7刀山3.244 同σ¥斗£記玉/ 同叩ま、 直血径街即制lはU土均i20却O恥伽吋C叩m

第7打7図 士坑SK4刊6.4訂7、溝SD01平 .断面図 査区南半カか冶ら数l叩O基を検出した。多くは

暗黄灰色粘質土や暗灰褐色粘質土の埋土をもつO 深さは10crn前後のもので、削平が進んでいる状

況が見て取れる O 掘立柱建物跡の抽出 ・復原はできなかった。出土した土器では、柱穴No25から

出土 した完形の土師器皿がある (第78図3)。 口径14.2crn、器高3.lcrnで、ある O 胎土は良で焼成は

軟である。色調は淡褐色である O 内外面とも磨滅している O 口縁部には一段ナデを施す。平安時

代後期である。柱穴内からは、このほかに瓦器椀 ・皿の断片(平安時代後期~鎌倉時代)が出土し

ている O

溝 SD02は古墳時代末の溝 SD149の上層にほぼ重なって検出された (第59・60図)。 断面形は

丸底の浅い皿状である。j炎灰褐色粘質土を埋土とし、鉄分やマンガンの沈着が縁辺部に顕著である。

出土土器についてみる O 第78図4は須恵器査である。口径15.8crn、器高は7.5crn以上で、ある O

胎士は精良である。色調は淡褐色で、焼成は軟質である。内面にタタキ目が遺存している o 5は

須恵器杯蓋である O 口径17.2crnで、ある O 胎土は精良で、、焼成は良好である。色調は濃褐色である O

内外面ともロクロナデを施す。6は須恵器杯身である O 口径17.6crn、器高5.7crnで、ある。胎土は

精良で、焼成も良好である O 色調は濃灰色である。内外面ともロクロナデを施す。 7は須恵器査

ふ¥
ミ二三主二三

戸~竺三当 t._.ーモ~ 5 

に ~-~
第78図 各遺構出土土器実測図

4 

ミ主J

ミ三主g イ

ミーメ:
"Ci;fJ 
。 10cm 

1・2.土坑SK46 3.;f主穴No25 5 ~ 8.溝 SD02 9 ~ 12. 溝 S D 149 
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ミー〆ミ云JY
口径7.8cm、器高7.5cmを測る。である 。

胎土はやや粗く、焼成は良好である。色

調は淡灰色である O 内外面ともロクロナ

2 
デで、体部下半はヘラケズリ、底部は未

一-1主ー
戸 土 ご二二t マミ

8は須恵器壷である O 底径調整である。

y ¥吋
は12.4cmで、ある。胎土はやや粗く、焼成

内外面ともロクロナデを施す。

溝 SD01は幅約30cmで、長さ約16m分
10c円、。

5 検出した(第60図)。 深さは約 5cmの残り

包含層出土土器実測図第79図である 。暗灰褐色粘質土を埋土とする。

13世紀代の瓦器椀断片が出土した。

lは口径:1 . 2は須恵器椀である。最後に包含層中のものについては、第79図 1~ 6がある。

14cm、器高4.5cmで、ある。胎土は精良で、焼成は良好である。色調は濃灰色である。内外面とも

2は胎士に砂粒を多 く含む。同時期の篠窯産ロクロナデを施す。平安時代中期の篠窯産である。

5は須恵器杯身である。口3 . 4は須恵器杯蓋である。である。いずれも底部は糸切りである。

6は中国製径12.7cm、器高3.8cmで、ある。内外面ともロクロナデを施す。貼り付け高台である。

青磁椀である。口径は16.2cm、器高は 4cm以上で、ある。胎土は密で、焼成は良好である。色調は

(伊野近富 ・黒坪一樹)

乳褐色で、外面に蓮弁文を施す。

めと宇
4
F4. 

今回の調査成果は以下のとおりである。

①試掘調査の結果、住居跡や土坑が濃密に分布する集落の中心地(第 1~ 4トレンチ)や、 墓域

(第5・6トレンチ)、そして集落から外れた区域(第 7・8トレンチ)を明らかにすることができた。

②縄文時代晩期の遺構・遺物が確認され、確実にこの地で生業を営んでいたことが判明した。

突帯文土器の残りも良好で、貴重な資料となろう 。また調査地全体から出土した突帯文土器は、

それらの形態から時間幅もあり、点数もかなりの数になることから、縄文時代集落の存在も視野

に入れて、今後は調査をすすめる必要があろう 。

③弥生時代中期における集落跡の広がりをここでも確実に捉えることができた。円形竪穴式住

居跡 l基と、多数の深い土坑・溝が見つかった。竪穴式住居跡 SH84は円形にめぐる主柱穴や排

水溝、深く大きな中央土坑などの施設をもっO 多量の弥生土器のほか、昆虫の蝉をあしら った珍

しい土製品が 1点出土した。中国では墓の遺骸に副葬される玉製の蝉が知られているが、土製と

はいえ、集落内の竪穴式住居跡内から出土するのは非常に珍しい事例といえる。

コンテナ整理箱にして数日箱土器群は出土点数も膨大で、住居跡内 ・土坑・溝内から出土し、
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にもなる。各遺構の性格を含めた集落全体における当地点の役割や、地域間の交流を研究するた

めの貴重な資料が得られた。

④弥生時代後期についても直径10mの大型竪穴式住居跡をはじめ土坑 ・溝などが見つかり 、非

常に長期にわたる集落活動の一端を明らかにすることができた。

直径10mという竪穴式住居跡 SH85の規模は、平均的なものからすれば格段に大きい。出土土

器の量も多く、集落内における有力者のものか、あるいは集会所的は用途に使われたものと考え

られる。

また、後期末の方形竪穴式住居跡 SH150も見つかった。古墳時代前期の土坑 SK126なども出

ていることから、弥生~古墳時代の過渡期の状況についても理解する手がかりが得られた。

⑤古墳時代後期末の竪穴式住居跡が多数見つかった。竪穴式住居跡 SH41は、 壁面の南東隅を

掘り残して竃を造り付けるいわゆる「青野型住居」と呼べるものである O 由良川中流域の自然堤

防上における生業活動が、青野遺跡(綾部市)などと 同様に、盛行していたことを示す極めて重要

な発見といえる。

⑥奈良~鎌倉時代についても多数の柱穴や集落を画する溝が見つかった。柱穴から掘立柱建物

などを推定復原することはできなかったが、多量の須恵器 ・土師器 ・瓦器椀などから、特に平安

時代後期から鎌倉時代(13世紀代)に集落が営まれていたことが判明した。

(黒坪一樹)

注 l 梅原末j台「天田郡 第二十六 西中筋村石剣設見ノ遺跡J( r京都府史蹟勝地調査会報告 第三冊』

京都府) 1922 

注2 調査参加者(順不同・敬称略)

調査補助員 石橋達郎・岩田典子・大槻治・岡崎志保・小島健之介・小滝悠平・鈴木達也・八瀬由

香里

整理員 村井裕香-四方博子・野崎素子 -堀くみ子・堀直子・稲田令子・岩田典子 八i頼由香里

作業員(社団法人福知山シルバ一人材センター) 安達久治・西村司朗 ・片岡澄夫 ・荻野秀夫 ・熊谷

義憲 ・加藤益美 -高橋保治・ 池田孝夫-公手動・足立章 ・豊嶋健司・井尻隆夫・高橋正 ・落合敏夫・

大槻孝一 -坪倉英一 ・桐村正巳・赤井淳・稲葉五三男・岡田達男・黒木敵満・福家義明 ・黒田勤 ・

竹市春雄 ・酒井義明・水巻ー ・芦田光二 ・向山義直

注3 第55図下の分布図は「綾部の歴史と文化一母なる由良川-Jr綾部市資料館常設展示図録 1992.1か

ら第6頁の図をもとに加筆 ・作成した。

注4 森正 fl.観音寺遺跡J( r埋蔵文化財発掘調査概報(995)j 京都府教育委員会) 1995 

注5 加藤修・丹羽祐一 f(4)遺物の検討 A.土器J( r湖西線関係調査報告書』 湖西線関係遺跡調査

団) 1973 

突帯文土器および文献など、 当調査研究センター調査員柴暁彦の教示を受けた。

注6 (財)大阪府文化財センター編 『摂河泉発掘資料精選 II.1 2002 

注 7 田辺昭三 ・平安学園考古学クラブ(r陶巴古窯祉群 1j 平安学園高校編) 1966 
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6.野条遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

野条遺跡は、京都府教育委員会 ・八木町教育委員会による分布調査や試掘調査で存在が明らか

にされ、周知された遺跡である。このたび、野条遺跡推定範囲内において亀岡園部線緊急道路整

備事業が計画されたことから、事前に工事対象地区における遺構の有無や分布状況などを確かめ

ることを目的として試掘調査を実施した。

調査にあたっては、京都府教育委員会 ・八木町教育委員会など関係諸機関、地元自治会などに

ご協力を得た。また、作業員 として参加して頂いた方々 、補助員の皆さんには炎天下のもと 、あ

るいは問中、作業に従事 して頂いた。記し、謝意を表しま社。

調査は、 当調査研究センター調査第 l係長石井清司、同主任調査員田代弘が担当した。調査は、

平成14年5月21日に着手し、同年10月15日に終了した。調査面積は約450ぱで、ある。なお、調査

経費は、全額、京都府土木建築部が負担した。

2.遺跡の位置と環境

野条遺跡は、八木町大字野条に所在する。園部町を南流してきた大堰川は、 八木町に至り流域

面積を拡大し始め、沖積地を著しく発達させながら亀岡盆地へと流入する。野条地区が位置する

のは、こうした場所である。亀岡盆地の北端、交通の要衝である。

野条遺跡は、集落遺跡、である。大堰川東岸に位置し、筏森山の東に広がる平地に営まれている。

当遺跡の周辺には、 第80図に示したようにたくさんの遺跡が分布して山る。当遺跡の歴史的位

置を知るために、 主な遺跡について簡単にみておくことにしたい。

野条遺跡の南方にある池上遺跡(58)は、後期旧石器時代のナ イフ型石器が出土しており 、町内

で最も古い時代の遺跡、である。また、数次にわたる発掘調査で、弥生時代中期から中世にかけて

の建物跡などの遺構群が多数発見され、この地域で中心的な集落遺跡であることが明らかにされ

た。調査では多くの成果があがっているが、弥生時代 ・古墳時代 ・奈良時代に特筆すべきものが

ある。弥生時代中期営まれた集落と墳墓群である方形周溝墓からは、多数の土器が一括して出土

してお り、この地域の標識的な資料として注目を集めている。整然、と配置された古墳時代後期の

竪穴式住居跡群は大規模な計画村落と推定されている。奈良時代においては、官街的様相を帯び

た大型掘立柱建物群が発見されており 、この地域の律令期の歴史的様相を理解する手がかりにな

るものと期待される。

北側の山裾でも、古代に遡るとみられる集落遺跡がたくさん確認されている。船枝遺跡(4 )、

新庄遺跡(7)、室橋遺跡(6 )、諸畑遺跡(15)、八木田遺跡(18)、日置遺跡(22)などである。
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古墳も多く、遺跡の西に位置する筏森山で、筏森山古墳群(42)、北広瀬城古墳群(53)、寺内古

墳群(47)などが、南に位置する多国山上で、多国山古墳群(83)が確認されている O

また、畑中城跡(12)、北広瀬城跡(52)、野条城跡(55)、刑部城跡(82)など、戦国期に営まれた

と推定される山城跡も数多い。

3.調査の経過と概要

(1)調査経過

ィi' 、生JL.'、ふ 、方?\汚点(o.dl~ ，11 . Rd~ 
第80図 調査地および周辺遺跡位置図(京都府遺跡地図〔第 3版〕第 2分冊1/25，000)

3.青谷古墳群 4.船枝遺跡 5.新庄遺跡 6.室橋遺跡 7.新庄城跡

8. 山室古墳群 10.舟枝館跡 11. 美津谷古墳群 12.畑中城跡 13.大谷口古墳群

14. 松本古墳群

22. 日置遺跡

46. 寺内西古墳群

51.南尾東古墳群

58. 池上遺跡

92. 西里遺跡

15.諸畑遺跡 16.福本古墳群 18. 八木田遺跡 21.西上里古墳群

23.東山古墳群 40. 八幡山古墳群 41.沢ノ谷遺跡 42.筏森山古墳群

47. 寺内古墳群 48. 寺内東古墳群 49. 南尾西古墳群 50.南尾古墳群

52.北広瀬城跡 53. 北広瀬城古墳群 54.狐塚古墳群 55. 野条城跡

59. 野条遺跡 82. lT1l部城跡 83. 多国山古墳群 91.池上古里遺跡
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第81図  トレンチ配置図

調査着手に当たり、まず、調査区の設定を行った。調査対象地内に試掘 トレンチを4か所 (南

から第 1～ 4ト レンチと呼称)を 設定 した(第 81図 )。 そして、バツクホーを用いて、一部を深部

まで掘削 した。掘削断面を観察 し、土層体積状況を検討 した。その結果、最上層に耕作土層であ

るグライ土壌 と床土に当たる黄褐色の 2層があ り、次に上部に遺物を含む黒色土、そして礫を含

む黄色粘土層があることがわかった(第86図 )。 遺構は、黒色土層上、あるいは、黒色土中から掘

削されたと判断した。迅速に遺構を検出するためには、第 3層上面付近までバックホーで土層を

水平に除去することが妥当と判断した。

以上の観察を踏まえ、調査地区全体について、黒色土層 と黄色粘土層の漸移層までバックホー

を用いて土層を除去することとした。

土層除去後、人力を投入し、調査準備を行った。遺構を検出しやす くするために機械掘削後の

残土や掘 り残 しなどを取 り除き、調査地を平滑に保つ作業と、雨や周囲の水田から浸入する水に

対処するための排水施設作 りである。各 トレンチにおいて以上の作業を行った後、遺構の精査に

とりかかった。地山である黄色粘土層上面において遺構の検出を目指 し、精査を繰 り返 した。地

山面を平滑に整え、土色の違いに留意 して遺構検

出に努めた。その結果、竪穴式住居跡をは じめ、

溝、土坑、多数のビット群などの遺構群を検出す

ることができた。各 トレンチの遺構の状況は、以

下の通 りである。

(2)調査成果

第 1ト レンチ(第 82図 )

当初、約100ご を調査 し、その後拡張 して最終

的に約240ご を調査 した。大型の土坑、ビット多

数を検出 した。土坑は直径約 3m、 深さ約60cmの

楕円形である。時期は明らかでない。第 2ト レン

チで検出した竪穴式住居跡 と同様、黒色土を埋土

としてお り、古代に遡る遺構であると判断 してい

る。遺構に伴 う遺物はないが、精査中に、弥生時

代後期、古墳時代のものとみられる土器細片を少

｀
Rヽ

メ  m
第83図  第 4ト レンチ遺構配置図
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第84図

10m 。
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量検出した。

第2卜レンチ(第84図)

竪穴式住居跡、溝、土

は、 一辺が約 5mの方形

ピy ト多数を+食出し

た。竪穴式住居跡 SHOl 

坑

第3トレンチ遺構配置図

劣後後~~勿労微弱劣後Z~ ~劣後紘

一←ー」 劣後袋綴 L:116.0m

微妙協

務杉務写会 2n、

1.耕作土

2.黒色土

3.黄色粘土

ロ
ヒェェ=

第85図

である(第87図)。赤く変
土層柱状図第86図

色した埋土に覆われ、床

面付近からは垂木や柱、屋根材の一部とみられる炭化物が多量に出土したO 炭化物の出土状況、

埋土の状況などから、火災家屋と考えられる (図版第54一 (3))。

この住居跡は、炉跡に特徴がみられる O 中央に炉跡を設け、周囲に約 5~ lOcmほど土を盛り上

げて堰堤状の遺構をこしらえている O 堰堤状の遺構は、住居南壁中央に掘られた土坑に向かつて

「ハjの字状に延長されている O 中央炉と土坑は、堰堤状の遺構により結ばれ、 一体として設置

された構造とな っているのである(図版第55-(2)、図版第56一(3))。壁際の土坑底には、火災に

ただの貯よるものとは異なる炭・灰の堆積がみられた。土坑は、中央炉との連結構造からみて、

蔵用土坑ではなく、炉跡からでた炭灰などを貯蔵するような機能をもたされたものであり 、炉の

一部として理解できるものかもしれない。

出土遺物は、炭・灰の直下、床面上でまとま って出土している。土器をはじめ、鉄鉱とみられ

る鉄器、台石、砥石などがある。土器は、弥生時代後期末期に属するもので、査・斐 ・高杯 ・器

台 ・鉢などの各器種が一括して出土している(第88図 1~40) 。 在地産の土器とともに、北陸、近

江などの遠隔地から搬入されたとみられる土器が含まれている。

-94 



溝は、幅、深さとも約 1m前後を測る。竪穴式住居跡と同時期の土器が出土しており、関連の

ある遺構とみられる。

第 3卜レンチ(第85図)

約100m'を調査した。黄色

粘土上面において、溝、土坑

ピットなどを検出した。

土坑は、幅が約60cmほどの

隅丸方形である O 黒色粘土を

埋土とし、弥生時代以前に遡

るものと推測した。溝は、土

坑と同じ埋土を持つものがあ

り、土坑と関連するものと思

われる。

第 4卜レンチ(第83図)

約50m'を調査したO 土坑の

一部、ピット多数を検出した

土坑には弥生時代のものとみ

デ寸=に

野条遺跡発掘調査概要
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られる土器細片が含まれていた。

4. まとめ

今回の試掘調査では、以上のような各種の遺構が検出された。遺構密度はあまり高くはないが、

調査地全体にわたって古代の生活の跡が刻まれていることが判明した。

竪穴式住居跡が検出されたことにより、野条遺跡が弥生時代後期に遡る集落遺跡であることが

確かめられ、周囲に関連遺構が広がる可能性が高まった。

竪穴式住居跡で検出した弥生時代後期末の遺物群に混じって、弥生時代中期に特徴的な形式を

有する磨製石搬なども出土しているので、時期が明らかでない遺構のなかには、弥生時代中期に

遡るものがある可能性を考えておきたい。

住居出土土器群は、火災による家屋倒壊時の一括資料として貴重なものである。遺存率が高い

うえ、在地土器と搬入土器の同時性を裏付けることのできる資料であり、この地域の標識的資料

としうるものである。今後、整理作業の進展をまって、出土状況の詳細などを報告する予定である。

(田代弘)

注 l 作業員 滝口来吉・松本安治・橋本字平・竹井笑子・松本喜代子・松本敏子・山本千代子 ・西垣久

江

調査補助員 天池佐栄子・宅聞のり子

整理員 陸田初代・荻野冨紗子・内藤チエ-西脇夏海・木村悟

注2 第80図は、以下の文献を転載加工したものである。遺跡番号は遺跡地図に示された遺跡番号である O

京都府教育委員会 『京都府遺跡地図第 3版 第2冊 2002

注3 谷口悌『池上遺跡発掘調査概要 第2次調査j八木町教育委員会 1998 

(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター 『京埋セ現地説明会資料一池上遺跡第13次-j

2002.11. 27 
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おおた

7. 太田遺跡第14・15次発掘調査概要

1 .はじめに

太田遺跡第14・15次の発掘調査は、京都府農林水産部が施工する府営ほ場整備事業に伴う事前

調査である。本書は、平成11年度に京都府教育委員会が試掘調査を実施し、その成果をもとに 2

か年にわたって実施した発掘調査の概要である O 遺

跡の所在地は、亀岡市稗田野町太田である。

平成13年度に実施した第14次調査では、第 lトレ (

ンチにおいて面的調査を行い、また、遺跡の広がり j

を確認するために第 2~ 6トレンチにおいて確認調和

査を行った。第14次調査は、合計 6か所の調査区で

約1，200ぱの調査を実施した。調査期間は、平成13;7.; 

年11月8日から平成14年 2月12日であり、期間中、

調査地に隣接する亀岡市立南桑中学校生約200名を

対象に現地見学会を開催したO 発掘調査は、調査第

2課調査第 2係長伊野近富、同主任調査員小池寛、

同専門調査員黒坪一樹が担当した。

一方、平成14年度の第15次調査では、第 lトレ ン

チにおいて面的調査を行うとともに、ほかに 2か所

のトレンチを設定し、遺構と遺物の拡がりを確認し 1

たO 第15次調査は、合計3か所の調査区において約 戸

500ぱの発掘調査を実施した。調査期間は、平成14

年 9月20日から同11月8日であり、伊野・小池が担

当した。なお、関係者説明会を11月6日に実施したO

本概要作成に係わる整理作業および執筆は、小池

が行った。なお、酷暑、酷寒のなか、現地調査に従

事 していただいた芳込、および、多くのご協力を得

た南丹土地改良事務所・京都府教育委員会・亀岡市弘

教育委員会・亀岡市立南桑中学校をはじめとする関

係機関の方々にお札を申し述べたいo 0 

なお、今回の調査に係わる経費は、全額、京都府 i

農林水産部が負担した。

97 
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2.太田遺跡の歴史的環境(第89図)

太田遺跡は、縄文~江戸時代に至る遺跡であり、亀岡盆地を代表する複合遺跡である。既往の

発掘調査では、京都縦貫自動車道建設地において弥生時代前期の遺構や遺物が良好な状態で確認

された。それらの調査成果は、当該地域における農耕文化の受容の具体的様相を理解するうえで

基礎資料を提供したばかりでなく、朝鮮系無文土器の出土をはじめ、他地域の土器の出土から地

域間交流を考察するうえで基礎となる多くの資料を提示した。また、太田遺跡地内における弥生

時代後期から古墳時代前期の遺構や遺物の確認は、当該時期における土器の編年的研究の基礎的

資料を提供したばかりでなく、広域な遺跡地内における土地利用の変選を明らかにしてきた。

一方、平安時代後期から鎌倉時代の集落遺構の検出や一括遺物の出土は、中世土器研究の基礎

的資料を提示したばかりでなく、室町時代の集落解体に伴う遺跡地内の耕地化は、千代川遺跡、を

はじめとする亀岡盆地一帯に共通する歴史的変化の典型的事例として認識されるに至っている O

3.調査の概要(図版第57-(1)) 

第14次調査地は、亀岡市立南桑中学校西方約300mに位置しており、弥生時代後期の溝やピッ

トなどの集落関連遺構や当時の地理的環境を知るうえで基礎資料となる池沼などを検出した。ま

た、平安時代後期から鎌倉時代前期の井戸やピットなどの集落関連遺構は、太田遺跡地内で今ま

で確認されてきた同時期の遺構との比較により、土地利用の変遷を考えるうえでの基礎資料とな

るばかりでなく、集落自体の移り変わりを考えるうえでの基礎資料を得ることができた。一方、

第15次調査では、弥生時代後期の集落遺構の検出とともに、同時期の埋葬施設を検出しており、

遺跡地内における土地利用の推移を明らかにし得た。なお、本概要では第14次調査の 6か所に設

定した トレンチごとの遺構・遺物を報告し、次に第15次調査の 3か所に設定した トレンチごとの

遺構 ・遺物について記述する。また、図面上では、各トレンチの呼称は、まず、次数を冠した後

にトレンチ名を記載し、統ーした(第90図)。

I Y~ 41，300m 

Xエー108，700m

X=-108820m 

? 1qOm 

第90図 卜レンチ配置図
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(1)第14次調査検出遺構(図版第57一(2))

①第14次第 1卜レンチ(第91図、図版第58-(1)) 遺構検出面の標高は、概ね100.8mを測り、

わずかではあるが南西方向に傾斜している。基本的な層位は、耕作土と床士下に黄褐色粘質土が

広がっており 、この層が遺構検出面である。しかし、 池沼SX4直上には濁黄褐色土が堆積して

おり 、ほかとは堆積状況が異なっている。

弥生時代の遺構として、北東から南西方向に直線的に流れる溝 SD48と、溝 SD48/)'流れ込む

と考えられる池沼 SX4、そして、ほぼ東西方向にやや蛇行して西流する溝 SD60などがあり 、

また、溝 SD48と溝 SD60に挟まれた狭小な平坦部には、同時期の土坑や柱穴群がある。一方、
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平安時代後期の井戸 SE2や鎌倉時代前半に比定できる井戸SE3、そして、井戸と併存したと

考えられる柱穴群を検出することができた。

溝SD48 (第92図 ) は、幅1. 3 ~ 1. 6m 、 最 も深い部分での深さは0.7m を測る 。 部分的に黒色粘

土が観察できるものの、基本的には砂層が厚 く堆積している。各砂層間での複雑な切り合いが観

察できることから、一時的な流水によ って埋没した過程を想定することができる。なお、溝内か

ら第104・105図 1~ 22に図示した土器が多量に出土した。 溝 S D60 (第93図 ) は、幅が0 . 7 ~ 1. 7m

であり、平均的な深さは0.4mで、ある。ほぼ東西方向に主軸をもち、西流する。堆積層の多くは

A 

B 

c 

D 

L'10Q8m 
B 

ーー~

L乞100.8m
A 

L100.8m 
c 

じ100.8m

D 

第92図 14-1トレ ンチ溝SD48土層断面図

100 

1.暗黒灰色砂粒

2暗黒灰色砂質土

3 暗黒褐色極細砂

4 . B音褐色砂混じり極細砂

l黒灰色砂質土

2 暗黒灰色砂粒

3.B音灰褐色粗砂

4 暗黒灰色砂質土

5白黄色極細砂(シルト層)

6.日音灰褐色粗砂

1 . i:R黒色砂混じり粘質土

2.灰褐色組砂

3.黒色粘質土

4 澄褐色粗砂

5.黒色砂混じり粘質土

6種褐色粗砂

7 黒褐色砂混じり粘質土

8.黒色粘土+細砂

9 黄白色極細砂ブロァク

10.灰褐色粗砂

1.暗灰色細砂

2.灰褐色砂粒

3. i先黒色砂質土

4 灰白色粗砂

5.B音赤褐色粗砂

6 黒色砂混じり粘質土

7.燈褐色粗砂
8.燈備色粗砂

9 黒褐色砂混じり粘質土

10. U音茶褐色粘質土

11灰褐色粗砂

12日音褐色砂質土

13.黄白色シルト斑暗褐色土

14.塁褐色砂質土

15黄白色ンルトブロァ ク4犬に入る

16.黒色粗砂
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砂層であるが、部分的に黒色粘土ブロックが混入していることから溝 SD48と同じく 一時的な流

水による埋没を想定することができる。池沼 SX 4 (第94図)は、その大半がトレンチ外に位置す

るため、全体の規模や深さについては不明で、あるが、池沼縁辺部の形状は、なだらかに傾斜して

いる。なお、現行道路直下での検出であったため池沼底部の確認はし得なかったが、粘性が非常

に強い黒色粘土が厚く堆積しており、また、倒れ込んだ松樹や多くの木葉、湿地帯の植生を示す

花粉を多く検出していることから、集落内に存在する比較的小規模な池沼で、あった可能性がある。

また、池沼 SX4 は、弥生時代に大半が埋没したと考えられるが、 瓦器片を含む 3 ~ 8 層が弥生
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第93図 14-1トレンチ溝SD60土層断面図
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I暗黒灰色粗砂粒

2.i炎灰褐色粗砂

1 暗里灰色粗砂粒

2.黒色細砂質土

3.淡灰褐色粗砂粒

i 暗茶褐色砂質土

2.暗里褐色粘質土

3黄褐色粘質土

4.暗褐色粗砂粒

1.暗茶褐色砂質土

2.黒褐色粘質土

3.濁褐色細砂粒

4.暗茶褐色土

5.暗褐色粗砂粒

6黒褐色粘土

7.暗灰褐色組砂

8 淡灰褐色粘質土

9黄褐色粗砂

10暗褐色粘質土

l 暗灰褐色細砂

2. B音茶褐色粘質土

3.灰褐色粗砂

4 暗褐色砂質土
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位里~.，附

。
与孟孟ー

第94図 14-1トレンチ池沼 SX4西壁土層断面図

時代堆積層上に堆積している こと から、中世まで窪地として存在した可能性がある。なお、図示

し得た土器は第106図23 ~ 26であるが、ほかにも大量の土器片が出土している 。 土坑 S K29(第95

図)は、 直径約 1mの不整円形を呈しており、 二段に掘り込まれている。また、土坑SK41 (第96

図)は、 一辺約0.9mの不整形土坑であり、第106図29に図示した弥生土器が出土している。これ

IV=-41.4130m 

I里土は暗茶褐色土
I:! 印刷

ト寸ーr-r，-，一一一一ーベ

第95図 14 -1トレンチ土坑SK29実測図

I V=-41，4.or5m 

0 5.00明

I里土は暗茶褐色土 l 

第96図 14-1トレンチ

土坑SK41、ピ7 トSP42実測図

らの士坑群の使途については不明であるが、破

片化した土器が土坑底部から出土している こと

から、生活廃棄物を投棄したと考えられる。弥

生時代の主要遺構は以上であるが、竪穴式住居

跡の検出もないことから当該地一帯が集落の中

了 /G/ 

見通し図 /シ/

//////// 同

第97図 14-1トレンチ井戸SE3実測図
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核部ではなく、集落の縁辺部に位置する可能性が高い。地理的条件から当該調査地より北西方向

に集落の中核部が所在する可能性を指摘できる。

平安時代後期に比定できる井戸 SE 2 (第91図)は、長軸306m、短軸208mの不整円形の平面フo

ランを有し、井戸底面までの深さはOo8mを測る。井戸枠や井筒は抜き取られていたが、抜き取

また、鎌倉時代前期に比定できる井り坑から第107図45 ~ 47にみられる土器が多量に出土した。

戸 SE 3 (第97図)は、不整な円形を呈しており 、平均直径は206mで、ある。井戸中央部には、直

径Oo56mを測る桶の転用井筒が据えられており、桶の外面 2か所には竹材の組物が良好に残存し

ている 。 井戸内から第107図53~55の遺物が出土している 。

②第14次第 2トレンチ (第

基本98図、図版第58-(2))
Ivo 削，365m

的な層位は、耕作土と床土直

下に遺構検出面が広がってい

る。第 2トレンチでは、 i炎黒

褐色土が堆積する溝 SD 15と

そして、時期不詳

のピット群と耕作に伴う溝を

溝 SD16、

I V~-41，35m e9Q985 
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検出 したO 特に、溝 SD 15と溝

第 lトレ ンチS D 16の埋土は、じ100.5

で検出した弥生時代の土坑の埋

士に酷似しており 、弥生時代後

そのしかし 、期に比定できる O

-黒褐色土ブロック

用途については不明である O

③第14次第 3トレンチ (第99
1.床土

2.濁暗茶褐色砂(粗い)

3.濁暗茶褐色砂(粗い、やや淡い色調)

4.濁暗茶褐色砂(細かい) 基本的に図、図版第59-(l)) 

は耕作土と床土直下に遺構検出14 -3トレンチ溝 SD5東壁土層断面図第101図

面が広がっている。溝 SD5の基本的な堆積層は砂層であり 、黒褐色土ブロックが部分的に観察

できる (第101図)。 溝の幅や深さは著しく異なるが、堆積層は第 Iトレンチ溝 SD48や溝 SD60 

と酷似しており、同時期に機能していたと考えられる。一方、rLJ字形に屈曲する溝と、その

溝で固まれた内部に黒褐色土が堆積する遺構 SX6は、竪穴式住居跡の周壁溝状を呈している。

しかし、周辺域では竪穴式住居跡は確認していないことから、 明確な根拠をもって竪穴式住居跡

として認識できないのが現況である O

基本的な層位は、耕作土と床士直下に遺構④第14次第 4卜レンチ(第100図、図版第59-(2))
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、、

第104図 14-1トレ ンチ溝SD48出土遺物実測図(1)
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第105図 14-1トレ ンチ溝SD48出土遺物実視Jj図(2)

検出面が広がっている。 トレンチ南半は一段下がっており、北半で検出した耕作溝は、南半部で

は消失 している。 トレンチ内では、時期不詳のビ ットを10基程度検出したが、掘立柱建物跡には

復原し得なかった。 トレンチ南端では、弥生時代後期の土器を含む落ち込みの肩部を検出した。

土坑および溝の可能性があるが、堆積土が淡黒褐色粘土の単一層であり、検出長が2.5mを測り、

また、直線的な輪郭であることから、溝 SD 101として認識したO

⑤第14次第 5卜レンチ(第102図、図版第60-(1)) 基本的な層位は、耕作土と床土直下に遺構

検出面が広がっている O 弥生時代後期に比定できる土器群が出土した溝 SD98、時期不詳の土坑

S K100および耕作に伴う溝を検出した。溝 SD98は、幅 2m、深さ0.7mの規模を有し、基本的

には淡黒褐色粘土が l層堆積 しているO また、最下層に多量の土器が集積しており、 一括して投

棄された状況を呈 している O

⑥第14次第 6卜レンチ(第103図、図版第60-(2)) 基本的な層位は、耕作土と床土直下に遺構

検出面が広がっている。時期不詳の土坑SK92とピ ット群および耕作講を検出した。包含層から

-106-
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第107図 14-1トレンチ土坑 SK 1、井戸 SE2・3出土遺物実視IJ図

は弥生時代の土器片がわずかに出土するが、図示し得る個体の出土はみられない。

(2)第14次調査出土遺物

①第14次第 1トレンチ出土遺物

溝SD48出土遺物(第104・105図) 溝SD48からは査(1・2)・聾(3 ~ 10 ) ・ 高杯 ( 11 ~ 14 ) ・

鉢(l5~19)・手倍り形土器(20)などの弥生土器が多量に出土している o 1は、口径17.2cm、器高

28.8cmを測る査であり、頚部に 3か所の竹管刺突文を施す。外表面ともていねいなヘラミガキが

観察できる。3は、頚部外面にヘラミガキを施す小型の斐であり、 6は、外面をタタキによって

成形する平底の斐である O 一方、 11および12は、杯部屈曲部外面に稜を有する高杯である o 16は、

底部中央部が穿孔された鉢であり、 18は、口縁部の形状や肩部の施文から近江系の鉢である。20

は、天井部の大半が消失しているが、凸帯上に刻み目を施し、 91]点文で加飾した手倍り形土器で

ある。これらの土器資料群は、溝内出土ではあるが、 一括性の高い一群である O

池沼 SK 4出土遺物(第106図) 池沼 SK4からは壷(23・24)・器台(25・27)・鉢(26・29)・

高杯(28)などの弥生土器とともに、図示し得なかったが、倒木や流木・木葉などの自然遺物が出

土している。23は、ていねいにヘラミガキを施し、口縁部外面に円形浮文を付す査である。口縁

部上端には波状文がめぐっている O 胎土 ・焼成・色調および器壁の厚みから在地の土器であるが、

肩部に稚拙な波状文を施文していることなどから、 他地域の査の製作技法の影響がみられる。

井戸 SE 2出土遺物(第107図) 井戸 SE2からは瓦器・土師器や中世須恵器などが出土して

おり、図示した土器群から平安時代後期に比定できる。

井戸 SE 3出土遺物(第107図) 井戸 SE3からは、瓦器・土師器や中世須恵器などが出土し

ており、図示した土器群から鎌倉時代前期に比定できる O 瓦器椀の55は、器表面の残存状況が不

良で、ミガキなどはほとんど観察できないが、貼り付け高台の断面形態から、井戸SE2出土瓦

器椀よりは後出する要素を有している。

②第14次第5卜レンチ出土遺物

溝SD98出土遺物 (第108 ~ 110図) 溝SD98からは壷 (56 ~ 63 ・ 83 ) ・ 斐 (64~73) ・ 高杯 (74~

76 ) ・器台 (78~80) ・鉢 (81 ・ 82 ・ 84~87 ) などの弥生土器とともに、 88 ~ 90にみられる土錘や砥

-108-
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石 (91)などが出土している。出土土器の総量は多量であるが、各器形ごとに特徴的な個体のみ

図化した。査56は、口径12cm、器高24.4cmを測り、底部外面にわずかなタタキ痕が観察できる。

57は、長頚壷の体部であり、外面をていねいに磨いている 。 58~63は小型の査で、あるが、特に、

~~主、

ー、下、、、
、"、、¥、、
、い

64 
中 fcm 

第108図 14-5トレンチ溝SD98出土遺物実測図(1)
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60 ~ 63は外面をハケにより器面調整しており、共通の手法が観察できる。一方、 64は聾で、口径

22 . 8cm、器高37.2cmを測る大型土器である 。 後にみる 66 ~ 73の斐とは手法などの点において異な

る要素を有している 。 66 ~ 70 ・ 72 ・ 73は、タタキ技法により成形しているが、 71 についてはタタ

キはみられず、ハケメによる調整である。直線的に外反する口縁部にも顕著な個体差があらわれ

ている。74は、口径18.8cm、器高15.5cmを測る高杯である。胎土は徹密であり、焼成は堅綴であ

る。80は器台で、口径19.6cm、器高18cmを測る。口縁端部外面がわずかに屈曲する o 84 ~ 87は、

f、f九"<，、， u 

// 68 

~if(I 
73 

: 
第109図 14-5トレンチ講 SD98出土遺物実i~IJ 図 ( 2 )
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底部に穿孔部をもっ鉢である。88・89は藁王様の士錘である。90は、成形時の握り痕が顕著に残

存する土錘である。91は、湾曲部をもっ砥石である。

(3)第15次調査検出遺構

第15次調査は、先に述べた第14次調査地域の南方に位置しており、先に述べた調査成果と関連

する遺構および遺物の検出が予想された(第90図、図版第61一(2))。
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第110図 14-5トレンチ溝 SD98出土遺物実測図(3)
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①第15次第 1卜レンチ(第111・112図、図版第57-(2)) トレンチ北西地点の標高は概ね100.6

mを測り、南東地点の標高は100.2mを測る。比高差0.4mのわず?かな傾斜がみ られる。 トレンチ

南壁での堆積状況は、耕作土および床士下に瓦器片を包含する暗茶褐色土が約0.3m堆積してお

り、その下層に弥生土器を包含する淡黒褐色粘土が約0.2m堆積している。検出遺構には、竪穴

式住居跡 SH5や溝 SD6・7などがある。竪穴式住居跡 SH5は、直角に曲がる溝と住居跡内

の貯蔵穴と思われる土坑SK8のみの検出であるため、明確な根拠をもって竪穴式住居跡として

認識できる状況ではないが、直角に曲がる溝の内側には、濁淡黒褐色土と弥生土器細片が混入し

ていることから、竪穴式住居跡である可能性が指摘できる。溝 SD7は、幅0.3m、深さ0.3mを

測り、 17mにわたり隅丸方形にゆるやかに屈曲している。溝内の堆積土は、淡黒褐色土の単一層

であり、弥生時代後期の土器片が出土している。溝の使途については、不明である。溝 SD6は、

幅0.4m、深さ0.5mを測り、北西から南東方向に流れている。溝内には淡茶褐色粗砂層と淡黒褐

色粘土層が互層に堆積しており、偶蹄類日の踏み込み跡が

多数みられる。溝内から第112図に図示した須恵器の蓋が出

土しており 、陶邑編年TK209型式に比定できる。なお、掘

立柱建物跡としては復原し得ないが、鎌倉時代に比定でき

る直径O.2 ~0.3mのピット群を検出している 。

②第15次第 2卜レンチ (第113図、図版第62-(1)・63-

(1) ) 第2トレンチで

は、弥生時代の埋葬施

設と鎌倉時代のピット

群、時期不詳の耕作溝

群を検出した。確認し

た埋葬施設は、総計3

基であるが、周囲にそ

れらを囲緯する溝は検

耕作土

Zタ汐タクジづ 四日m

第111図 第lトレンチ南壁土層柱状図
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出していない。また、

埋葬施設から時期を決

める遺物は出土してい

ないが、それらを覆う

遺物包含層中から弥生

時代末期の土器が出土

している。埋葬施設S

X 1 (第114図、図版第

63一 (2))は、隅丸長方

形の平面プランを呈
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し、全長が202m、幅が005mを測る。墓墳南端部では木棺木口板の痕跡が確認でき、木棺の規模

は、全長1.9m、幅004mで、ある。墓塘内の堆積土は暗茶褐色土の単一層である。埋葬施設SX2

(第115図)は平面形が隅丸長方形であり、全長が1.7m、幅が008mの規模で、ある。埋葬施設SX

3 (第116図)は平面形が隅丸長方形であり、全長が1.8m、幅が008mの規模で、ある。

③第15次第 3トレンチ(第117図、図版第62-(2)063-(3)) 第3トレンチでは、弥生時代末

期の竪穴式住居跡 SH4と時期不詳の耕作溝群を検出しt:.0 竪穴式住居跡 SH 4 (第118図)は、

一辺507mを測る方形の竪穴式住居跡であり、南辺から査、輩、高杯、器台などの弥生時代後期

の土器が良好な状況で出土している (図版第63一 (3))。また、北西辺付近から平坦面を有する花

崩岩の台石(第120図119)を検出した。

(4)第15次調査出土遺物

①第15次3トレンチ出土遺物

竪穴式住居跡SH4出土遺物(第119・120図) 竪穴式住居跡SH4からは査 ・斐 ・高杯・鉢・

器台などの弥生土器が出土している。これらの土器群は、竪穴式住居跡の南辺から集中して出土

X ~108，77印有

tこすO司l64明
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第114図 15-2トレンチ埋葬施設SX 1実測図第113図 15-2トレンチ遺構実測図
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しており、 一括性の高い資料である o 94は、口

径7.4cm、器高8.8cmを測り 、内外面はていねい

なへラミガキによ って調整している。胎土は綴

密であり、焼成は堅徹、色調は暗黄茶褐色を呈

ミモ

長さ予'16."，
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第115図 15-2トレンチ埋葬施設 SX2実測図
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第117図 15-3トレンチ遺構実測図
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第116図 15-2トレンチ埋葬施設SX3実測図
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第118図 15-3トレンチ竪穴式住居跡 SH4実測図
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太田遺跡第14・15次発掘調査概要
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第119図 15-3トレンチ竪穴式住居跡 SH4出土遺物実測図(1)

ro 
可

E
i

1
i
 



京都府遺跡調査概報 第107冊

~ 巡~"

回
目

れ
し
仙

川

れ
引
い
V

由

国

四

国

門

vw

しており、北陸地方を中心とする北近畿から

の搬入土器と考えられる。また、 95は、口径

7.6cm、器高8.6cmを測り、 肩部外面には、波

状文や列点文などがていねいに施文されてい

るO 口縁端部が鋭く直立することと胎土が綴

密であり、焼成は堅徹、色調は暗茶褐色を呈

していることから近江系の土器である。一方、

116・118・120はおのおの形状が異なる砥石で

あり、 117は、石器素材の粘板岩である。また、

119は、住居跡床面に据えられた状態で出土し

た花両岩の台石である。最大長22.4cm、厚み

12cmを測る O

4. まとめ

太田遺跡第14・15次発掘調査では、弥生時

代後期の竪穴式住居跡や埋葬施設をはじめ、
h 

池沼や溝、流路な どを検出した。これらは、
第120図 15-3トレンチ竪穴式住居跡SH4

出土遺物実測図(2) 太田遺跡地内における土地利用の変遷を考え

るうえで重要な調査成果である O 特に、第14次第 lトレンチ溝 SD48、土坑 SK4、第14次第5

トレンチ溝 SD98、第15次第3トレンチ竪穴式住居跡 SH4出土の一括性の高い弥生時代後期の

土器群は、亀岡市北金岐遺跡検出の SD4、SB3・15、SK9などから出土した土器群と共通

の要素を有していることから、畿内第V様式最終段階に併行する時期に比定できる土器群である。

また、北近畿などの他地域の土器の出土は、当時の地域間交流を考察するうえで基礎となる資料

である。今後は、周辺に位置する遺跡から出土した土器群と比較検討を行い、編年的研究を深め

る必要がある。

最後に、府営ほ場整備事業に係わる太田遺跡の発掘調査は、当該調査をも って終了するが、各

調査を総合的に捉え、あらためて太田遺跡が有する歴史的位置付けについて考察したいと思う 。

また、発掘調査をすすめるにあたり、多くの方々のご協力を得た。御礼を申し上げたい。

(小池寛)

注 l 調査参加者(順不同・敬称略) 竹岡美恵子 -村嶋みよ子・大石ふゆ子・大西芳美・原野実子・竹岡

弘子・東前愛子 ・原野秀司 ・石田百合子・原野恭治・西田恭三 ・竹岡春雄 ・前田幸枝 ・美馬如子 ・

原田勝美 ・美馬幸夫・出畑タツ子 ・大西須美江・ 石田昭・東前佐和子 ・西村治郎・川口庸史 ・天池

佐栄子・陸田初代 ・荻野冨紗子・森川敦子・高田巽由美 -井上聡・長尾美恵子 ・柿谷悦子 ・安田裕

貴子・古賀友佳子 ・山岡匠平・倉谷和子 ・作山美智子
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長岡京跡右京第753次(7ANGHD-5地区)
いのうち かみざと

井ノ内遺跡・上里遺跡発掘調査概要

8. 

1 .はじめ に

この調査は、主要地方道大山崎大枝線緊急地方道整備事業に伴う調査である。井ノ内遺跡・上

里遺跡、は、 小畑川右岸の善峰川により形成された沖積地南側の低位段丘上に位置する。長岡京の

条坊復原推定によると、右京二条四坊一町(新条坊 :右京二条凹坊三町)にあたる。調査地東側に

平行して走る道路では、桂川右岸流域下水道建設工事に伴い、昭和53・54年度に調査が実施され

さらに中 ・近世に至る多くの遺構が検出されていており、弥生・古墳時代から奈良・平安時代、

る(第122図)0 また周辺では多くの調査が実施され、弥生時代~中世にかけての複合遺跡である

ことカfわかっている。

現地調査は、調査第 2課課長補佐兼調査第 3係長奥村清一郎・同調査第 3係主任調査員増田孝

彦が行った。調査期間は、平成14年12月11日~平成15年2月21日まで実施した。調査面積は、約

400m"で、ある。調査に際しては、京都府教育委員会・長岡京市教育委員会 ・京都府乙訓土木事務

所をはじめとする関係諸機関の協力を得た。また、現地作業・整理作業については調査補助員・

整理員の協力を得た。記して感謝する。

月

i'Eム
唱
E
ム

2.調査概要



京都府遺跡調査概報 第107冊

第122図  トレンチ配置図

含む)の 遺構検出面 となるが、南に向かうほど

礫が多 く含まれる。

なお、調査面積は当初300ぽ を予定 し掘削を

行ったが、南端で溝 S D01を 一部検出 したた

め全体を把握できるよう、南側に トレンチを

拡張 した。そのため調査面積は合計約400ポ と

なった。

3.検 出遺 構

検出された遺構は、主に古墳時代後期 と中

世であ り、主要な遺構についてその概要を記

す。古墳時代の遺構 としては、竪穴式住居

跡・土坑・柱穴などがある(第 124図 )。

竪穴式住居跡 S H06(第 125図)溝 S D01北

側で検出したもので、主軸はN35° E、 後世の

削平 を受けてお り床面の約半分を検出 した。

一辺約 4× 3mの住居が復原 され南東側がや

や狭い。南西壁中央部分に竃が設けられてい

るが、前面 を後世の土坑 により削平 される。

残存する掘 り込み側壁の深 さ 8 cmを 測る。柱

穴な どは検出 されなかった。隣接する昭和

53・ 54年度調査地でも、柱穴を有さない竪穴式住居跡が検出されている。床面から須恵器・土師

器片が出土 した。古墳時代後期後半と推定される。

土坑 S K04(第 126図 )掘 立柱建物跡 S B08の南西側に平行 して検出したものである。北西―

南東方向のもので、南東側は中世溝 S D03に 切られるが、北側でほぼ直角に曲がる部分が検出さ

れていることから、掘立柱建物跡 S B08の 南 0東辺に沿ったような「 L」 字状の土坑と考えられ

る。検出長約6.5m、 幅約2。 Om、 深さ35cmを 測る。北西側が浅 く、南東に向かいゆるやかに深 く

なる。埋土は、北西方向から3度 にわたり埋まったような状況を呈する。基本的には焼土粒・炭

昭和53054年 度
調査地

L=41100里 1.表土

IIIII~~｀
L一――__、、こ_____― ―ユ_____一 一」=~___二 正三 2.淡黒褐色土 (中世包含層)

3.淡茶褐色粘質土

4.茶褐色土

5.茶褐色礫混じり土 (礫 多い)

6.淡茶褐色粘質土

7.暗茶褐色礫混じり土

(瓦器多量に含む)

8.茶褐色礫混じり土(礫多い)

9.淡黄灰色礫層 (地 山)

第123図  溝 S D01西 壁土層図
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昭和53054年 度調査地
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第124図 遺構配置図
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混じりの暗茶褐色粘質

土であり、上層の北西

端は焼土粒・炭を多く

含み、中央部から溝 S

D01までは、炭混じり

の淡黒褐色粘質土であ

るO 各層から多くの須

恵器 ・土師器が出土し

た。土坑内から出土し~6)-

L=40.8m 

た遺物は、完形のもの

σ がなく、また接合して

も完形にならないもの

が大半で、部分的な残

存状況である。個体数

はかなり認められる

加 が、現状では、須恵器

杯葦 9点 ・杯身 8点、

どちらとも 言えない天

a 

l=40.8m 0 

竺 ヒ= ロ
妨的~忽ヂヲM妨炉必ヲ~ゑ

第125図 竪穴式住居跡SH06、掘立柱建物跡SBll実測図

井部の破片からみた個体数16点・聾4点・ 壷 2点 ・高杯6点 ・躍4点で、土師器斐 5点 ・高杯3

点、総数約57点が出土したO 竪穴式住居跡SH06同様、古墳時代後期後半のものである O

土坑SK 10(第124図) 北側を溝 SD01 、東側を溝SD03に削られたもので、残存長約1.4m、

同幅約0.8m、深さ25cmを測る。埋土から須恵器査が出土した。平安時代初頭と推定される。

中世の遺構は、溝 ・土坑などがある。

溝 S001 (第122・124図) 調査地南端で検出したもので、昭和53・54年度に調査されたEトレ

ンチ SD2731の延長部分である。検出長約13m、幅約2.3m、深さ最大で0.7mを測る。西側から

東に向かい傾斜している。東側の道路付近は、現代の撹乱により大きく削平を受ける。黄褐色粘

土の地山面より掘 り込まれ、断面は iUJ字状を成す。埋土は暗茶褐色粘質土を中心 とする 6層

からなり、 4層より多量の土師器皿 ・羽釜、瓦器碗 ・皿とともに滑石製鍋や鍛冶淳、鉄釘 ・飾り

金具などの鉄製品が出土した。 中世居館跡の外郭施設と考えられる O

土坑SK 09(第124図) 溝 SD03の北端の東側で近接して検出した。ややいびつな楕円形を呈

する。検出長約 3m、幅約1.8m、深さ0.2mを測る O 瓦器碗 ・皿、土師器皿が出土した。溝 SD

01と同時期のものである。

そのほか、出土遺物が少なく、時期を特定できないものとして以下の遺構がある。

掘立柱建物跡SB08(第127図) 竪穴式住居跡SH06とほぼ同方向で、土坑SK04に直交する。

東西2間(3.3m) X南北3問(4.3m)の北東から南西方向の建物跡と考えられる。主軸はN320 E 

ハU
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/
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である 。 柱穴は直径40~70cm 、

深さ 14~ 22cmを測る 。掘立柱

建物跡 SH06、土坑 SK04と

ほぼ同じ方向を持つ。南東角

の柱穴は、土坑 SK04の埋土

上に設けられているため、こ

れよりは新しいものである。

掘立柱建物跡 SB 11 (第125

図) トレンチ南寄りで検出し

たもので、東西 l問(2.9m)X

南北 I間(2.3m)分である O 柱

穴の直径40~60cm、深さ 21 ~ 

37cmを測る 。溝 SD03に直交 / 

する方向をもっ。東側が調査

地外に延びていく可能性があ

り、南側は溝 SD01に削平さ

れていると考えられる 。南北

2間×東西 2間以上の東西棟

の総柱建物跡が推定される O

北東角の柱穴より重郭文軒平

瓦が出土した。柱穴内から細

片化した須恵器・土師器が出

土したが時期を特定できない。

l暗茶筒色粘質土
(炭混じり、土器片含む)

2.暗茶褐色粘質土
(炭混じり、土器大型片含む)

3.茶褐色粘質土
世 (炭混じ旬、土器片少ない)、μ4.暗茶褐色粘質土

、 (炭混じ旬、部分的に淡褐色粘土含む)
5淡黒褐色粘質土
(炭混じり、土器細片含む)

6暗茶褐色粘質土
(炭混じ旬、土器大型片含む)
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第126図 土坑SK04遺物出土状況図

10m 

溝 SD03(第124図) トレン

チ中央で検出した南北溝で、溝 SD01に直交し先行する。溝SD01北側では徐々に浅くなり途切

れる。 トレンチ北端付近では、掘削されない部分が約4.5m認められる O この部分より北側に延

びる溝はやや東側に傾く 。検出長約25.2m、最大幅約1.4m、土坑 SK04と切り合う付近が最も

深く約0.28mを測る。全体的に北から南に向かつてゆるやかな傾斜をもっ。少量で、はあるが埋土

中より須恵器、土師器皿、瓦器碗・皿、瓦が出土した。

溝 SD05(第124図) 溝SD03の東側に平行して延びるもので、溝 SD01に直交し先行する O

溝SD01の北側は現代の撹乱により削られる。溝 SD01の北側 6mで、徐々に浅くなりなくなる O

検出長約8.2m、最大幅約O.7m、深さ約O.2mを測る。北から南に向かつてゆるやかな傾斜をも

っ。この部分での新旧関係は、古い順に土坑SK10、溝 SD05、溝 SD01となり、平安時代以降

の溝と推定される。溝SD03同様、少量の須恵器、土師器皿、瓦器碗・皿が出土した。

溝SD03・05は平行して延びる ことから道路状遺構に伴う両側溝の可能性が考え られる。
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4.出土 遺 物 (第128図)

土師器・須恵器 ・瓦器・白磁などの土器類、 i骨石製模造品、瓦、鉄釘・飾り金具などの鉄製品、

鍛冶淳といった鍛冶関連遺物などが出土した。

1 ~ 6は土坑 SK04から出土したものである o 1 . 2は杯蓋で丸い天井部をもち、口縁端部は

尖る o 3・4は杯身で立ち上がりが内傾し、杯部の浅いものである。5・6は高杯である O 高杯

の杯部底部は、回転ヘラケズリ調整している o 6は、 二方向に貫通しない方形の透かしが穿たれ

る。土坑SK04より出土した多 くの遺物は、概ね 6世紀末から7世紀前半に比定される o 7は杯

身である。溝 SD03内より瓦器片ととも出土した。口径13cm、器高4.1cmを測る。色調は暗灰色

ワ@ー
o 
ヒニエニコ

第127図掘立柱建物跡SB08実測図
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第128図 出土遺物実測図

である。8は須恵器査で、土坑SK10より出土した。小型で丸い胴部の器形を持ち、口径4.2cm、

高さ 9cmを測る。9・10は溝SD01より出土した土師皿で、器壁が厚く器高の浅い小型のものと、

器壁が薄く器高が高いものの 2種がみられる。11~ 13は溝 S D01より出土した瓦器皿である O 口

径10cm前後のもので、 13は底部内面に平行暗文を施す。 14 ~ 19は瓦器椀で 15~19は溝SD01、14

は土坑 SK09から出土した。高台は断面三角形を呈し、口縁部に段ないし沈線をめぐらすもので、

内外面とも磨滅が著しく暗文が部分的にしか観察できないが、体部外面には指オサエ痕を残すも

のが多い。溝SD01出土遺物は12世紀後半を中心とする13世紀中頃までのもので、 18は溝の埋没

時期を示すものである。20は須恵器鉢である。東播系で、細かな白色砂を多く含む。色調は灰褐

色である。21は、滑石製のミニチュア釜で溝 SD01より出土した。底部付近のみの破片である。

同一個体と考えられる破片が土坑SK10からも出土している o 22は重郭文軒平瓦でSP70より出

土した。瓦当部分の幅5.7cm、長さはllcmを測る O 胎土は精良で、、色調は淡灰褐色をなす。23・

24は溝SD01より出土した。釘の個体数は約6点あるがすべて頭部が欠損したもので、 23は唯一

っdつムーよ
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頭部が残存するもので、頭部を肩平に広げ折り曲げるものである。長さ5.4cm、幅 1cm、厚さ

0.6cmを測る。24は笠型の飾り部分と中央部に打ち込まれた釘からなる O 笠の直径5.3cm、高さ 1

cm、釘部分の長さ3.4cm、厚さ幅とも0.5cmを測り両端を欠損する。25は、鍛冶淳である。重量

187.7 gを量る。

5. まとめ

今回の調査では、古墳時代後期の竪穴式住居跡・土坑、中世の溝・士坑を検出した。

竪穴式住居跡については、後世の削平により約半分の検出になったが、周辺に散在する柱穴に

古墳時代の遺物が含まれており、削平された竪穴式住居跡、掘立柱建物跡などが存在する可能性

がある O

長岡京期の遺物は少量出土しているが、遺構は検出されなかった。近辺の調査でも同期の遺構

はほとんど検出されないという結果が出ている O 調査地は、条坊推定では西三坊大路路面上とな

り、遺構が検出されないことを裏付けるものかも知れないが、その理由については今後検討を要

する O 出土遺物の大半が磨滅・細片化してしていることから、中世の土地利用に伴い消滅したと

いう可能性も考えられる。

また、 トレンチ中央部で検出した道路状遺構の両側溝は、時期を特定することはできなかった

が、溝 SD03の掘削されていない約4.5mは道路の交差点と仮定することもできる。ここより南

200mの右京第704次調査では検出されていないことから、何らかの境界線となるようなものかも

しれないが、条里・条坊制の地割りを踏襲している可能性がある。

中世の遺構では、昭和53・54年度調査成果と合わすと、溝SD01は、南jヒ23m以上、東西19m

以上の方形に区画される溝を確認したことになる。これは、施設をとり囲む外郭施設と考えられ、

出土した多量の12世紀後半を中心とする瓦器椀から、12世紀後半に存在した中世居館跡の存在を

示唆するものといえる。この溝は、 13世紀中頃には埋没したものと思われる O

この付近は、富坂荘・長岡荘の荘園が存在していたことが文献からも知られており、関連が問

われるところでもある。区画溝の西・南限および内部の建物配置については、今後の調査成果に

期待したい。また、出土遺物に鍛冶淳、飾金具・釘などの鉄製品も出土していることから、ここ

で生産された製品であるとはいえないが、周辺の調査でも同様の遺物が出土しており、鍛冶工房

が近辺に存在したことは確実である。居館と鍛冶工房の関係など、中世の復原を試みる上で今回

の調査は重要な資料を提供したといえる。

(増田孝彦)

注l 調査補助員および整理員 大歳浩史・兵頭真千 ・稲垣あや子・藤井矢蕎子
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官 献跡右京第750次(7畑山地区)

神足遺跡発掘調査概要

9 . 

1 .はじめに

この調査は、御陵山崎線住宅宅地関連総合整備事業に伴い、京都府乙訓土木事務所の依頼を受

けて実施した。調査地は、長岡京市神足 2丁目で、長岡京跡右京六条一坊十三町(新条坊では右

京六条一坊十五町)にあたり、神足遺跡の範囲内でもある。隣接する調査区(長岡京跡右京第638

次 ・同664次)では、弥生から中世 ・江戸時代に至る遺構が多く検出されており、当調査区でも遺

構が検出される可能性が高いと判断された。

現地では、配管類を避ける形で、約200m'のトレンチを設定し、平成14年10月29日から12月13日

まで調査を行った。調査は、当調査研究センター調査第 2課第 l係長石井清司、同調査員藤井整

が担当した。調査期間中、発掘調査 ・整理業務に従事していただいた作業員 ・調査補助員 ・整理

員の方々に心からお礼申し上げます。また、調査に当たっては、京都府教育委員会 ・長岡京市教

育委員会・ (財)長岡京市埋蔵文化財センター・京都府乙訓土木事務所をはじめ、関係諸機関より

ご指導 ・ご協力をいただ、いた。厚くお礼申し上げます。なお、発掘調査に係る経費は、全額、京

都府土木建築部が負担した。

2.調査概要

(1)基本層序

調査区は、小畑川右岸の低位段正上に立地しており、周辺はゆるやかに北西から南東方向へと

o 
i、ヰ記.:x.ii!/2 

調査地位置図(国土地理院1125，000京都西南部・淀)

「「

υ

円
ノ
ム
】

第129図
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下がる段E面に位置している。調査区の現地表面は標高18.3m前後で、遺構面は標高17.5m前後

である O 遺構面は灰褐色砂質士(第131図32層)を除去した段階で検出できる l面で、弥生~江戸

時代までの遺構を検出した。基本層序は地表面から、コンクリート、第 1層は暗褐色土(29層)、

第2層(30層)は、ともに整地土である。第3層は褐灰色砂質土(31層)、第 4層は灰褐色砂質土

(32層)で、土師器などの細片を含んでおり、ともに耕作土と考えられる。第5層は暗黄褐色粘質

土(33層)である。全ての遺構は、この第 5層上面で検出した。調査終了後数か所に断ち割りを行

い、第 9層(37層)まで、遺構・遺物の有無を確認したが、下層遺構あるいは遺物は認められなか

った。

(2)検出遺構(第130図)

主な遺構としては中世の堀状遺構と 、弥生時代の方形周溝墓がある。大半のピットや土坑から

は遺物が出土しておらず、切り合い関係のないものについては時期を明確にしがたい。特に、長

岡京期の遺構については、長岡京跡右京第630次調益で、建物跡群が検出されていることもあり注

目されたが、今回の調査では、この時期に特定できるものはなかった。また、この調査区にかか

る可能性のあった六条条問南小路南側溝も検出されず、当調査区より北に位置する可能性が高い。

遺構は第 5層上面の l面でその全てを検出した。近現代の撹乱により、壊された遺構も多かった。

以下、時期の新しいものから報告を行うこととする。

中世より新しい時期の遺構には、土坑SK01 . 11がある。

土坑SK 01 調査区南西で検出した不整な円形の土坑である。埋土は灰褐色砂質土で、浅い播

鉢状の断面形を呈する。遺物は出土していないが、中世の溝 SD13を切る。

土坑SK 11 調査区南半中央で検出した方形の土坑である。遺構の東半は調査区外である。埋
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一一一一 一一 SD02南壁
一一 ← 〆29

一一立ゴ 「 一τ一¥ / 初 当 9m 1.暗褐色砂質土(明賞褐色砂質土プロック混)

¥. r 一一三「一一ーと""---ーノ' 31 -一 2.暗褐色砂質土
一一一 3.暗褐色砂質土(黄褐色砂質土プロック混)

J2 
4 褐灰色砂質土(黄褐色砂質土ブロック混)

5 暗褐色粘質土と黄縄色砂質土ブロックの層

6.暗褐色粘質土 7褐色粘質土

Lニ17.0m8褐灰色砂質土(やや粘性有)9褐灰色砂質土

10暗褐灰色砂質土(黄縄色砂質土ブロ yク混 やや粘性有)

11褐色砂質土(世50凹程度の傑わずかに含む やや粘性有)

12.暗渇色砂質土(o50回程度の磯わずかに含む)

13.褐灰色粘質土(o 80-150皿程度の際わずかに含む)

14日音褐灰色粘質土(粘性有)15褐灰色粘質土(粘性有 やや締まる)

16. s音褐灰色粘質砂(黄褐色粘質土ブロックわずかに含む)

17暗褐灰色粘質砂 18.暗褐色粘質土(併50醐以上の礁を多く含む)

19暗褐灰色粘質土(粘性有 ややもろい)

20暗褐灰色粘質土(o50阻以上の礁を多少含む)

21.s音褐灰色粘質土 22暗褐灰色粘質土(粘性有・併 50mm以上の礁を多少含む) 23暗褐色粘質土(粘性有・ややもろし、)

24.暗褐色粘質土 25暗褐色粘質土(粘性有・ 5C皿以上の礁を多く含む) 26暗褐色粗砂磯(世20-50mmの礁を多量に含む)

27暗里灰色砂質土(ややもろし、) 28暗里灰色砂質士(黄褐色砂質土プロ yク混) 29整地土 30にぶい褐色土(整地土か)

31.褐灰色砂質土(もろし、 32灰褐色砂質土(もろし、 33暗黄褐色粘質土 34貧褐色粘質土(1数砂混)

35. i.農黄褐色粘質土(j数~細砂混) 36. i.農褐黄色砂質土(粘性有) 3U農褐黄色粗砂礁
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S D25東壁

l褐灰色砂質土 2.s音褐灰色砂質土

3.暗褐灰色砂質土(併20凹程度の礁を少し含む)

4 淡褐灰色砂質土(淡黄褐色砂質土ブロ yク混)

一一一一 5.褐灰色砂質土(淡賞褐色砂質土プロ yク混)
x=ー121.8436淡黄褐色砂質土

7.淡黄褐色砂質土(s音褐灰色砂質土プロァク混)

8. i炎黄褐色粘質土 9. i亮貧褐色粘質土(手組砂磯r見)

10.黄褐色砂傑質土 11.黄褐色粘質細砂
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S K03西壁

l褐灰色砂質 t
(20-50皿程度の礁を多く含む・締まり有)

2褐灰色砂質土(20-50凹程度の僚を多く合む)

3. i.農黄渇色砂質土(20-5C凹程度の礁を多く含む)

4 暗褐灰色粘質土

v c 
L=17.3m 
d 

一一ー 5.暗褐灰色粘質土(20-50mm程度の僚を多く 含む)
x=ー121.845 

6.暗褐色砂質土

(20-50mm程度の撲を多く含む もろい)

7暗縄灰色粘質砂(締まり有)c .~暗褐色粘質砂 (締まり有)
9. s音褐色粘質砂(ややもろい)

10. i農褐灰色粘質砂(ややもろし、)

11.褐灰色粘質砂(ややもろしリ

12暗褐灰色粘質砂(ややもろい)

13.暗灰褐色砂質土(もろし、)

14. i農黄褐色粘質土(微~細砂混)

15.1農縄黄色砂質土(粘性有)

16. i，農筒黄色祖砂礁

2m 

第131図 堀状遺構SD02、溝 SD25、土坑SK03平・断面図
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土は黄褐色粘質土と黒灰色粘質土の互層をなす。遺物は出土していないが、溝 SD25を切る O

中世の遺構としては、堀状遺構 SD02とそれに附属する溝と考えられる溝 SD25、さらにピッ

トなどカfある O

堀状遺構 SD02 調査区西半を南北に延びる幅約 3m、深さ 1.2mの iVJ字状の溝である O

調査区の北端に及ばずに途切れることなどから、堀である可能性が高い。

堀状遺構SD02の南端と北端では埋没の状況に加え、遺物の出土状況も若干異なる。南半では、

下層・最下層から、拳大の礁と瓦器椀、羽釜などが多量に廃棄された状態で出土した。この拳大

の礁は、基本層序の第 9層(第131図37層)に含まれる礁と比較しても大きく 、ベース以下の層か

らの混入とは考えがたい。遺物と礁は折り重なるようにして出土すること、また、第6. 7層

(第131図34・35層)に近い黄褐色粘質土ブロックも遺物と混在することから、礁が含まれる下

層 ・ 最下層 (第 1 3 1 図 17 ~ 26層) は人為的に埋め戻されたものである可能性が高い。 中層 ( 8 ~ 16 

層)から上層(1~ 7層)にかけては遺物 ・礁ともにほとんど含まず、下層以下とは様相が異なる。

特に、南端の断面では再掘削の痕跡も認められるため、この堀状遺構SD02は一旦埋め戻された

が、後に再掘削されたものと考えられる O

堀状遺構SD02の北半では、下層から上層にかけて多くの遺物が出土した。特に北端へ向かう

につれ上層の遺物含有量は増加したO 南半では最下層から完形に復原することが可能な遺物が多

量に出土したが、北半ではまとま った形ではなく、いずれの層からも細かい土器片が出土し、特

に炉壁.1宰といった遺物の出土が目立った。遺物は13世紀前葉のものが、再掘削前の埋土から出

土している。

溝SD25 堀状遺構 SD02の北端から7.5mの位置で、西へ延びる溝 SD25を検出した。この溝

は西半を土坑SKllによ って壊されているため、延びてし、く正確な方向やその性格は不明である

が、埋土の状況などから、堀状遺構 SD02と同時に機能していた可能性が高い。この溝 SD25が

堀状遺構 SD02と交わる地点では、溝 SD25と直交する深さO.lmの小口状の窪みを検出した(第

131図中)。 この小口状窪みの性格もまた不明で、あるが、溝SD25が地形の高い方へと延びること

から、簡易な堰や水門のような施設を想定できるかもしれない。ただし、堀状遺構SD02は下層

の砂磯層を掘り込んで掘削されているため、堀が常時水を湛えられたかは水量次第である。

溝SD15 調査区北半で検出した溝で、瓦器椀の細片が出土したが図化できるものはない。

ピットSP 14 木棺墓 SX08の北側で検出されたピットで、上層からは瓦器皿が l点出土した。

周辺では多くのピ ットが検出されたが、埋土の違いなどを考慮すると 、建物の復原は難しい。

中世以前の遺構には、溝 SD13や土坑SK03・ピットなどがある。

溝SD 13 調査区西半を南北に貫く溝で、堀状遺構SD02に切られる O 遺物は出土していない。

土坑 SK03 調査区南半で検出した円形の土坑である (第131図下)。 西半を堀状遺構 SD02に

切られる。遺物は出土していない。

弥生時代の遺構としては、方形周溝墓の周溝と考えられる溝と主体部 2基を検出した。復原す

ると 2基の方形周溝墓になるものと考えられる (第132図上トーン部分)。
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-L富三孟三方ム3m

ーー一一ーーー一ー一一一一一ーー一一ー----1
S 012セクション北壁

l暗黒灰色粘質土 2.陪褐灰色粘質土

3.暗褐灰色粘質土(p50醐の礁をわずかに含む 4.褐灰色粘質土

5.B音壁褐色粘質土(粘性有) 6 暗褐灰色粘質土(粘性有)

7. i.農褐灰色粘質土(粘性有) 8. i農黄褐色粘質土(微~細砂混)
g. i農褐黄色粘質土(粘性有) 10. i農褐黄色粗砂機

c 

13 

S 012セク ション南壁

l暗黒灰色粘質土 2.暗黒褐色粘質士 3暗黒褐色粘質土(粘性有)

4. i農褐灰色粘質土 5.暗褐灰色粘質土(細~中砂混)

6. i克褐灰色粘質土(細~中砂混 7.B音褐灰色粘質土 8 褐灰色粘質土

9 淡'1i.褐色粘質土 10. H音褐灰色粘質土 11.濃褐色粘質土

12淡灰褐色粘質土(細~中砂混) 13淡灰褐色粘質土
14黄褐色粘質土(微砂混 15濃賞褐色粘質土(i故、細砂混)

16. i農褐黄色粘質土(粘性有)

e 

怪妄〆-
S 005t黄断面(SD021付から見た東壁)

l 淡褐色砂質土 2暗褐灰色砂質土 3. B音尚灰色砂質土(粘性有)

X=-12I. 850 4 淡褐黄色砂質土 5 淡黄褐色砂質土 6.暗褐~褐色砂質土

二二ユ

h 

L=17.3m 

一一-J/SD [〕5縦断面

1. 1I農褐灰色粘質土(もろし、)

2. i，農~日昔燭灰色粘質土(もろい ・粘性有)

3.淡褐灰~褐灰色粘質土(もろい 粘性有)
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S 006・13東壁

1.暗褐灰色粘質土(世20凹程度の礁を多少含む)

2.濃褐灰色粘質土
(p 20凹程度の礁を多少含む・締まり有)

3 暗黒灰色粘質土 4 時褐色砂質土

5褐灰色砂質土
(粘性有・ p20mm程度の礁を多少含む)

6褐灰色砂質土
(粘性強 ・p20mm程度の礁を多少含む)

7.B音褐色砂質土(世20阻程度の礁を多く含む)

8暗褐色砂磯質土(p20皿程度の礁を多量に含む)

ζゴ訂-:-845 9 にぷい街色土(整地士か)

“ 10灰褐色砂質土(もろし、)

11黄褐色粘質土(微砂混)

12. i農黄褐色粘質士(微~細砂混)
O 
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第132図 弥生時代遺構実測図
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第133図溝SD05遺物出土状況図

方形周溝墓SX05 溝 SD05を南溝とする方形周溝墓で、西溝は堀状遺構 SD02に壊されてい

るO 溝 SD05は調査区東端で浅く細くなっており 、途切れているか、コーナ一部が浅くなってい

る可能性が高い。北溝は見つからなかったが、後述するとおり墳丘の存在が想定されることから、

溝 SD05より北に位置する主体部2基も含めて方形周溝墓 SX05と認識できると考えている。こ

の想定が許されれば、東西に延びる溝 SD06がその候補となる。ただし、周辺調査で確認されて

いる同時期の方形周溝墓でも、必ずしも溝は全周するものではないため、当初から掘削されてい

なかった可能性も考えておく必要がある O 隣接調査区である長岡京跡右京第638次調査で検出さ

れた、弥生時代の溝 SD13が東溝になる可能性もある。

南溝と考えられる溝 SD05からは、広口壷(第136図10)が押しつぶされた形で出土した。溝S

D05は、調査区東壁でその深さは0.5mで、あるが、査が出土した地点では0.4mと深い。このため、

調査時に周溝内埋葬の可能性があると考え、この地点については周溝の縦断面を図化した(第132

図中、図版第77-(1))。 観察の結果、溝は東から西へゆるやかに落ちる形状であり、まず木棺墓

ではないことが判断できた。また、 土器は、ほほ溝底の形状にあわせた形で出土していることか

ら、土墳墓の可能性も考えられないと判断した。周溝の一部が深いことを根拠にして埋葬施設と

評価することはできないという事例である。

この方形周溝墓からは、並列する 2基の主体部 SX07 . 08を検出した。埋土は明瞭な暗褐灰色

系で、ベース面の暗黄褐色粘質土と比べ平面形もはっきりと認識できた。西側に位置する土墳墓

S X07(第134図上)は長軸2.28m、短軸は北側で0.70m、南側で0.80mの規模で、ある O 中央部で

は約0.15mの深さがあり、断面形も箱型を呈 しているが、墓墳長軸の両端に向かつて浅くなる。

墓壊としてはやや奇異な断面形状とも言えるが、隣接する木棺墓 SX08と並列して検出されてい

ること、木棺墓 SX08の掘形と埋土も酷似することから、士墳墓と判断した。この墓壌の埋土は
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~25 

L=17.5m SX07土層断面

:1 b 

I.B音褐色粘質土 ( ~ 20凹程度の礁をわずかに含む

細かい黄褐色粘質土ブロックを多く含む)

2. B音褐~褐色粘質土

(黄褐色粘質土プロ yクを多量に含む)

3. i農黄褐色粘質土

4 明黄褐色粘質土 ( ~ -40醐程度の礁を少し含む)

。行，23

S X08土層断面

l漣灰褐色砂質士 2.暗褐灰色砂質土

3.暗褐灰色砂質土

(やや粘性有
黄褐色粘質土プロァクを多く含む)

4 日音褐灰色砂質土

(粘性有 ~ 20-50皿程度の礁を多少含む)

5.8音褐黒色粘質土

(粘性有 併20-50剛程度の擦を多少含む)

6暗褐黒色粘質土(粘性有)

7.8音褐灰色粘質土(微砂混 粘性有)

8.8音褐灰色粘質土

(黄褐色粘質土プロ γク多量に混)

E
出

h

τ

J

存ず:323

h 

9暗褐灰色粘質土

(やや粘性有-
L=l乙互旦 黄褐色粘質土プロ yク多量に混)

ー 10暗褐灰色粘質十
h 粘性有 ・

黄褐色粘質土プロ ァク 多量に混)

11. 8音褐灰色粘質土

(やや粘性有
黄褐色粘質土プロァク多量に混 細砂混)

12明褐灰色粘質土 13褐灰色粘質土

第134図 土墳墓 SX07・木棺墓 SX08平 ・断面図
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全て採取し、全量洗浄を行ったが、この主体部からは、石鍛や剥片などは出土しなかった。

東側に位置する木棺墓 SX08(第134図下)は、墓壊掘形の長軸2.43m、短軸は北側で1.12m、

南側で1.05m、木棺痕跡の長軸2.16m、短軸は北側でO.64m、南側でO.60mで、ある。木棺は小口

穴をもっ型式の木棺で、検出面からの深さは約O.30mで、ある。なお、木棺痕跡は棺材の厚さを認

識できるほどには明確ではなかった。木棺の南半からは石鎌(第136図13)が l点出土した。石鎌

は、墓墳底から約1.5cm高い位置で、出土した(第134図ドット位置)。石搬の正確な方向、 裏表、角

度などについては、ヘラで起こした際に圧痕が残らなかったため不明で、ある。ただし、検出時の

状況から高さの誤差は多くても 1cm内外と特定しうる。なお、これらの墓墳埋土は全て採取し、

中層以下(第134図下段 3~ 5層)については洗浄を行ったが、調査時に確認することができた l

点以外には、石搬や剥片などは出土しなかった。

墳丘は完全に削平されており盛土も確認できなかったが、墳Eは存在したと考えられる O 方形

周溝墓 SX08の墓壌は、下層の砂牒層にまでは達していない。にもかかわらず、木棺内の埋土に

は、黄褐色粘質土ブロックや直径 3~ 5cm程度の礁が含まれていた。これらの礁は、周溝掘削の

際に、墳丘として区画内に盛られた土に含まれていたものが、棺内に落ち込んだと考えられる O

溝 SD06 調査区北半を東西に横断する溝である。溝からは弥生土器片とともに石斧が出土し

た(第132図上ドット位置)0 埋土は溝 SD05に近く、方形周溝墓 SX05の北溝として機能してい

た可能性も 考えられる。

方形周溝墓SX 12 調査区西端で検出したが、周溝は東溝(S D 12)だけが調査区内にあり、そ

のほかは調査区西側の道路下に潜り込んで、いる O 東溝は中央部を土坑SK11によ って壊されてお

り、両端を検出した格好となったO 周溝は中央が深く両端が浅い、溝 SD05と類似した掘削方法

をとっている。供献土器が出土 したのは、溝 SD 12の南半である O 査(第136図11)は、口縁部を

北に、底部を南にして本来の形状をほぼ保ってつぶれていた。この斐の破片にまぎれて別個体の

ぷ三
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壷頚部片 I点が出土している。

弥生時代以前の遺構 ・遺物については、

調査終了段階で下層の掘削も行ったが、今

回の調査では確認できなかった。

3.出土遺物 (第135図)

堀状遺構 SD02からは多量の瓦器 ・土師

器などとともに炉壁・羽口などが出土 した。

このうちの一部を図化した。 1~ 8は瓦器

椀、 9は土師皿である。瓦器椀は口縁部に

沈線がめぐるが、内面のヘラミガキの間隔

は聞いていることなどから 、13世紀前半の

年代が与えられる O

これらの土器とともに多量の炉壁が出土

した(図版第80-16・17)。炉壁はコンテナ

にして 2箱分出土したが、その大部分が堀

の北半から出土したものである O また、 I

点のみであるが、羽口も出土した(図版第

80-15)。羽口はゆるやかに屈曲する型式の

12 

E二ニエニニコ二二コ

10cm 

6~ 
5 cm 
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もので、多量の炉壁が出土した堀の北半セクション(図版第74-(2))から 、混在する形で出土し

た。また、同じ地点で滑石製石鍋の未製品(図版第80-14)が出土した。石鍋は台形鍔のもので、

内外面ともに未整形の破片である。消費地での転用品ではない可能性がある。

弥生時代の遺物は、方形周溝墓と考えられる溝から出土した弥生土器 2点を図化した。10は溝

S D05から出土した査で頚部に指づくね突帯をめぐらせ、口縁端部に回線紋を施す。胴部外面は

ハケ調整で仕上げ、胴部下半は底部に近い部分だけヨコナデを施している。11は溝 SD12から出

土した、いわゆる近江系の受口口縁査である。胴部外面の下半は粗いハケ調整で、ケズリの痕跡

は認められない。12は溝 SD06から出土した太型蛤刃石斧で、基部が破損している。刃部は丸味

を持ち、全体に磨滅があり、両面に敵打痕があり、再利用されているo 13は木棺墓 SX08棺内か

ら出土した凸基無茎式の打製石鍛で、先端と 基部が折損している。

4.まとめ

今回の調査では、これまで確認されていなかった13世紀前葉に比定される堀状遺構SD02が検

出された。堀状遺構は、検出面からの深さは1.2mで、下層の磯層も掘削する作業を伴う大規模

なものである O この遺構がどのような性格のものであるかは、今後の成果を待たねばならないが、

建物となる可能性のあるピッ ト類が東側に集中すること、また、長岡京跡右京第638次調査では

中世と考えられる柵SA02が検出されていることなどから、東側を区画する堀状遺構となる可能

性を指摘できょう 。

また、堀状遺構の埋土からは、多量の土器類とともに、炉壁やフイゴの羽口など鋳造関連遺物

も出土したO 特に、未製品の可能性がある滑石製石鍋の存在は、石鍋の生産と流通を考える上で

も重要である。この堀の性格としては土豪の居館などが想定されよう 。

長岡京期と考えられる遺構としては数基のピッ トがあるが、埋土なども考慮すると建物として

復原することはためらわれる。また、条坊側溝は今回の調査区では確認できず、より北に位置し

ているものと考えられる O 中世の堀がどの方向へと延びるかも 含め、周辺調査の課題となろう 。

弥生時代の遺構については、方形周溝墓を 2基確認し、神足遺跡における中期後葉の墓域がさ

らに西へと広がりを見せることも明らかとなった。今回の調査では、特に土墳墓と木棺墓が並列

して検出され、木桔墓の棺内からは石織が l点出土した。

(藤井整)

注 l 中島皆夫 -小畑佳子「長岡京跡右京第638次調査J( r長岡京跡右京第638次神足遺跡発掘調査概報』

(財)長岡京市埋蔵文化財センタ ) 1999 

j主2 原秀樹 『長岡京跡右京第664次 神足遺跡発掘調査報告j(財)長岡京市埋蔵文化財センター 2000 

注3 補助員 尾上忍 ・村上奈弥・山内彩子 整理員 鈴木浩子・田中美恵子・村上優美子

注 4 岩崎誠・木村泰彦 ・山本輝雄 『長岡京市埋蔵文化財調査報告書』第26集 (財)長岡京市埋蔵文化財

センター 2002 
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大住地区府営ほ場整備事業関係遺跡
発掘調査概要

1 .は じ めに

正面遺跡・ !西村遺跡・付面遺跡、は、京田辺市北部、木津川左岸の沖積平野上に立地する集落

10. 

跡 ・遺物散布地である。現在の行政区画では、いずれも京田辺市大住地内に所在する。これら 3

遺跡の西方には弥生~平安時代の集落遺跡である新田遺跡、や女谷 ・荒坂・松井の各横穴群が、南

方には古墳時代前期の前方後方墳である大住車塚古墳・大住南塚古墳が存在する (第137図)0 3 

遺跡、のうち、魚田遺跡はこれまで京田辺市教育委員会により 4次の調査が行われ(第138図)、平

安時代・中世 ・近世の遺物の存在が確認されているが、西村・門田両遺跡は散布地として認識さ

れているものの遺跡の性格は不明であった。

今回の発掘調査は、 大住地区府営ほ場整備事業に伴う試掘調査で、京都府山城土地改良事務所

の依頼を受け、各遺跡、における遺構・遺物の分布状況ならびに埋没深度などを確認することを主

2m四方の試掘坑を 3遺跡で合計75か所設定し、これを

人力で地表下l.Omまで掘削した。土層断面図 ・写真などの記録作成後は転圧機などを用いて埋

たる目的として実施した。調査方法は、

が負担した。

2.調 査 経過

(1)魚田遺跡(第6次)

遺跡、の南域に37か所のトレンチを設定した (第

139図)。各トレンチの地表高は概ね14mを測る。

Fh
d
 

q
J
 

土層断面か ら見る堆積状況では (第141図)、各ト
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図魚田耕次調査図魚田禦次調査図今回調査地

凹魚田遺跡 図魚田遺跡
第2次調査 b凶 第4次調査

第138図調査地位置図

レンチとも地表下約30cmまでは暗茶

色土(耕作土)の分布をみるが、以下、

東半部では、灰色~灰茶色の砂層、

西半部では灰褐色~暗灰褐色士 ・砂

質土層がほぼ水平に堆積する O それ

以下は東半部で濁灰緑色粘質土の、

西半部では桂灰色~青灰色粘質土の

堆積である 。以上の堆積層のうち 、

東半部で認めた灰色~灰茶色砂につ

いては洪水堆積層と判断する。一方、

北西域で設定した U(魚田)17・18・

24 トレンチにおいては地表下約40 ~

60cm、標高13.6m以下で、灰茶色~黄

灰色微砂・砂の堆積となる。同様の

堆積は付近の U31トレ ンチ、以南の

U8・19・28・30トレンチでも見ら

れ、標高で約 13 . 1 ~ 13.3m および

13.5m付近に分布する O これら砂層は上記のトレンチのみに見られ、そのほかのトレンチではそ

の掘削深度に限つては見られない。なお、 U18トレンチではこの砂層が上層の灰褐色砂質土まで

貫入して止まる噴砂の痕跡を認めた。遺構はU12トレンチ北壁で落ち込みの痕跡を、 U6トレン

チ東壁で淡灰褐色土層をベースとする落ち込みの痕跡を認めた。

(2)西村遺跡

遺跡の北域に16か所、南域に12か所、計28か所のトレンチを設定した (第140図)0北域では各

トレンチの地表高は約14mと地形は比較的フラ yトであるが、南域は以南の虚空蔵谷川の自然堤

防上に立地する耕作地であるため、標高は南に進むにつれ高度を増す。土層堆積は北域では耕作

土以下、暗灰褐色土・砂質士層や青灰色~灰緑色の粘質土の堆積であるが、 N(西村)7・10トレ

ンチでは灰色・暗灰色・青灰色の砂層が中間層を成す。一方、南域では耕作土以下、灰褐色砂質

土と灰緑色粘質土の聞に灰茶~青灰茶・灰白色の砂層が堆積する(第141図)。 これら灰色系砂層

については洪水堆積層と判断する。遺構は、 N17トレンチ北壁.N18トレンチ東壁に落ち込みの

痕跡を認めたが、いずれもラミナ状の堆積をなす洪水痕跡である O ほかに遺構の兆候は確認でき

なかった。

(3)門田遺跡

遺跡の南西域に10か所のトレンチを設定した (第140図)0 トレンチの地表高は北側で約14.5m、

南側で約14.7mを測る。土層は各トレンチで耕作土以下、暗茶灰色土・暗灰褐色砂質土が堆積す

るが、以下のレベルでは、南側のK(門田)7 ~ 9トレンチで暗灰褐色~淡灰褐色の土が、北側の
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第141図 魚田 ・西村・門田遺跡土層柱状断面図(アルファベッ トは遺跡名の略)
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K3・5・6トレ ンチでは茶灰~灰褐色の砂が見られ、底部付近では青灰色の粘質土 ・シル ト・

砂の堆積となる。 また、 南東の K10トレ ンチでは中間深度で灰色系砂・ 砂質士が折り重なる堆積
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第142図 魚田 ・西村 ・門田遺跡出土遺物実測図

1.魚、田 lトレンチ 2層暗黒灰色土

5.魚、田14トレンチ 5層灰白色細砂

24.西村 7トレンチ32層青灰色砂

23. 西村20トレンチ30層灰青緑色粘質土

8.魚田17トレンチ20層黄灰色砂

2・25・19. 西村3トレンチ 5層淡青灰色シル ト

3・12・13. 西村 9トレンチ31層青灰色粘質土

26. 門田 4トレンチ 4層暗灰褐色砂質土

18.門田 6トレンチ 2層暗灰褐色土 4・10・11. 門田 6トレンチ10層淡灰褐色粗砂

6・9・14・15. 門田 8トレンチ24層青灰色粘質土

16・17・20・21.門田10トレンチ 4層暗灰褐色砂質土

7・22.門田10トレンチ24層青灰色粘質土
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様相を示す(第141図)0 K 3・5・6・10トレンチの砂・粗砂・微砂についてはいずれも洪水堆

積層と判断する。遺構は K1トレンチ北壁面で落ち込みの様相を認めたのみで、ほかに遺構の痕

跡は認められなかった。

3. 出土遺物(第142図、図版第86)

遺物はコンテナにして約 7箱ある。いずれも包含層出土である。図化し得る26点を示した。 l

~6 は土師皿である 。 l は灯明皿である 。 手ずくねで成形し内外面ともナデを施す。 完形品。 2

は厚手で外面に規則的なユピオサエの痕跡をのこす。3は「て」の字口縁の皿である。器壁は 4

聞を測る。内外面ナデ、外面下半にユピオサエ。4は底部は平坦で、口縁は斜め上方に短く立ち

上がる。内外面ナデ、底部外面にユピオサエ。 5は内外面ともナデを施し、口縁端部を丸くおさ

める。6は強い一段ナデを施し、口縁を外反させる。 7は深身の杯と考える。内外面に横ナデを

施す。底部・口縁部聞に稜をもち口縁は斜め外方に立ち上がる o 8は弥生土器底部。磨耗が著し

いが、内面ナデ、外面にハケの痕跡を残す。9~ 13は瓦器椀である 。 9~ 1lはともに口縁端部が

尖り気味におわるもので、内面に圏線ミガキ、外面にユピオサエを施す。口径は 9で11.2cm、10

で11.6cm、11で11.8cmを測る。12は口縁端部内面に段をもつもので、内面に圏線ミガキ、外面に

ミガキを施す。13は瓦器椀底部である。断面三角形の高台を貼り付け、見込みに平行線状のミガ

キを施す。高台径5.8cmを測る。14・15は黒色土器底部である。14は台形の高台を貼り 付け、内

外面にヘラミガキを施す。高台径5.8cmを測る。15は台形の高台を貼り付ける。高台径6.5cmを測

る。16は肥前系磁器である。染付で外面に「雨降り文Jを描く 。17は磁器である。染付で見込み

に草花文を描く 。畳付に重ね焼きの際の砂が付着する。18は陶器の蓋である。内外面に施粕し色

調は緑灰色を呈する o 19は肥前陶器の椀である。内外面に施紬し色調は緑灰褐色を呈する。20・

21は播鉢である。ともに外面に鉄軸を施す。20は内面に 9条 l単位の播目をもっ。21は内面にあ

らい播目をもっ。22は須恵器の歪である。内外面はロクロナデ、内面に工具による刺突痕が残る。

外面中央に稜をもち、その上方にくし描き波状文を施す。23は韓式土器である。外面に格子目タ

タキ、内面に円形のあて具痕跡がのこる。24は須恵器の斐である。外面に格子目タタキ、内面に

青灰波のあて具痕跡がのこる。25は軒平瓦である。瓦当面に唐草文を配し、凹面に布目痕が残る O

26は不明鉄製品である。長方形の鉄板中央に iVJ字形に切り込みを入れ、片側に折 り曲げてい

る。なお、 6・12については僅少な残存部からの推定復原である。

4. まとめ

今回の調査においては魚田・西村 ・門田遺跡でいずれも、広範に堆積する洪水堆積層を認めた。

調査地周辺は頻繁に洪水の影響下におかれており、掘削深度に限っては、遺構の兆候も概して希

薄である。特に魚田遺跡では東半部で耕作土直下に灰色砂層が分布しており、 この層は周辺の京

田辺市教育委員会の調査において確認されている「明治29年の洪水砂層」に同定しうるものと考

える (第141図)。 京田辺市の調査成果ともあわせれば、灰色砂は遺跡の北半と東半のほぼ全域に

-141-
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分布しており、その分布域も以東の木津川からの洪水であるという事実と符合する。また、西村

遺跡の場合、南域N14・17トレンチなどに見られる洪水堆積層は堆積レベルがほかのトレンチよ

りも高い。上記の洪水堆積とは異なり、背後の虚空蔵谷川の天井川化に伴う氾濫堆積と推察する O

魚、田遺跡、では、調査地の北西部で洪水砂とはタイプの異なる灰茶 ・黄灰色の砂 ・微砂や噴砂を

検出した。これらは京田辺市の第 3・4次調査で検出された旧木津川の河原跡や、噴砂にそれぞ

れ対応するものと考える。遺跡周辺を流れる木津川は、かつては調査地の北東方から西流し、松

井集落以東を北流する川と合流し、のち北流して戸津集落に流れていたと推察されている。位置

的に見ても本調査で検出した砂 ・微砂は、京田辺市の調査の河原跡とともに、これら旧河道の一

部をなすと考えられる。京田辺市の調査地点と当該トレンチは距離にしてやや離れているが、周

辺の地勢からも旧河道はほぼこの付近で北西流していた可能性を指摘しておきたい。なお、U

28 . 31トレンチでは、この川砂層直上で暗灰~濁灰緑色粘質土層の堆積を確認した。この層は後

述する古墳~鎌倉時代の遺物包含層である。また、噴砂については京田辺市の報告によれば、伏

見地震(1596年)によるものと指摘されている。当該トレンチにおいては、この砂が灰褐色砂質土

を貫入しており 、今後の周辺調査における地層年代の決定上での手がかりを与えると考える。

調査地の堆積層のうち、上層の暗灰褐色系の砂質土層(第141図 :西村遺跡第 8層 ・門田遺跡第

4 層)および、下層の青灰~緑灰色系の粘質土層 (第 1 4 1 図 : 魚田遺跡第15 ~17層・西村遺跡第28

~3 1層・門田遺跡第24層)は、出土遺物が江戸時代後期を主体とするもの、古墳~鎌倉時代に帰

属するもので、それぞれが当該期の遺物包含層と考えられる。出土遺物は西村・門田遺跡のもの

が圧倒的多数を占め、魚田遺跡については少ない。このことの背景として、西村 ・門田遺跡、に比

しての、魚田遺跡調査地周辺における、洪水や低湿地による滞水などを原因とする、近世後半以

降における開発の遅延などが指摘できる。ただ、下層の包含層遺物については時代幅がありその

多くが磨滅したものであり、下層の包含層についても洪水に伴う可能性は否定できない。限られ

た掘削深度での調査であり、詳細は不明であるが、西村・門田両遺跡については、包含層遺物の

流動的な側面からも、今回調査地の周辺に遺跡本体が存在する可能性を考えておきたい。

(中村周平)

注 1 本概要の京田辺市の調査成果について述べた箇所については以下の文献を参照した。

田辺町教育委員会 『魚田遺跡第 l次・第 2次発掘調査概報j 1997 

京田辺市教育委員会 『魚、回遺跡、第3次発掘調査概報.Jl 1998 

京田辺市教育委員会 『向谷遺跡・魚田遺跡第4次発掘調査概報.Jl 2002 

注2 各試掘坑については、当初、調査を終了した順に仮番号を付し、遺構の記録にあたったが、後に遺

跡ごとに 1番から始まるトレンチ名に改めた。名称、の混乱を避けるため第139・140図に両トレンチ

を併記した。なお、数字の前のアルファベ ァトは遺跡名の略号である。

注3 整理員 荒川仁佳子・稲垣あや子 ・川村真由美 ・永井裕美・野仲乃里子

注4 谷阿武雄 『平野の開発』古今書院 1964、ほか
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島都齢、

(1)調査前全景(南西上空から)

(2) 1次調査調査後全景
(南西上空から)

図版第 1 大成古墳群・イリ遺跡



図版第 2 大成古墳群・イリ遺跡

(1) 2次調査調査後全景
(西から)

(2)大成18号墳全景
(上空から、上が南)



(1)1次調査地作業風景近景
(西から)

(2)大成17号墳調査前全景
(西から)

(3)愛宕神社基壇(北から)

図版第 3 大成古墳群・イリ遺跡

11¥
¥
¥
 ¥

 

¥
 



図版第 4 大成古墳群・イリ遺跡

(1)1次調査地ピット群検出
状況(南から)

(2)テラス 2全景(北から)

(3)テラスl(上層)北半石造物
検出状況(南から)
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発 九 回 ( 置 困 U O M m u )



(1)大成17号墳石室全景
(南から)

(2)大成17号墳奥壁(南から)

(3)大成17号墳西側壁(東から)

図版第 7 大成古墳群・イリ遺跡



図版第 8 大成古墳群・イリ遺跡

(2)大成17号墳東側壁(西から)

(3)大成17号墳奥壁裏面の状況
(北から)



(1)大成17号墳玄室内遺物検出
状況(北から)

(2)大成17号墳玄室内遺物検出
状況(東から)

(3)大成17号墳玄室内鉄万 ・勾玉
検出状況(南東から)

図版第 9 大成古墳群・イリ遺跡
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図版第10 大成古墳群・イリ遺跡

(1)大成17号墳初葬面調査状況
(南西から)

(2)大成17号墳基底石全景
(南から)

(3)大成16号墳周溝、SDOl .02 
検出状況(南から)
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図版第14 大成古墳群・イリ遺跡
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誌、 A(1)大成18号墳石室全景

(東から)
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崎 (2)大成18号墳石室全景
(南から)

(3)大成18号墳墳丘内列石
(西から)
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図版第16 大成古墳群 ・イリ遺跡

(1)テラス 4、SBOl検出状況
(北から)

(2) S X03検出状況(南から)

(3)西谷部、 SAOl・02など
検出状況(北から)



図版第17 大成古墳群・イリ遺跡
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出土遺物(1)



図版第18 大成古墳群・イリ遺跡
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出土遺物(2)



図版第19 大成古墳群・イリ遺跡

" 

出土遺物(3):外面



図版第20 大成古墳群・イリ遺跡
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出土遺物(3):内面



(1)竹野遺跡(A地区)全景(南から)

(2)宮遺跡(B地区)全景(南から)

(3)宮遺跡(B地区)検出遺構
(上が南東)

図版第21 竹野遺跡・宮遺跡



図版第22 竹野遺跡・宮遺跡

(1)竹野遺跡第2トレンチ全景

(西から)

(2)竹野遺跡第2トレンチ全景

(南西から)

(3)竹野遺跡第 2トレンチ全景

(北西から)



(1)竹野遺跡第 2トレンチ全景
(西から)

(2)竹野遺跡第 lトレンチ磯面
検出状況(南西から)

(3)竹野遺跡第 lトレンチ北壁土層
堆積状況(南から)

図版第23 竹野遺跡・宮遺跡



図版第24 竹野遺跡・宮遺跡

(1)宮遺跡溝検出状況(東から)

(2)宮遺跡溝検出状況(北から)

(3)宮遺跡溝検出状況(南から)



(1)宮遺跡溝SD02遺物出土状況
(北西から)

(2)宮遺跡溝SD02遺物出土状況
(北から)

(3)宮遺跡溝 SD02遺物出土状況
(上が北)

図版第25 竹野遺跡・宮遺跡



図版第26 竹野遺跡・宮遺跡

(1)宮遺跡溝SD02遺物出土状況
(西から)

(2)宮遺跡溝SD02遺物出土状況
(東から)

(3)宮遺跡土層堆積状況・ 北壁
(南から)



図版第27 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

(1)調査地遠景(北から)

(2)調査地遠景(南から)

(3)調査地近景(西から)



図版第28 大垣遺跡・ 一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

(1) 4トレンチ南壁(北から)

(2) 5トレンチ北壁(南から)

(3) 6トレンチ北壁(南西から)
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図版第30 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

(2)13トレンチ北半部全景
(南東から)

(3)13トレンチ木製品検出状況
(南から)



(1)14トレンチ全景(西から)

(2)15トレンチ東壁(西から)

(3)15トレンチ足跡検出状況
(南から)

図版第31 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡



図版第32 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡

0)13トレンチ作業風景(北から)
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(2)出土遺物木製品



図版第33 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡
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出土遺物土器(外面)



図版第34 大垣遺跡・一の宮遺跡・難波野条里制遺跡
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図版第36 福知山城跡

(1)柱穴P08・09検出状況(西から)

(2)柱穴P08・09検出状況(南東から)



図版第37 福知山城跡

(1)柱穴・礎石群(北から)
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(2)磯敷遺構 SX14(北から)



図版第38 福知山城跡

(1)西壁断面(東から)

(2)調査地完掘状況(西から)
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(1)出土遺物(土器・陶磁器、内面)
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4 

(2)出土遺物(土器 ・問磁器、外面)

図版第39 福知山城跡
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図版第40 福知山城跡
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出土遺物(瓦-石製品)



(1)調査前風景(西から)
(北東丘陵上に私市円山古墳)

(2)第 6トレンチ掘削状況(西から)

(3)第 7トレ ンチ作業風景
(南西から)

図版第41 観音寺遺跡



図版第42 観音寺遺跡

(1)第 2トレンチ遺構検出状況

(西から)

(2)第3トレンチ溝検出状況
(南西から)

(3)第 4トレンチ集石遺構検出
状況(東から)



(1)第 7トレンチ全景(北から)

(2)第 7トレ ンチ土層堆積状況
(北から)

(3)第 8トレンチB壁面土層
(北西から)

図版第43 観音寺遺跡



図版第44 観音寺遺跡

(1)調査地全景(空中写真、東から)

(2)A地区全景(空中写真、下が北)



(1)調査地全景(空中写真、南から)
(右上に私市円山古墳)

(2)土坑 SK42検出状況(北西から)

図版第45 観音寺遺跡



図版第46 観音寺遺跡

(1)突帯文土器 ・打製石斧
(土坑SK42内、北東から)

(2)突帯文土器外面(南西から)

(3)突帯文土器内面(北東から)
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図版第48 観音寺遺跡

(1)土坑 SKI08(南西から)

(2)土坑SK1l9(西から)

(3)土坑SKlll(西から)



(1)溝 SD87(北西から)

(2)溝 SD87内土器 ・石器出土状況
(南東から)

(3)溝SD88(南西から)

図版第49 観音寺遺跡



図版第50 観音寺遺跡

(1)竪穴式住居跡SH85・86・101・

41検出状況(空中写真、下が北)

(2)竪穴式住居跡SH85床面
出土土器(南西から)

(3)1審SD97(東から)



図版第51 観音寺遺跡

(1)竪穴式住居跡SH41(北から)

(2)溝 SD02・149(南東から)

(3)現地説明会風景(北から)



図版第52 観音寺遺跡
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土製品(番号は第72図に対応)
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図版第54 野条遺跡

(1)第 2トレンチ全景(南から)

(2)竪穴式住居跡SHOl検出状況
(南西から)

(3)竪穴式住居跡SHOl遺物検出
状況(東から)



(1)竪穴式住居跡SHOl完掘状況
(北から)

(2)竪穴式住居跡SHOl炉跡検出
状況(南から)

(3)竪穴式住居跡 SHOl炉跡検出
状況(西から)

図版第55 野条遺跡
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図版第57 太田遺跡第14・15次

(1)調査地全景(第15次調査空中写真、東から)

(2)第14次調査地全景(上方が北)



図版第58 太田遺跡第14・15次

(1)第14次 lトレンチ全景(上方が北)

(2)第14次2トレンチ全景(上方が西)



図版第59 太田遺跡第14・15次

(1)第14次3トレンチ全景(上方が西)

(2)第14次4トレンチ全景(上方が西)



図版第60 太田遺跡第14・15次

(J)第14次 5トレンチ全景(上方が西)

(2)第14次6トレンチ全景(上方が西)



図版第61 太田遺跡第14・15次

(1)第15次調査地全景(上方が西)

(2)第15次 1トレンチ全景(上方が北)



図版第62 太田遺跡第14・15次
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(1)第15次 2トレンチ全景(上方が北)

(2)第15次 3トレンチ竪穴式住居跡SH4全景(上方が西)
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図版第64 太田遺跡第14・15次
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出土遺物(1)



図版第65 太田遺跡第14・15次
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出土遺物(2)



図版第66 太田遺跡第14・15次
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出土遺物(3)



図版第67 長岡京跡右京第753次(7ANGHD-5地区)・井ノ内遺跡・上里遺跡

(1)調査前の状況(北から)

(2)トレンチ全景(南東から)



図版第68 長岡京跡右京第753次(7ANGHD-5地区)・井ノ内遺跡・上里遺跡

(1)調査地全景(上が南)

(2)調査地全景(上が東)



図版第69 長岡京跡右京第753次(7ANGHD・5地区)・井ノ内遺跡・上里遺跡

(1)土坑SK04遺物出土状況(南から)

(2)土坑SK04完掘後(北西から)
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図版第71 長岡京跡右京第753次(7ANGHD-5地区)・井ノ内遺跡・上里遺跡

(1)トレンチ近景(南から)



図版第72 長岡京跡右京第753次(7ANGHD-5地区)・井ノ内遺跡・上里遺跡

(1)道路状遺構溝 SD03・05全景(北から)
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(2)土坑SK09完掘後(西から)
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F 
図版第74 長岡京跡右京第750次(7ANMHK-6地区)・神足遺跡

、、|¥ム
(1)調査前全景(東西から)

(2)堀状遺構SD02セクション
(南から)

(3)!茸SD25小口j犬遺構検出j犬況

(西から)
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図版第76 長岡京跡右京第750次(7ANMHK-6地区)・神足遺跡

(1)木棺墓SX08検出状況(南から)

(2)木棺墓SX08棺内完掘状況
(北から)

(3)主体部完掘状況(南から)



図版第77 長岡京跡右京第750次(7ANMHK-6地区)・神足遺跡

(1)方形周溝墓SX05南溝縦断面
(北から)

(2)方形周溝墓SX05遺物出土状況
(北から)

(3)現地説明会風景(北から)



図版第78 長岡京跡右京第750次(7ANMHK-6地区)・神足遺跡

(1)方形周溝墓 SX12北セクション
(南から)

(2)方形周溝墓 SX12南セクション
(北から)

(3)方形周溝墓 SX12遺物出土状況
(東から)



図版第79 長岡京跡右京第750次(7ANMHK-6地区)・神足遺跡
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図版第80 長岡京跡右京第750次(7ANMHK・6地区)・神足遺跡)
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出土遺物(2)



(1)魚田遺跡調査風景(東から)

(2)魚田12トレンチ全景(南から)

(3)魚田18トレンチ北壁噴砂検出
状況(南から)

図版第81 魚田遺跡第 6次・西村遺跡・門田遺跡



図版第82 魚田遺跡第 6次・西村遺跡・門田遺跡

(1)魚田25卜レンチ全景(南から)

(2)魚田9トレンチ実測風景
(南西から)

(3)門田 4トレンチ埋め戻し
転圧作業(西から)



詣醐羽田E・量刑主回・MNU憾詣畑田碩何∞服崖図

(必会図恒)

阻事一剛一川村剖係以Te小入ムム⑦」写困(∞)

(必会匝恒)

直塩川町川村醐川町#小入ムムザ-Z困(N)

(必会田恒)眠川明小入ムム的主因
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(1)魚田 9トレンチ埋め戻し状況
(北西から)

図版第85 魚田遺跡第 6次・西村遺跡・門田遺跡

(2)西村13トレンチ北西壁土層断面
(南東から)

(3)門田 3トレンチ北東壁土層断面
(南西から)



図版第86 魚田遺跡第 6次・西村遺跡・門田遺跡
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
。， " 。， " 

打1

おおなるこふ たけのぐんたんご
んぐん ・いり ちょうあざたかのこ
いせき あざいり

大成古墳 竹野郡丹後町大字 26502 4 35" 44' 19" 135" 6' 50" 20020415 800 道路建設
群 ・イリ遺 竹野小字イリ ~ 
跡 20020730 

たかのいせ たけのぐんたんご
き・みやいせ ちょうおおあざたけ
き のこあざふるばばほ

か

竹野遺跡・ 竹野郡丹後町大字 26502 8. 10 35" 43' 54" 135" 6' 43" 20021022 600 土地改良
宮遺跡 竹野小字古馬々ほ ~ 

か 20021220 

おおがきいせ みやづしおおあざお
き-いちのみ おがきこあざだい
ゃいせき ・な しょういん・いけの
んばのじよう もとほか
りせいいせき

大垣遺跡 ・ 宮津市大字大垣小 26205 89・11・ 35" 34' 43" 135" 11' 55" 20020918 600 道路建設

一の宮遺 字大正院 ・池の本 90 ~ 
跡 ・難波野 ほか 20021220 
条里制遺跡

ふくちゃま ふくちゃま しおかの
じようあと にまち

福知山城跡 福知山市岡ノ 二町 26201 101 35" 17' 30" 135" 7' 49" 20020910 130 道路建設
~ 

20021030 

かんのんじい ふくちゃましかんの
せき んじちない

観音寺遺跡 福知山市観音寺地 26201 82 35" 18' 20" 135" 11' 40" 20020521 2，000 河川改修

内 ~ 
20021206 

のじよういせ ゃぎちょうおおあざ
き のじよう

野条遺跡 八木町大字野条 26402 35" 5' 24" 135" 32' 13" 20020521 450 道路建設
~ 

20021015 



おおたいせき かめおかしひえだの
だいじゅうよ ちょうおおた
じ・じゅうご
じ

太田遺跡第 亀岡市稗田野町太 26206 108 350 l' 9" 1350 32' 50" 20011108 1200 ほ場整備

14・15次 回 ~ 
20020212 
20020920 500 

~ 
20021108 

ながおかきょ ながおかきょうしい
うあとうきょ のうちひろかいどう
うだいなな
ひやく こじゅ
うさんじ ・い
のうちいせ
き・かみざと
いせき

長岡京跡右 長岡京市井ノ内広 26209 91・10. 340 56' 21" 1350 41' 18" 20021211 300 道路建設

京第753 海道 51 ~ 
次・井ノ内 20030221 
遺跡・上里
遺跡

ながおかきょ ながおかきょうしこ
うあとうきょ うたりにちょうめ
うだいなな
ひゃくごじゅ
うじ-こうた
りいせき

長岡京跡右 長岡京市神足 2丁 26209 91・35 340 55' 9" 1350 42' 3" 20021029 200 道路建設

京第750 目 ~ 
次・神足遺 20021213 
跡

うおたいせき きょうたなべしおお
だいろくじ ・すみこまつばら ・に
にしむらいせ しむら ・だいじよう
き-かどたい りょうほか
せき

魚田遺跡第 京国辺市大住小松 26211 87 340 50' 31" 1350 44' 30" 20021205 300 ほ場整備

6次・西村 原-西村 ・大嘗料 ~ 
遺跡・門田 ほか 20030213 
遺跡

所収遺跡名 種目Ij 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大成古墳 古墳 古墳後期 横穴式石室 須恵器・土師器 ・玉

群・イリ遺 集落 平安後期 掘立柱建物跡 類 ・鉄器
跡 須恵器 ・黒色土器・

青磁 ・白磁

墓 中世末期 火葬墓 石仏 ・板碑 ・一石五

輪塔

竹野遺跡 ・ 集落 弥生前 ・後期 溝 弥生土器

宮遺跡

大垣遺跡・ 集落 中世 溝・柱穴 木器・漆器・土師 試掘
一の宮遺 条里制遺構 器 ・青磁・白磁
跡・難波野

条里制遺跡

福知山城跡 城館跡 j工}1 掘立柱跡・礎石・磯敷遺構・ 瓦・陶磁器・瓦質嬉

i$寺

観音寺遺跡 集落 縄文 土坑 縄文土器 ・石器

弥生 竪穴式住居跡・土坑・ i茸 弥生土器 ・石器・土
製品

古墳 竪穴式住居跡・土坑 ・i誇 土師器 ・須恵器

奈良 ・平安 柱穴 ・土坑 土師器 ・瓦器

鎌倉 柱穴・溝



野条遺跡 集落 弥生 竪穴式住居跡・土坑 弥生土器 試掘

太田遺跡第 集落 弥生 竪穴式住居跡・埋葬施設 ・ 弥生土器・石器
14・15次 墓 i蒜 ・池沼・士坑・ ピッ ト

集落 平安・鎌倉 井戸 ・土坑・ピット 須恵器 ・土師器 ・瓦

室町 耕作溝 器

長岡尽跡右 集落 古墳 竪穴式住居跡 須恵器

京第753 平安 軒瓦・須恵器

次 -井ノ内 居館 中世 掘立柱建物跡・土坑・溝 士師器 ・瓦器・石

遺跡 ・上里 鍋・鉄器・鍛冶淳

遺跡

長岡尽跡右 集落 弥生 方形周溝墓 弥生土器 ・石器

京第750 墓
次-神足遺 居館 中世 堀状遺構 瓦器・土師器・フイ

跡 ゴ羽口

魚田遺跡第 集落 古墳 ・平安・鎌倉 河道跡 ・噴砂 土師器・須恵器 ・瓦 試掘

6次・西村 器-黒色土器

遺跡・門田 散布地 江戸 陶磁器

遺跡
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